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西
海
市
大
瀬
戸
町
瀬
戸
港
で
七
月
一
目
、
毎
年
恒

例
の
「
大
瀬
戸
ペ
|
口
ン
大
会
」
が
聞
か
れ
た
。
今

年
は
、
各
地
域
代
表
芯
ど
計
六
チ
ー
ム
が
参
加
、
四

チ
ー
ム
が
計
六
回
に
わ
た
り
、
港
か
ら
沖
合
ま
で
の

往
復
一
・
二
キ
口
の
速
さ
を
競
っ
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
職
域
・
ク
ラ
ブ

対
抗
ぺ
|
口
ン
や
小
学
生
対
抗
ぺ
|
口
ン
、
地
元
婦

人
芯
ど
に
よ
る
ペ
|
口
ン
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

集
ま
っ
た
住
民
ら
が
親
睦
を
深
め
合
っ
て
い
た
。

西
海
市
は
、
西
彼
杵
半
島
北
部
の
西
彼
町
、
西
海

町
、
大
瀬
戸
町
と
平
成
十
一
年
に
大
島
大
橋
開
通
で

本
土
と
直
結
し
た
大
島
町
、
崎
戸
町
の
五
町
が
同
十

七
年
四
月
に
合
併
し
、
誕
生
し
た
。

海
と
山
、
そ
れ
に
島
と
い
う
豊
か
な
自
然
環
境

・

資
源
を
活
か
し
て
、
都
市
部
と
の
交
流
拡
大
を
目
指

す
グ
リ
ー
ン
・
フ
ル
ー
ツ
|
リ
ズ
ム
事
業
に
取
り
組

む
な
ど
、
「
人
と
自
然
が
元
気
な
力
強
い
産
業
と
交

流
の
ま
ち
」
を
新
市
の
将
来
像
に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

-
文
H
沢

46 
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|山梨県知事

横内正明

リニア時代の到来が

もたらすもの

山
梨
県
は
、
本
州
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
し
、
首
都
圏
に
あ

り
な
が
ら
、
周
囲
を
日
本

一
の
山
、
富
士
山
を
は
じ
め
、
八
ヶ
岳
、

南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
名
峰
に
固
ま
れ
た
「
水
と
緑
の
宝
庫
」
で
あ
る
。

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
果
物
が
育
ま
れ
、
先

人
た
ち
の
努
力
も
あ
っ
て
、
今
や
ブ
ド
ウ
、
桃
、
ス
モ
モ
の
生
産
量

は
全
国

一
を
誇
り
、
「
果
樹
王
国
」
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
る
。

ま
た
、
芳
醇
(
ほ
う
じ
ゅ
ん
)
な
ワ
イ
ン
、
全
国
に
誇
る
ジ
ユ
エ

リ
ー
や
絹
織
物
を
は
じ
め
、
甲
州
印
伝
、
印
章
な
ど
、
山
梨
に
は
伝

統
技
術
や
気
候
風
土
を
活
か
し
た
個
性
豊
か
な
「
す
ぐ
れ
も
の
」
、

「
ブ
ラ
ン
ド
」
も
数
え
切
れ
な
い
。
加
え
て
、
地
理
的
な
特
徴
と
言

っ
て
も
よ
い
が
、
都
会
的
な
豊
か
さ
、
田
舎
的
な
豊
か
さ
が
程
良
く

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
お
国
柄
で
も
あ
る
。

特
に
今
年
は
、

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
放
送
に

よ
っ
て
、
多
く
の
皆
様
に
山
梨
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
山
梨
の
良
さ

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

私
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
こ
う
し
た
山
梨
の
良
さ
を
活
か
し
な

が
ら
、
「
す
ぐ
れ
も
の
」
や

「
や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド
」
を
さ
ら
に
多

く
創
り
出
し
、
全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に
情
報
発
信
を
し
て
、
先
進

的
な
企
業
を
誘
致
し
、
人
々
を
外
か
ら
呼
び
込
み
、
県
産
品
の
販
路

拡
大
を
進
め
、
産
業
と
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

か
つ
て
山
梨
の
経
済
が
飛
躍
的
に
進
展
を
遂
げ
た
歴
史
を
紐
(
ひ

も
)
解
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
必
ず
革
命
的
と
も
一ヲ
ヲ
ん
る
交
通
網

の
整
備
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
富
士
川
舟
運
、
明
治
時
代
の
鉄
道

(
中
央
東
線
)
、
昭
和
の
中
央
自
動
車
道
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。

そ
し
て
二
十

一
世
紀
の
今
、
山
梨
で
は
再
び
経
済
の
飛
躍
的
発
展

を
期
待
で
き
る
交
通
革
命
が
進
ん
で
い
る
。一

つ
は
中
部
横
断
自
動

車
道
の
建
設
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
こ
れ
ぞ
交
通
革
命
と
い
え
る

「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
ヵ

l
」
で
あ
る
。

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
ヵ

l
が
、
実
験
の
場
所
を
当
初
の
宮
崎
か
ら
山

梨
の
地
に
移
し
て
か
ら
は
や
十
年
あ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
山
梨
リ
ニ

ア
実
験
線
に
お
け
る
走
行
試
験
で
は
、
ほ
ほ
実
用
化
の
た
め
の
基
盤

技
術
は
確
立
さ
れ
、
今
後
、
実
験
線
を
四
十
二

・
八
キ
ロ
に
延
長
し、

さ
ら
に
実
用
化
に
向
け
て
必
要
な
試
験
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
技
術
論
で
は
、
も
は
や
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
ヵ

l
は
、
営
業
運
転

を
目
標
と
す
る
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
去
る
四
月
二
十
六
日
に
は
、

J
R
東
海
か
ら
「
二
O
二
五
年
に
首
都
圏
1
中
京
圏
で
の
営
業
運
転

開
始
を
目
標
と
す
る
」
こ
と
も
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
リ
ニ
ア
式
鉄
道
は
中
央
新
幹
線
と
し
て
、

輸
送
能
力
の
限
界
に
近
付
い
て
い
る
東
海
道
新
幹
線
の
バ
イ
パ
ス
の

役
割
を
果
た
す
ば
か
り
で
な
く
、
「
情
報
・
ヒ
ト
・
モ
ノ
」
の
流
通

効
率
性
を
高
め
、
わ
が
国
の
今
後
の
経
済
成
長
率
や
国
際
競
争
力
の

確
保
の
面
で
、
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
と
い
う
一二
大
都
市
を
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

が
結
ぶ
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
都
市
機
能
を
充
実
さ
せ
、
経
済
力
を

高
め
る

一
方
で
、
大
都
市
以
外
の
沿
線
地
域
で
は
、
新
た
な
都
市
形

成
や
新
産
業
の
創
出
が
始
ま
る
。
こ
の
い
わ
ば
「
リ
ニ
ア
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
が
進
む
こ
と
が
、
地
方
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。

本
県
に
お
い
て
も
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
そ
し
て
中
部
横
断
自

動
車
道
を
起
爆
剤
と
し
て
、
経
済
の
活
性
化
が
進
め
ば
、
県
税
収
入

の
増
加
、
財
政
基
盤
の
強
化
、
ひ
い
て
は
医
療
や
福
祉
、
教
育
な
ど

政
策
の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
県
民
誰
も
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
「
暮
ら
し
ゃ
す
さ
日
本
こ

の
山
梨
づ
く
り
の
実
現
に
近
付
い
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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落
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住
民
主
体
の
政
策
提
起
型
地
域
づ
く
り
で
解
決
を

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
集
落
人
口
の
半
数
を
超

え
、
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
、
田
役
、
道
役
な
ど
の
社
会
的

共
同
生
活
の
維
持
が
困
難
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
集
落

を
、
私
は
「
限
界
集
落
」
と
呼
ん
で
い
る
。

現
代
山
村
の
姿
は
「
限
界
集
落
と
沈
黙
の
林
」

独
居
老
人
が
滞
留
す
る
場
と
化
し
た
む
ら
。
人
影
も
な

く、

一
日
誰
と
も
口
を
き
か
ず
に
テ
レ
ビ
を
相
手
に
夕
暮

れ
を
待
つ
老
人
。
天
気
が
良
け
れ
ば
野
良
に
出
て
野
菜
畑

の
手
入
れ
を
し
、
年
間
三
十
六
万
円
の
年
金
だ
け
が
頼
り

の
家
計
の
た
め
、
移
動
ス
ー
パ
ー
の
卵
の
棚
に
思
案
し
な

が
ら
手
を
伸
ば
す
し
わ
が
れ
た
顔
。

あ

し

パ
ス
路
線
の
廃
止
に
交
通
手
段
を
失
い
、
タ
ク
シ
ー
で

の
気
の
重
い
病
院
通
い
。
一

カ
月
分
の
薬
を
頼
ん
だ
が
断

ら
れ
、

二
週
間
分
の
薬
を
手
に
ア
ジ
の
干
物
を
買
い
、
家

路
を
急
ぐ
老
人
。
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
声
だ
け
が
聞
こ
え

る
ト
タ
ン
屋
根
の
家
が
、
女
主
人
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る

む
ら
。
家
の
周
囲
を
見
渡
せ
ば
、
め
ぐ
ら
地
(
家
周
り
の
田
畑
)

あ

る

じ

に
植
え
ら
れ
た
杉
に
固
ま
れ
、
日
も
射
さ
な
い
主
人
な
き

廃
屋
。
苔
む
し
た
石
垣
が
階
段
状
に
連
な
り
、
か
つ
て
棚

田
で
あ
っ
た
痕
跡
を
そ
こ
に
と
ど
め
て
い
る
杉
林
。

何
年
も
人
の
手
が
入
ら
ず
、
間
伐
は
お
ろ
か
、
枝
打
ち

す
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
線
香
林
。
日
が
射

さ
ず
、
下
草
も
生
え
な
い
む
き
出
し
の
地
表
面
。
野
鳥
の

さ
え
ず
り
も
な
く
、
枯
れ
枝
を
踏
む
乾
い
た
音
以
外
に
、

何
も
聞
こ
え
な
い

「沈
黙
の
林
」
。
聞
や
畑
に
植
林
さ
れ

た
杉
に
年
ご
と
に
包
囲
の
輪
を
狭
め
ら
れ
、
息
を
凝
ら
し

て
暮
ら
し
て
い
る
老
人
。

こ
れ
が
、
病
め
る
現
代
山
村
の
偽
ら
ざ
る
姿
で
あ
り
、

「
限
界
集
落
と
沈
黙
の
林
」

は
ま
さ
に
そ
の
象
徴
で
あ
る
。

限
界
集
落
の
増
加
は
、
山
村
の
人
び
と
の
暮
ら
し
を
困
難

な
も
の
に
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
「
山
の
荒
廃
」
を
も

招
き
、
自
然
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

す

か
住
み
処
を
奪
わ
れ
た
野
鳥
が
姿
を
消
し
、
保
水
力
を
失

長
野
大
学
環
境
ツ
|
リ
ス
ム
学
部
教
短

大
野

晃

• 

い
荒
廃
し
た
人
工
林
は
、
水
枯
れ
の
沢
を
生
む
だ
け
で
な

く
、
時
と
し
て
鉄
砲
水
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
が
川
底
を
変

え
、
水
生
昆
虫
や
エ
ピ
、
カ
ニ
、
川
魚
の
住
み
処
を
奪
う
。

ま
た
、
線
香
林
が
部
分
的
林
地
崩
壊
を
招
き
、
む
き
出
し

の
表
土
が
雨
で
河
口
に
流
さ
れ
、
こ
れ
が
沈
殿
堆
積
し
、

磯
枯
れ
し
た
死
の
海
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

保
水
力
の
低
下
し
た
山
は
、
渇
水
問
題
や
鉄
砲
水
に
よ

る
水
害
を
発
生
さ
せ
、
こ
れ
が
下
流
域
の
都
市
住
民
や
漁

業
者
の
生
産
と
生
活
に
大
き
な
障
害
を
生
ん
で
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
「
限
界
集
落
と
沈
黙
の
林
」
に
象
徴
さ
れ

る
山
村
の
問
題
は
、
下
流
域
の
都
市
住
民
や
漁
業
者
に
と

っ
て
、
対
岸
の
火
事
で
済
ま
さ
れ
な
く
な

っ
て
き
て
お
り
、

い
ま
や
国
民
総
意
で
山
村
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
段
階
に
き
て
い
る
。

全
国
に
み
る
限
界
集
落
の
現
状

H
四
百
二
十
二
が
十
年
以
内
に
消
滅

昨
年
、
国
土
交
通
省
は
過
疎
法
に
指
定
さ
れ
て
い
る
全
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国
の
七
百
七
十
五
市
町
村
の
全
集
落
六
万
二
千
二
百
七
十

一
集
落
を
対
象
に
、
集
落
の
将
来
予
測
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
対
象
と
な
っ
た
全
集
落
の
う
ち
、

限
界
集
落
が
七
千
八
百
七
十

一

(
一
二

・
六
%
)
あ
り
、

一
九
九
九
年
の
前
回
調
査
以
降
、
百
九
十

一
集
落
が
消
滅

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
集
落
の
予
測
調
査

で
は
、
消
滅
す
る
恐
れ
の
あ
る
集
落
が
二
千
六
百
四
十

一
棚田米はうまい (高知県大豊町穴内集落の棚田)

集
落
、
こ
の
う
ち
「
十
年
以
内
に
消
滅
」
す
る
可
能
性
の

あ
る
の
が
四
百
二
十
二
集
落
を
数
え
て
い
る
。

過
疎
市
町
村
の
集
落
の

四
分
の
一
か
限
界
集
落

徳
島
県

こ
う
し
た
国
土
交
通
省
の
集
落
状
況
調
査
に
合
わ
せ

て
、
独
自
に
限
界
集
落
数
を
把
握
す
る
県
も
出
て
き
て
い

る
。
徳
島
県
は
昨
年
六
月
、
同
省
が
実
施
し
た
過
疎
地
域

の
集
落
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
合
わ
せ
、
県

内
の
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
十
三
市
町
村
(
旧
三

十
町
村
)
の
集
落
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
十
三
市
町
村
の
総
集
落
数
千
六

百
二
十
集
落
の
う
ち
、
限
界
集
落
が
四
百
三
十
三
集
落

合
工
ハ
・
七
%
)
、
全
体
の
四
分
の

一
に
上
っ
て
い
る
。
旧

三
十
町
村
の
う
ち
、
限
界
集
落
率
が
五
O
%
を
超
え
て
い

る
と
こ
ろ
が
五
町
村
を
数
え
、
こ
の
う
ち
旧

一
宇
村
(
現

つ
る
ぎ
町
)
で
は
、

三
十
五
集
落
の
う
ち
二
十
八
集
落

(八
O
%
)
が
限
界
集
落
と
な
っ
て
い
る
(
表
1
参
照
)
。

こ
う
し
た
限
界
集
落
は
、
現
在
消
滅
集
落
へ
の

一
里
塚

を
刻
み
つ
つ
あ
り
、
徳
島
県
内
で
は
こ
の
十
年
間
に
十
六

集
落
が
消
滅
し
て
い
る
。

市
町
村
合
併
で
集
落
間
格
差
の

拡
大
が
表
面
化

秋
田
県

ま
た
秋
田
県
で
は
、
秋
田
魁
新
報
社
が
二
O
O
五
年
国

表1徳島県内旧町村別の
限界集落数

旧町村名 |限界集落数

美郷 I22 (51.2%) 

穴吹 26 (26.3%) 

木屋平 31 (54.4%) 

美馬 10 (14.3%) 

脇 18 (13.8%) 

半田 34 (41.0%) 

貞光 18 (26.5%) 
- !:fー， 28 (80.0%) 

=好 14 (14.0%) 

=野 11 (16.9%) 

池田 58 (30.4%) 

山城 14 (28.6%) 

井川 23 (35.4%) 

東祖谷山 19 (43.2%) 

西祖谷山 18 (51.4%) 

勝浦 O (0%) 

上勝 30 (54.5%) 

佐那河内 1 (5.0%) 

神山 8 (3.7%) 

鷲敷 O (0%) 

相生 1 7(125%) 
上那賀 18 (41.9%) 

木沢 8 (36.4%) 

木頭 6 (35.3%) 

牟岐 3 (10.3%) 

由岐 1 (12.5%) 

日和佐 O (0%) 

海南 2 (8.3%) 

海部 (8.3%) 

穴喰 4 (23.5%) 

433 (26.7%) 

*カッコ内は全集落に占める限界

集落の割合 (2006年6月)
*徳島新聞 (2007年1月1日一面)
より転載

勢
調
査
の
町
丁
・
字
別
年
齢
構
成
人
口
(
五
歳
刻
み
)
を

基
に
独
自
集
計
し
、
県
内
四
千
三
百
五
十
九
集
落
の
う
ち

限
界
集
落
が
百
四
十
五
集
落
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
県
内
二
十
九
市
町
村
の
う
ち
、
限
界
集
落
が
あ
る

の
は
秋
田
市
(
四
十
八
集
落
)
、
大
仙
市
(
十
六
集
落
)
、

横
手
市
(
十
二
集
落
)
、
北
秋
田
市
(
十

一
集
落
)
な
ど
、

十
九
市
町
村
に
及
ん
で
い
る
。

市
町
村
合
併
で
集
落
数
が
激
増
し
た
市
は
、
特
に
限
界

集
落
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
集
落
間
格
差
の
拡
大
が
表
面

化
し
て
き
て
い
る
。
限
界
集
落
の
予
備
軍
的
存
在
と
言
わ

れ
て
い
る
五
十
五
歳
入
口
が
集
落
人
口
の
半
数
を
占
め
る

「準
限
界
集
落
」
は
九
百
二
十
六
集
落
に
上
り
、
全
体
の

二

O
%
を
超
え
て
い
る
。

集
落
数
百
二
十
四
の
北
秋
田
市
は
、
準
限
界
集
落
が
六

十
集
落
(
四
八
・
四
%
)
に
上
り
、
ま
た
旧
二
ツ
井
町
も

六
十
九
集
落
の
う
ち
準
限
界
集
落
が
三
十
二
集
落
(
四

六

・
四
%
)
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
北
秋
田
市
や
旧

二
ツ
井
町
で
は
準
限
界
集
落
が
五
O
%
近
く
を
占
め
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
が
今
後
、
限
界
集
落
へ
移
行
す
る

可
能
性
が
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
準
限
界
集
落
を
存
続
集

落
へ
再
生
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
政
策
課
題
で
あ
り
、

そ
の
具
体
策
が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
二
O
O
七
年

五
月
二
十
二
日
の

「秋
田
さ
き
が
け
」

一
面
参
照
)
。

広
域
合
併
で
全
国
最
大
の

過
疎
地
域
に

辺誠匂

新
潟
県
上
越
市

と
こ
ろ
で
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
集
落
数
が
大
き

く
増
え
た
自
治
体
で
は
、
中
核
的
都
市
部
と
周
辺
部
化

し
た
旧
町
村
と
の
地
域
間
格
差
が
拡
大
し
、
限
界
集
落

の
問
題
が
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
自
治
体
も
増
え
て
き

て
い
る
。

2007・8月号5 
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一
市
十
三
町
村
広
域
合
併
に
よ
り
人
口
二
十
万
八
千
人

の
特
例
市
に
な
っ
た
新
潟
県
上
越
市
は
、
そ
の
典
型
で
あ

る
。
合
併
し
た
十
三
町
村
は
東
頚
城
、
中
頚
城
の
山
間
地

豪
雪
地
帯
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
過
疎
法
の
指
定

地
域
で
あ
る
た
め
、
上
越
市
は
全
国
最
大
の
過
疎
地
域
に

な
っ
て
い
る
。
市
の
集
落
総
数
人
百
四
十
二
集
落
の
状
態

区
分
を
み
れ
ば
、
存
続
集
落
が
五
百
六
十
九
、
準
限
界
集

落
が
二
百
二
十
、
限
界
集
落
が
五
十
三
と
な
っ
て
い
る
。

二
O
O
六
年
三
月
の
定
例
市
議
会
で
限
界
集
落
の
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
は
同
年
十

一
月
に
五
十
三
の
限
界

集
落
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
そ
の
調
査
結
果
が
本
年

五
月
「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
集
落
に
お
け
る
集
落
機
能

の
実
態
等
に
関
す
る
現
地
調
査
結
果
報
告
書
」
と
し
て
ま

集会所での聞き取り調査 (高知県旧池川町岩柄)

と
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
か
ら
は
、
中
山

間
地
域
の
限
界
集
落
に
暮
ら
す
人
び
と
の
厳
し
い
状
況
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

生
産
組
合
が
支
え
る
集
落
の
生
活
共
同
組
織

集
落
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
神
楽
や
春
駒
な
ど
の
伝
承
が

行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
二
集
落
。
稲
作
は
自
分
の
代

で
終
わ
り
と
は
っ
き
り
断
定
す
る
農
家
。
高
齢
化
に
よ
る

除
雪
の
困
難
さ
や
急
病
時
の
不
安
を
訴
え
る
独
居
老
人
。

こ
う
し
た
心
配
を
日
々
抱
え
な
が
ら
も
、
「
元
気
で
い

ら
れ
る
限
り
、
こ
こ
に
住
み
続
け
た
い
」
と
願
う
老
人
の

む
ら
へ
の
執
着
心
。
今
後
の
集
落
維
持
の
見
通
し
は
「
こ

の
ま
ま
維
持
が
可
能
」
と
す
る
集
落
は
わ
ず
か
三
集
落
に

す
ぎ
な
い
。

高
齢
化
率
は
集
落
維
持
の
体
力
を
測
る
重
要
な
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
齢
化
率
の
視
点
か
ら
五

十
三
限
界
集
落
の
「
集
落
維
持
」
に
関
す
る
問
題
を
少
し

立
ち
入
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
表
2
は
、
五
十
三
の
限

表2上越市の限界集落の
高齢化率別戸数と人口(単位:戸、人、%)

I頁
ー目す→←一一一一高齢化率別

集落数 世帯数(戸) 人口(人)

369 890 
50%台 19 ( 19.4) (46.8) 

236 513 
60%台 16 (14.8) (32.1 ) 

137 274 
70%台 9 (15.2) (30.4) 

29 47 
80%台 4 (7.3) (11.8) 

9 15 
90%以上 5 (1.8) (3.0) 

780 1739 
計 53 (14.7) (32.8) 

注1)数字は2006年3月31日現在の住民基本台帳調べによる
注2)カッコ内は1集落当たりの平均戸数及び人口である
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界
集
落
の
戸
数
と
人
口
を
高
齢
化
率
別
に
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
高
齢
化
率
五
O
%
台
と
六
O
%
台
の
集
落
の
多
く

は
、
現
在
「
春
祭
、
秋
祭
」
や
「
葬
儀
の
際
の
互
助
」
、

「市
道
・
農
道
や
用
水
な
ど
の
維
持
管
理
」
に
み
る
社
会

的
共
同
生
活
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、

「当
分
の
問
(
五

1

十
年
)
は
集
落
の
維
持
が
可
能
」
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
集
落
で
は
、
集
落
内
に
生
産
組
合
を
立
ち
上

げ
、
農
業
の
直
接
支
払
い
制
度
で
棚
田
を
維
持
し
、
四
百

万
円
1
五
百
万
円
の
交
付
金
を
受
け
、
そ
の
半
額
を
集
落

の
共
同
取
り
組
み
活
動
に
充
当
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
こ
で
は
町
内
会
と
し
て
の
生
活
共
同
組
織
と
棚
田
を
維

持
す
る
生
産
共
同
組
織
が
離
れ
が
た
く

一
体
化
し
て
お

り
、
町
内
会
と
し
て
の
生
活
共
同
組
織
の
弱
化
を
生
産
共

同
組
織
が
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
当
分
の
間
」
と
い
う
の
は
、
現
在
二
期
目

に
入
っ
て
い
る
直
接
支
払
い
制
度
が
三
期
目
に
入
り
、
集

落
協
定
を
結
ぶ
だ
け
の

ρ

体
力
μ

が
集
落
に
あ
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
を
含
ん
だ
表
現
で
あ
る
。

2007・8月号泊域~ω

目
同
齢
化
八

O
%
以
上
の
集
落
は

棚
田
が
耕
作
放
棄
地
に

私
が
調
査
に
入
っ
た
高
齢
化
率
六
人
・
四
%
の

T
集
落

の
町
内
会
長
は
、
「
三
期
日
(
二
O
一
O年
か
ら
五
年
間
)

に
集
落
協
定
を
結
ぶ
の
は
難
し
い
。
十
五
年
早
く
直
接
支

払
い
制
度
が
で
き
て
い
れ
ば
」
と
、
集
落
の
体
力
低
下
に

よ
る
生
産
組
織
の
維
持
困
難
が
、
町
内
会
の
生
活
共
同
組

織
の
弱
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

高
齢
化
率
八
O
%
台
と
九
O
%
以
上
の
集
落
は
、
戸
数

も
十
戸
未
満
の
小
規
模
集
落
で
、
生
産
組
合
を
組
織
し
集

落
協
定
に
よ
る
直
接
支
払
い
制
度
を
受
け
る
体
力
は
な
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く
、
棚
田
の
大
半
は
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
五
十
三
あ
る
限
界
集
落
の
置
か

れ
て
い
る
状
態
は

一
様
で
は
な
く
、
社
会
的
共
同
生
活
を

支
え
て
い
る
集
落
組
織
が
弱
化
し
つ
つ
も
、
維
持
さ
れ
て

い
る
集
落
か
ら
集
落
組
織
が
停
止
状
態
に
あ
り
消
滅
寸
前

の
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
集
落
の
状
態
に

即
応
し
た
施
策
・
対
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ

こ
に
限
界
集
落
対
策
の
難
し
さ
が
あ
る
。
上
越
市
の
今
後

に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
五
十
三
の
限
界
集
落
の
林
地
は
完
全
に
管
理

放
棄
さ
れ
、
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て

お
く
。格

差
社
会
の
象
徴
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
限
界
集
落

こ
れ
ま
で
限
界
集
落
の
現
状
を
、
県
レ
ベ
ル
の
事
例
と

し
て
徳
島
県
と
秋
田
県
を
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
事
例
と
し

て
新
潟
県
上
越
市
を
取
り
上
げ
た
が
、
限
界
集
落
の
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
る
事
例
は
こ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
こ
数
年
マ
ス

・
メ
デ
ィ
ア
が
積
極
的
に
限
界
集
落

の
問
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
四
月
か
ら
六

月
ま
で
の
三
カ
月
間
を
み
て
も
、
テ
レ
ビ
七
件
、
新
聞
二

十
四
件
に
上
っ
て
い
る
。

そ
の
範
聞
は
、
北
は
北
海
道
新
聞
か
ら
南
は
鹿
児
島
の

南
日
本
新
聞
ま
で
全
国
各
地
に
及
び
、
社
説
で
の
取
り
上

げ
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
(
表
3
参
照
)
。
こ
う
し
た
背
景

に
は
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
減
額
問
題
や

平
成
の
大
合
併
に
よ
る
小
規
模
交
付
自
治
体
の
切
り
捨
て

が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
限
界
集
落
化
を
推
し
進
め
、
限
界
集

落
が
格
差
社
会
の
象
徴
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

表3限界集落を社説・論説で取り上げた地方新聞
(2007年1月-5月)

新聞名 日付 見 出 し

北海道新聞 1月 5日 放置できない集落の危機

高知新聞 2月25日
集落消滅~歯止めをかけ地
t或再生を

山陰中央新報 4月15日
限界集落~存続の工夫考え
るときだ

一一「

長崎新聞 4月19日
限界集落~存続に知恵出し
合おう

河~t新報 5月 4日
限界集落~タフーを恐れず
議論を

「限界集落J調査~お年寄
新潟日報 5月22日

りの嘆きを聞こう

秋田さきか'け 5月23日
集落の維持~住民の「やる
気J喚起を

地
域
課
題
を
政
策
化
す
る

リ
ー
ダ
ー
養
成
が
急
務
に

で
は
、
全
国
各
地
で
限
界
集
落
が
増
加
し
て
き
て
い
る

山
村
の
地
域
再
生
を
、
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
自
分
た

ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
活
性
化
し
て
い
く
た
め
の

政
策
の
企
画
立
案
は
、
実
践
し
て
い
く
地
域
住
民
の
主
体

形
成
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
だ
。

自
分
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
集
落
(
町
内
会
)

を
単
位
に
話
し
合
い
、
課
題
を
整
理
し
、
人
口
の
将
来
予

測
も
含
め
自
分
た
ち
の
地
域
を
分
析
す
る
。
そ
の
こ
と
で
、

地
域
の
課
題
が
共
有
さ
れ
て
明
確
に
な
り
、
求
め
ら
れ
る

政
策
が
何
で
あ
る
か
を
話
し
合
う
。

集
落
で
努
力
す
れ
ば
実
現
可
能
な
も
の
、
自
治
体
が
後

押
し
す
れ
ば
前
へ
進
む
も
の
、
県
や
国
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
な
ど
を
、
課
題
に
即
し
て
政
策
化
す
る
。
集
落

ご
と
に
立
案
さ
れ
た
政
策
を
自
治
体
を
交
え
て
発
表
し
合

い
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
」
活
性
化

し
、
再
生
し
て
い
く
住
民
の
主
体
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
。

こ
れ
が
今
、
わ
れ
わ
れ

一
人
ひ
と
り
に
問
わ
れ
て
い
る
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ま
と
め
役
と
し
て
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
は
急
務
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
再
生
に
は
、
ア
イ
デ
ア
提
案
型
の
地

域
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
自
ら
が
政
策
の
立
案
能

力
を
高
め
、
実
践
主
体
と
な
る
政
策
提
起
型
の
地
域
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
地
方
分
権
の
内
実
を
形
成
し

て
い
く
意
味
で
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

草
の
根
の
政
策
提
起
に
よ
る

山
村
の
地
域
再
生
を

二
十

一
世
紀
は
、
地
域
か
ら
の
、
地
方
か
ら
の
草
の
根

の
政
策
提
起
が
国
政
を
動
か
す
時
代
で
あ
る
。
山
村
の
地

域
再
生
を
考
え
る
時
、
綾
部
市
の
水
源
の
里
条
例
に
み
る

政
策
提
起
を
、
全
国
の
市
町
村
自
治
体
が
、
都
道
府
県
が
、

そ
し
て
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
政
策
化
し
、
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
、
日
本
の
将
来
を
展
望
す
る
重
要
な
鍵
で

あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
小
論
の
結
び
と
す
る
。

参
考
文
献

l

大
野
晃

『山
村
環
境
社
会
学
序
説

1
現
代
山
村
の
限
界

集
落
化
と
流
域
共
同
管
理
1
』
二

O
O
五
年
農
文
協

『農
業
と
経
済
』
二
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三
月
号

(特
集
限
界
集

落
|
過
疎
地
域
の
生
活
と
国
土
資
源
の
持
続
性
)
昭
和
堂

『ガ
パ
ナ
ン
ス
」
二

O
O
七
年
三
月
号

(特
集
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山
村

集
落
は
生
き
残
れ
る
か
)
ぎ
ょ
う
せ
い

泊域電~i!)
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特

集

生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

福
島
県
鮫
川
村

小
さ
恕
申
山
柑
の
自
立
へ
の
挑
戦

ー
ー
地
域
資
源
を
活
か
し
た
「
ま
め
で
達
者
な
村
づ
く
り
」

、
住
民
の
合
併
反
対
を
機
に

f
大
豆
栽
培
の
村
づ
く
り
に
着
手

鮫
川
村
は
、
福
島
県
南
部
の
阿
武
隈
山
地
の
頂
上
部
に

位
置
し
、
標
高
四
百

1
七
百
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
地
に
住
宅

が
点
在
、
農
地
は
狭
い
傾
斜
地
に
散
在
す
る
典
型
的
な
中

山
間
地
で
、
冷
害
常
襲
地
域
で
も
あ
る
。
村
の
基
幹
産
業

は
水
稲
、
畜
産
、
夏
秋
ト
マ
ト
な
ど
の
複
合
経
営
に
よ
る

農
業
で
、
か
つ
て
は
養
蚕
、
葉
タ
バ
コ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
な

ど
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
こ
れ
ら
の

作
物
の
栽
培
は
激
減
し
、
米
価
の
下
落
や
減
反
の
強
化
、

さ
ら
に
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
進
む
な

ど
、
地
域
経
済
の
低
迷
が
続
い
た
。

前
村
長
は
、
農
業
の
不
振
や
地
域
経
済
の
低
迷
を
近
隣

三
町
村
に
よ
る
合
併
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
地

理
的
に
最
も
条
件
が
悪
い
本
村
は
、
「
合
併
に
よ
っ
て
よ

り

一
層
さ
び
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
反
対
票
が
住
民
投
票

で
七

O
%
を
占
め
、
前
村
長
は
辞
任
し
た
。

自
立
す
る
村
づ
く
り
を
託
さ
れ
て
二
O
O
三
年
(
平
成

十
五
年
)
九
月
に
就
任
し
た
大
柴
村
長
は
、
早
速
各
課
横

断
の
「
里
山
大
豆
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

I
ム」

を
組
織
し
、
高
齢
者
の
知
恵
と
技
術
を
活
か
し
た
大
豆
栽

• 山
形
賢

農
林
課
長

培
を
、
農
業
の
振
興
を
目
指
す
村
づ
く
り
の
突
破
口
と
し

た
。

、
村
が
全
量
を
買
い
上
げ
る

f
価
格
保
証
制
度
の
導
入

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
か
ら
、
地

場
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
り
、
沈
ん
で
い
る
村
の

経
済
、
村
民
の
心
に
元
気
を
取
り
戻
し
、
笑
顔
が
絶
え
な

い
健
康
・
長
寿
の
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
福
島
県
が
開

発
し
た
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
含
有
量
が
在
来
種
の
一
・
五
倍

以
上
あ
る
「
ふ
く
い
ぶ
き
」
を
中
心
に
栽
培
の
奨
励
を
始

め
た
。
コ旦
で
村
づ
く
り
が
で
き
る
の
か
?
」
と
の
批
判
や
疑

問
も
あ
っ
た
が
、
翌
年
に
百
二
人
の
大
豆
栽
培
者
、
そ
し

て
村
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
エ
ゴ
マ
(
じ
ゅ
う
ね

ん
)
の
栽
培
者
三
十
人
の
参
加
を
得
た
。
エ
ゴ
マ
は

α
リ

ノ
レ
ン
酸
が
豊
富
な
健
康
食
品
と
し
て
近
年
、
大
変
注
目

さ
れ
て
い
る
。
同
村
長
は
、
「
収
穫
し
た
大
豆
、
エ
ゴ
マ

を
市
場
に
出
し
た
ら
買
い
た
た
か
れ
て
、
高
齢
者
の
収
入

に
な
ら
な
い
。
高
齢
者
の
流
し
た
汗
に
報
い
る
価
格
保
障

で
、
全
量

(
く
ず
豆
ま
で
)
村
が
買
い
上
げ
よ
う
」
と
提

案
し
、
こ
れ
を
受
け
て
職
員
が
大
豆
栽
培
に
奮
い
立
っ
た
。

8 

(
廃
園
施
設
を
利
用
し
て
十
三
品
目
に
加
工

2007・8月号

大
豆
の
栽
培
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
を
村
内
で
行
う
こ

と
で
付
加
価
値
を
高
め
る
H

農
業
の
六
次
産
業
化
H

は、

廃
園
に
な
っ
た
幼
稚
園
舎
を
改
修
し
、
豆
腐
や
納
豆
の
加

工
施
設
を
備
え
た
直
売
所

『手
・
ま
め
・
館
』
と
し
て
実

現、

O
五
年
(
同
十
七
年
)
十

一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ま
た
エ
ゴ
マ
は
、
村
商
工
会
に
あ
る
特
産
品
事
業
組
合
が

全
量
を
買
い
取
り
、
こ
れ
も
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の

一

室
で

「
エ
ゴ
マ
油
」
を
搾
り
、
全
国
に
販
売
し
た
。

大
豆
・
エ
ゴ
マ
の
生
産
は
、
今
年
は
大
豆
で
百
六
十
四

人
(
十
六
・

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
エ
ゴ
マ
は
八
十

一
人

(
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
ま
で
増
加
し
、

一
千
万
円
の
買

い
上
げ
額
を
目
標
と
し
て
い
る
。

農
産
物
直
売
所
手
・
ま
め
・
館
は
、
大
豆
の
加
工
品
十

三
種
類
(
豆
腐
、
豆
乳
、
味
噌
、
豆
菓
子
、
納
豆
な
ど
)

を
中
心
に
、
八
十
二
人
の
生
産
者
が
出
荷
し
て
い
る
。
開

業
当
初
は
、
「
不
便
な
村
に
よ
そ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
る
人

は
い
な
い
」
と
、
批
判
的
な
村
民
も
い
た
が
、

一
年
四
カ

月
の
総
売
上
高
が
七
千
二
百
万
円
と
予
想
を
大
き
く
超

え
、
し
か
も
六
割
を
村
外
の
来
訪
者
が
占
め
た
。

『
、、

源
流
の
里
山
農
産
物
の

，
f
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み

当
村
は
、
鮫
川
、
久
慈
川
、
阿
武
限
川
の
三
つ
の
川
の

源
流
部
に
あ
る
。
春
の
山
桜
、
ツ
ツ
ジ
や
夏
の
源
氏
盤
、

秋
の
紅
葉
な
ど
、

ρ
源
流
の
里
山
H

は
、
四
季
折
々
色
鮮

や
か
だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
不
便
さ
が
先
立
ち
、
村
民
自
身

が
里
山
の
魅
力
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し

「
無
い
も
の
ね
だ
り
せ
ず
、
地
域
の
資
源
・
宝
を
活
か
そ

う
」
と
い
う
提
案
は
、
高
齢
者
を
含
め
た
多
く
の
村
民
に

地主~~



生き残りを目指す集落特集

自
信
と
希
望
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。

山
間
地
の
条
件
不
利
を
逆
手
に
取
っ
て
、
工
業
・
生
活

排
水
に
汚
染
さ
れ
な
い
里
山
の
き
れ
い
な
水
と
、
澄
ん
だ

空
気
で
作
ら
れ
た
農
産
物
は
、
低
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に

こ
だ
わ
っ
た
安
全
・
安
心
の
農
産
物
と
し
て
、
手
・
ま

め
・
館
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
O
四
年
(
同
十
六
年
)
度

末
ま
で
は

一
人
だ
っ
た
エ
コ
フ
ァ

l
マ
l
が
、
現
在
水
稲

で
八
十
四
人
、
野
菜
で
十
八
人
に
増
え
、
特
別
栽
培
農
産

物
認
証
が

一
団
体
九
人
と
な
っ
た
。
今
、
村
で
は

『源
流

お

い

の
里
山
美
味
し
い
農
産
物
」
を
鮫
川
村
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

に
し
よ
う
と
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

、
低
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
推
進
と

f
都
市
と
の
交
流

高齢者による作業の様子 (手前は天日干ししている大豆)

低
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
推
進
に
は
、
畜
産
堆
肥
の
良

質
化
と
、
耕
種
農
家
の
ほ
場
へ
の
運
搬
が
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
玄
国
産
農
家
の
堆
肥
に
、
耕
種
農
家
の
稲
わ
ら
、

米
ぬ
か
、
も
み
殻
や
高
齢
者
に
集
め
て
も
ら
う
落
葉
な
ど

を
混
ぜ
て
、
発
酵
を
繰
り
返
し
た
良
質
堆
肥
作
り
を
始
め

た
。
ま
だ
試
作
段
階
だ
が
、

O
六
年
(
同
十
八
年
)
産
米

で
「
食
味
町
、
部
」
(
初
以
上
が
好
昧
の
判
定
)
と
い
う

米
も
で
き
た
。

都
市
と
の
交
流
で
は
、
東
京
農
大
や
大
妻
女
子
大
の
農

業
体
験
講
座
、
団
塊
の
世
代
を
中
心
と
し
た
ふ
る
さ
と
回

帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
農
村
体
験
ツ
ア
l
、
さ
ら
に
は
村
出

身
者
で
組
織
す
る
東
京
鮫
川
会
の
竹
の
子
掘
り
ツ
ア
ー
な

ど
、
多
彩
な
交
流
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

当
村
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
取
り
組

み
が
、
県
内
上
位
に
あ
る
。
O
五
年
(
同
十
七
年
)
度
か

ら
の
二
期
対
策
で
は
、
村
民
自
身
で
交
付
金
総
額
年

一
億

二
千
三
百
万
円
の

二
一
%
を
拠
出
し
て
、
鮫
川
村
協
定
間

協
定
協
議
会
を
組
織
し
た
。
こ
の
組
織
づ
く
り
に
当
た
っ

て
も
、
村
財
政
の
厳
し
さ
を
認
識
し
、
自
立
の
た
め
の
新

し
い
共
同
・
協
力
の
組
織
づ
く
り
を
、
村
民
が
自
ら
決
め

て
自
ら
実
施
し
て
い
る
。

、
五
十
集
落
の
地
域
"つ
く
り
活
動
と

f
一
億
円
の
大
豆
産
業

現
在
、
七
十
四
集
落
の
う
ち
五
十
集
落
が
地
域
づ
く
り

活
動
を
進
め
て
お
り
、
拠
出
金
か
ら

一
集
落
の
活
動
費
の

七
五
%
、

三
十
五
万
円
を
限
度
に
助
成
し
て
い
る
。
主
な

事
業
は
「
花
と
ふ
れ
あ
い
里
づ
く
り
」
「
花
菖
蒲
の
里
づ

く
り
」
「
花
街
道
づ
く
り
」
「
め
ん
羊
の
里
づ
く
り
」
「
山

大豆特産品

桜
と
ホ
タ
ル
の
舞
う
里
づ
く
り
」
「
い
ち
ご
と
水
生
生
物

の
里
-
つ
く
り
」
「
桜
が
舞
う
里
山
づ
く
り
」
「
山
ゆ
り
と
コ

ス
モ
ス
街
道
づ
く
り
」
な
ど
、
多
種
多
様
な
地
域
づ
く
り

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
づ
く
り
活
動
は
、
里
山

景
観
の
保
全
・
整
備
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

一
粒
の
大
豆
栽
培
か
ら
始
め
た
ま
め
で
達
者
な
村
づ
く

り
は
、
今
年
の
四
月
ま
で
の
、
手
・
ま
め
・
館
の
売
り
上

げ
な
ど
が
九
千
二
百
万
円
の
新
し
い
産
業
に
育
っ
て
い

る
。
ま
だ
ま
だ
取
り
組
み
始
め
た
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、

長
寿
で
笑
顔
の
絶
え
な
い
村
づ
く
り
は
、
農
家
の
生
産
意

欲
と
集
落
ぐ
る
み
の
地
域
づ
く
り
に
発
展
し
、
「
ま
め
な

暮
ら
し
が
育
む
、
環
境
を
活
か
し
た
、
安
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ

い
の
村
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
小
さ
な
村
の
自
立
活
動
と

な
っ
て
い
る
。

;j誠減也2007・8月号9 
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さ
ん
ぼ
く
生
業
の
里
企
業
組
合
(
新
潟
県
山
北
町
)

母

?を
述要
員!き
金融
棄し、
Z疋
雪地
震腸
2~‘ 
聞く
kT 

山
里
の
生

山
北
町
に
は
、
大
小
四
十
八
の
集
落
が
点
在
す
る
。
そ

の
中
で
も
世
帯
数
二
十
二
戸
、
人
口
七
十
人
と
い
う
、
極

め
て
小
さ
な
山
熊
田
集
落
に
「
さ
ん
ぼ
く
生
業
の
里
企
業

組
合
」
が
あ
る
。

山
熊
田
集
落
は
、
町
の
中
心
地
か
ら
約
二
十
キ
ロ
奥
に

位
置
す
る
山
村
で
、
冬
季
聞
の
積
雪
は
二
1
二一
メ
ー
ト
ル

に
達
す
る
豪
雪
地
で
あ
る
。
当
町
の
住
民
は
、
土
地
の
九

三
%
が
山
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
林
業
を
生
業

と
し
て
き
た
が
、
近
年
の
低
迷
す
る
林
業
情
勢
の
中
で
、

多
く
は
働
く
場
を
求
め
て
地
域
外
に
去
り
、
人
口
は
減
少

し
て
い
る
。

(
山
里
に
伝
わ
る
「
し
な
布
」
で
む
ら
お
こ
し

一
九
八
五
年
(
昭
和
六
十
年
)
、
山
北
町
商
工
会
が
事

業
主
体
と
な
り
策
定
し
た
「
商
工
会
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
、

さ
ん
ぼ
く
生
業
の
里
企
業
組
合
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
は
、
町
や
産
業
団
体
の
職
員
、

町
内
の
若
者
な
ど
が
か
か
わ
り
、
そ
の
精
力
的
な
議
論
の

中
で
結
論
付
け
ら
れ
た
テ

l
マ
が

「地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
資
源
の
活
用
と
人
材
の
育
成
」
だ
っ
た
。

口
角
泡
を
飛
ば
し
た
議
論
を
「
机
上
の
空
論
で
終
わ
ら

都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

理事長

・

園
井
千
寿
子

せ
で
は
な
ら
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
翌
年
「
む
ら
お
こ

し
事
業
」
に
取
り
組
ん
だ
。
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
の

あ
る
べ
き
将
来
像
を
描
い
た
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
り
、
む
ら

お
こ
し
事
業
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
の

ハ
l
ド
事
業
で
あ
る
。

む
ら
お
こ
し
事
業
で
は
、
地
域
の
山
里
に
古
く
か
ら
伝

わ
り
な
が
ら
も
、
あ
ま
り
日
の
目
の
当
た
ら
な
か
っ
た
伝

統
習
俗
「
し
な
布
」
を
取
り
上
げ
た
。

シ
ナ

当
集
落
は
、
昔
か
ら
山
の
恵
み
が
多
く
、
科
の
木
の
皮

で
つ
く
る
「
し
な
布
」
は
、
山
里
で
生
活
す
る
た
め
に
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
生
活
必
需
品
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
冬
季
聞
や
農
閑
期
の
主
婦
の
大
切
な

仕
事
の

一
つ
と
し
て
織
り
継
が
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
化

学
製
品
の
出
現
や
時
代
の
推
移
、
産
業
構
造
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
使
い
手
も
織
り
手
も
減
少
し
、
高
齢
者
の
手
内

職
と
し
て
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
な
っ
た
。

、
母
ち
ゃ
ん
た
ち
の
発
起
と

f
体
験
工
房
の
完
成

こ
の
伝
統
あ
る
素
晴
ら
し
い
技
術
を
絶
や
さ
ず
、
継
承

し
て
い
く
た
め
に
む
ら
お
こ
し
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

れ
か
ら
十
年
余
り
、
当
町
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
潟
県

10 

の
指
導
の
下
、
織
り
の
技
術
講
習
や
消
費
者
の
意
向
調
査

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
の
繰
り
返
し
の
過
程
で
、
小

さ
な
集
落
で
あ
る
山
熊
田
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
「
自
分

た
ち
も
地
域
に
か
か
わ
り
の
あ
る
仕
事
を
自
分
た
ち
の
手

で
や
り
た
い
」
と
の
声
が
出
始
め
た
。
そ
の
戸
を
も
と
に
、

具
体
的
な
活
動
を
開
始
し
た
の
が

一
九
九
九
年
(
平
成
十

一
年
)
の
秋
だ
っ
た
。
集
落
の
全
戸
を
対
象
に
幾
度
と
な

く
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
の
固
有
資
源
で
あ
る

「
し
な
布
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
に
合

意
し
た
。

活
動
に
必
要
な
場
所
と
資
金
を
求
め
る
た
め
、
集
落
の

内
外
に
賛
同
を
呼
び
掛
け
、
十
人
人
の
賛
同
者
か
ら

一
千

五
十
万
円
の
出
資
金
が
拠
出
さ
れ
、
こ
れ
を
基
に
二
0
0

0
年
(
平
成
十
二
年
)
十
月
に
さ
ん
ぼ
く
生
業
の
里
企
業

組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
活
動
の
場
と
し
て
集
落

の
空
家
を
議
り
受
け
、
約
二
千
六
百
万
円
(
県
の
「
に
い

が
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ

l
リ
ズ
ム
促
進
事
業
」
補
助
金
約

一

千
二
百
万
円
と
町
か
ら
の
補
助
金
約
二
百
五
十
万
円
)
を

2007・8月号辿域=ti!)
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投
資
し
、
同
年
十
二
月
に
「
体
験
工
房
」
の
竣
工
を
み
る

こ
と
が
で
き
た
。

、
地
場
産
品
の
製
造
・
販
売
拡
大
と

f
来
訪
客
の
増
加

企
業
組
合
の
中
心
事
業
は
、
し
な
布
の
製
造
・
販
売
だ

が
、
し
な
布
を
通
し
た
誘
客
と
交
流
の
拡
大
か
ら
、
地
場

産
物
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
。
O
一
年
(
同
十
三
年
)
一

月
、
五
人
の
母
ち
ゃ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
宅
で
行
っ
て
い
た

糸
づ
く
り
や
機
織
り
を
、
組
合
業
務
と
し
て
体
験
工
房
で

行
う
こ
と
か
ら
始
め
た
。

特
別
の
用
が
な
け
れ
ば
訪
れ
る
人
も
少
な
か
っ
た
小
さ

な
集
落
に
、
ボ
ツ
ポ
ツ
と
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
忙
し
い
春
作
業
が

一
段
落
し
た
こ
ろ
か
ら
だ
っ
た
。

心
と
心
の
触
れ
合
い
を
接
客
の
基
本
と
し
、
客
を
迎
え
入

れ
た
つ
も
り
で
も
、
い
ろ
い
ろ
意
見
を
ち
ょ
う
だ
い
し
た

の
も
事
実
で
あ
る
。
何
せ
、
初
め
て
の
接
客
業
で
あ
れ
ば

当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
戸
惑
い
と
反
省
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
し

あ

く

な
織
り
の
体
験
や
灰
汁
を
使
っ
た
地
域
固
有
の
産
物
で
あ

る
「
ア
ク
笹
巻
」
や
「
栃
餅
」
の
加
工
・
販
売
な
ど
を
手

掛
け
た
。
本
音
の
と
こ
ろ
、
受
け
入
れ
体
制
が
十
分
に
整

っ
て
い
な
い
初
年
度
か
ら
、
多
様
過
ぎ
る
ほ
ど
の
事
業
展

開
だ
っ
た
が
、
実
践
し
な
け
れ
ば
進
歩
も
発
展
も
な
い
と

い
う
思
い
で
努
力
す
る
日
々
だ
っ
た
。

、
軌
道
に
乗
っ
た
事
業
と

f
国
の
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定

現
在
、
施
設
に
は
四
人
の
組
合
員
が
常
勤
し
て
活
動
し

て
い
る
が
、
時
に
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
作
業
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
。
O
二
年
(
同
十
四
年
)
度
に
は
、
体
験
工
房
が

手
狭
に
な
っ
た
た
め
、

隣
地
を
買
い
取
り
、

一

千
七
百
五
十
万
円
(
前
回

と
同
じ
く
県
・
町
の
助

成
金
約
九
百
万
円
)
を
投

じ
て
施
設
を
増
築
し
た
。

現
在
、
事
業
内
容
は

特
産
品
(
し
な
布
、
ア

ク
笹
巻
き
、
栃
餅
、
赤

か
ぶ
漬
け
)
の
加
工
・

販
売
ゃ
し
な
織
り
・
赤

か
ぶ
漬
け
の
体
験
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、
年
間
売

上
高
が
二
千
百
万
円
に

な
っ
た
。
十
分
な
利
益

(下)赤カブ漬け体験(上)しな布絞り

の
確
保
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
「
内
発
的
な
地
域

づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
が
徐
々
に
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

O
五
年
(
同
十
七
年
)
に
は
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た

し
な
布
が
「
国
の
伝
統
的
工
芸
品
」
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、

O
七
年
(
同
十
九
年
)
五
月
に
は
「
立
ち
上

が
る
農
山
漁
村
」
の
認
定
を
受
け
、
サ
ミ
ッ
ト
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
安
倍
総
理
に
「
ア
ク
笹
巻
き
づ
く
り
」

の
体
験
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
は
組
合
員
は
も

と
よ
り
地
域
全
体
の
誇
り
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

、
住
民
の
自
信
と
誇
り
を
醸
成
、

f
生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献

組
合
事
業
の
基
本
は
、
組
合
員
の
た
め
の
組
合
員
に
よ

る
活
動
で
は
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
宿
泊
や
産

物
販
売
の
拡
大
は
、
経
済
面
に
お
い
て
も
町
全
体
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

何
よ
り
も
、
小
さ
な
集
落
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
住
民
の
地
域
に
対
す
る
自
信
と
誇
り

の
醸
成
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

と
確
信
し
て
い
る
。
組
合
員
は
「
自
分
自
身
が
こ
の
組
合

の
経
営
者
で
あ
り
、
組
合
事
業
の
主
人
公
で
も
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
地
域
が
発
展
す
る
た
め
の
機
関
車
の
役
割
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
」
と
励
ま
し
合
っ
て
い
る
。

今
、
町
内
の
主
婦
た
ち
に
も
「
自
分
た
ち
で
も
や
る
気

さ
え
あ
れ
ば
、
何
か
が
で
き
る
」
と
の
思
い
に
さ
せ
る
、

灯
台
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
引
き
続
き
地
域
住
民
の
参
加
を
促
し
、
さ
ら
に
そ

の
輸
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
念
じ
、
日
々
の
活
動
に
遡
進

し
て
い
る
。

話鼠減~2007・8月号11 



特

集

生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

3 

石
川
県
羽
咋
市
神
子
原
地
区

地
燭
の
弱
点
を
逆
手
に
取
っ
た

集
落
活
性
化
戦
略

ー
ー
棚
田
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
新
規
就
農
も

(
羽
咋
イ
ズ
ム
と
年
間
印
万
円
の
振
興
予
算

石
川
県
羽
咋
市
は
、
日
本
海
に
突
き
出
た
能
登
半
島
の

く

ち

の

と

入
口
に
当
た
る
口
能
登
と
い
わ
れ
、
海
と
山
に
固
ま
れ
た

面
積
八
十
二
平
方
キ
ロ
、
人
口
二
万
四
千
七
百
人
、
八
千

三
百
世
帯
の
小
さ
な
市
で
あ
る
。
こ
の
市
で
最
も
高
齢
化

率
が
高
く
、

一
千
人
を
超
え
て
い
た
人
口
が
十
五
年
間
で

半
減
し
た
豪
雪

・
地
滑
り
地
帯
の
農
山
村
集
落
。
そ
れ
が

千
石
町
、
菅
池
町
、
神
子
原
町
か
ら
成
る
神
子
原
地
区
で

あ
る
。
現
在
百
十
七
世
帯
、
五
百
六
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

橋
中
義
憲
市
長
は
「
羽
咋
イ
ズ
ム
」
(
市
内
に
あ
る
未

利
活
用
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
)
と
い
う
政
策

理
念
を
掲
げ
、

二
O
O
五
年
(
平
成
十
七
年
)
四
月
に

一
・
五
次
産
業
振
興
室
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
専

任

一
人
、
兼
務
者

一
人
の

一
・
五
人
、
予
算
は
年
六
十
万

円
。
「
予
算
が
無
い
の
で
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
い
訳
で
き

な
い
状
態
か
ら
の
出
発
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、

与
え
ら
れ
た
課
題
は
「
海
彦

・
山
彦
計
画
」
、

山
間
部
の
農
村
集
落
と
海
岸
部
の
漁
師
町
の
活
性
化
で
あ

羽
咋
市
一
・
五
次
産
業
振
興
室

総
括
主
幹

・

高
野
誠
鮮

る
。
交
流
入
口
の
増
加
策
、
離
村
し
て
空
き
家
と
な
っ
た

農
家
の
活
用
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
計
画
、
オ
ー
ナ
ー

制
度
、
特
区
策
定
と
申
請
事
務
、
中
長
期
の
活
性
化
計
画

策
定
な
ど
九
事
業
に
着
手
し
た
。

、
空
き
農
家
の
増
大
と

f
棚
田
で
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
栽
措

中
山
間
の
農
村
か
ら
人
口
が
減
り
、
離
村
・
離
農
す
る

理
由
。
尋
ね
れ
ば
「
農
業
だ
け
で
は
家
庭
を
持
ち
、
子
供

を
大
学
ま
で
就
学
で
き
な
い
」
と
の
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
年
収
が
四
百
五
十
四
万
円
、
こ
れ

に
農
業
所
得
が
届
か
な
い
。
だ
か
ら
、
は
じ
め
か
ら
職
業

の
選
択
肢
に
は
な
い
。
田
舎
を
離
れ
、
都
会
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
化
し
て
暮
ら
す
。

残
さ
れ
た
両
親
が
高
齢
化
す
る
と
、
迎
え
に
来
る
。
そ

の
結
果
、
空
き
農
家
状
態
と
な
る
。
手
を
こ
ま
ね
い
て
何

も
し
な
け
れ
ば
、
村
は
「
自
然
消
滅
」
す
る
。
高
齢

・
過

疎
化
す
る
と
百
年
間
嘆
き
続
け
て
も
、
多
額
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
費
用
で
印
刷
し
た
計
画
書
を

一
千
冊
積
み
上
げ
て

も
、
村
は
何

一
つ
変
化
し
な
い
。
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一
次
産
業
品
は
、
生
産
者
が
自
ら
値
段
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
流
通
市
場
に
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
、
水
よ
り
も
安
い
牛
乳
が
で
き
あ
が
る
。
神
子
原
地
区

の
主
力
は
県
内
で

一
番
広
い
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
棚
田
か

ら
取
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
あ
る
。
昼
夜
の
極
端
な
ま
で
の

寒
暖
の
差
や
豪
雪
、
豊
富
な
山
の
清
水
に
よ
っ
て
栽
培
さ

れ
、
生
活
・
工
場
排
水
が
入
っ
て
い
な
い
米
は
、
低
タ
ン

パ
ク
で
格
段
に
お
い
し
い
が
、

一
反
歩
当
た
り
六

・
五
俵

し
か
取
れ
ず
、
収
量
が
少
な
い
。

一
般
的
に
、
米
を
出
荷
す
る
農
家
の
所
得
は
、
質
で
は

な
く
、
見
た
目
と
米
の
出
荷
数
量
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
集

荷
場
で
は
平
野
、
山
の
区
別
な
く
混
ぜ
ら
れ
る
。
平
野
で

の
、
化
学
肥
料
を
使
っ
た
反
当
た
り
十
俵
以
上
も
の
収
穫

に
比
べ
る
と
、
山
の
米
は
収
量
が
少
な
く
、
不
利
な
立
場

に
あ
る
。
私
た
ち
は
、
山
の
お
い
し
い
米
だ
け
選
び
、
農

家
が
価
格
を
付
け
、
消
費
者
に
直
接
届
け
る
手
段
と
高
付

加
価
値
の
方
法
を
集
落
農
家
と
共
に
模
索
し
た
。

、
米
ブ
ラ
ン
ド
化
計
画
と

f
ロ
l
マ
教
皇
へ
の
献
上
作
戦

2007・8月号迫鴻~i!ì

商
品
を
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
と
認
め
る
の
は
、
生
産
側
で

は
な
く
消
費
者
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
る
と
認
識
す

る
心
理
分
析
を
進
め
る

一
方
、
販
売
戦
略
を
つ
く
り
上
げ

て
い
っ
た
。
そ
も
そ
も
六
十
万
円
し
か
財
源
が
な
い
の
で
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
も
委
託
で
き
ず
、
そ
れ
で
成
功

し
た
話
も
聞
け
な
か
っ
た
。
着
手
し
た
の
は
、
地
域
特
性

を
分
析
し
、
弱
み
、
強
み
な
ど
弱
点
を
逆
手
に
取
る
思
考

を
し
て
み
た
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話
の
圏
外
地
帯
は

「都

け
ん
そ
う

会
の
喧
騒
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
で
き
る
集
落
」
と
い
っ
た

具
合
に
で
あ
る
。
そ
し
て
、
棚
田
か
ら
取
れ
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
を

「
神
子
原
米
」
と
し
て
売
り
出
す
ブ
ラ
ン
ド
創
出
計



生き残りを目指す集落特集

画
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。

か
み
の
こ

神
子
原
の
地
名
か
ら
想
像
で
き
た
の
は
「
神
子
」
で
あ

る
。
神
の
子
か
ら
連
想
さ
れ
た
の
は
、
世
界
中
の
六
億
人

の
カ
ソ
リ
ッ
ク
信
者
の
頂
点
に
立
ち
、
最
も
小
さ
い
国
の

国
家
元
首
で
も
あ
る
ロ

l
マ
教
皇
。
こ
の
法
王
に
神
子
原

の
米
が
届
け
ら
れ
な
い
も
の
か
、
大
使
館
と
交
渉
を
続
け

た
。
カ
レ
ン
ガ
代
理
大
使
は
「
こ
れ
ほ
ど
聖
な
る
地
名
が

残
っ
て
い
た
の
か
」
と
深
く
感
動
し
、
こ
の
年
か
ら
神
子

ま
れ
ぴ
と

原
米
と
そ
れ
で
造
ら
れ
た
日
本
酒
「
客
人
」
が
国
内
で
初

め
て
、
ロ
ー
マ
法
王
へ
の
献
上
品
と
な
っ
た
。

消
費
者
が
購
買
欲
を
そ
そ
ら
れ
る
の
は
、
有
名
人
ゃ
あ

こ
が
れ
る
誰
か
が
食
べ
て
い
る
、
身
に
着
け
て
い
る
物
に

あ
こ
が
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ロ
ン
ギ
ン
グ
効
果

だ
。
こ
う
し
た
活
動
が
メ
デ
ィ
ア
で
全
国
に
放
送
さ
れ
る

と
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
米
の

問
い
合
わ
せ
と
注
文
が
殺
到
し
、
用

意
し
た
米
五
百
俵
は
わ
ず
か

一
カ
月

で
消
え
た
。
大
手
老
舗
デ
パ
ー
ト
か

ら
は
、
次
年
度
の
新
米
か
ら
ぜ
ひ
と

も
取
り
引
き
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
届
き
、
農
家
所
得
は
二

・
八
倍

に
な
り
、
デ
パ
ー
ト
で
は
五
キ
ロ
入

り
が
四
千
三
百
円
と
な
っ
た
。

農
家
か
ら
噴
出
し
た
「
売
れ
残
っ

た
ら
市
が
責
任
を
取
る
の
か
!
」

「
顧
客
が
い
な
い
の
に
誰
が
買
う
?
」

な
ど
の
否
定
的
な
意
見
が
、
数
カ
月
後
に
は
「
市
役
所
は

農
家
に
と
っ
て
初
め
て
良
い
政
策
を
し
て
く
れ
た
」
「
農

業
を
続
け
て
良
か
っ
た
」
(
平
成
十
八
年

一
月
六
日
付
読

売
新
聞
)
な
ど
の
声
と
な
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
は
魚
沼
産
が
で
き
た
の
に
、
神
子
原
に
で

き
な
い
理
由
は
ど
こ
を
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。
人
は
、

で
き
な
い
理
由
を
言
い
、
失
敗
し
た
時
の
心
配
を
真
っ
先

に
挙
げ
る
。
さ
さ
い
な
事
を
「
大
き
な
不
安
が
あ
る
」
と

表
現
し
、

一
人
で
も
反
対
が
あ
る
と
「
皆
が
反
対
し
て
い

る
」
と
主
張
す
る
。

(
棚
田
雛
人
形
開
催
と
農
家
カ
フ
工
開
業

二
O
O
七
年
(
平
成
十
九
年
)
三
月
、
静
か
な
神
子
原

地
区
菅
池
町
で
交
通
渋
滞
が
発
生
し
た
。
二
十
八
戸
の
集

ひ
な

落
に
千
五
百
人
も
の
「
棚
田
雛
人
形
」
の
見
学
者
と
車
で

あ
ふ
れ
返
っ
た
。
法
政
大
学
と
東
京
農
大
の
二
人
が
こ
の

集
落
の

『烏
帽
子
親
農
家
制
度
」
で
農
家
と
親
子
に
な
り
、

提
案
し
た
ア
イ
デ
ア
が
法
政
大
学
国
際
文
化
部
、
堀
上
ゼ

ミ
の
学
生
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
実
現
さ

れ
た
か
ら
だ
。

「
携
帯
電
話
は
つ
な
が
ら
な
い
け
ど
、

心
が
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
十
日
間
滞

在
し
、
集
落
役
員
と

一
緒
に
横
百
四
十

メ
ー
ト
ル
、
縦
百
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な

雛
人
形
を
棚
田
に
完
成
さ
せ
た
。

十
八
年
間
子
供
が

一
人
も
い
な
か
っ

た
こ
の
集
落
で
今
、
子
供
の
声
と
香
ば

し
い
ば
い
せ
ん
し
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
、

天
然
酵
母
を
使
っ
た
タ
ル
ト
、
パ
ン
の

焼
く
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。
離
村
し
空

き
家
に
な
っ
た
家
を
活
用
し
た

『空
き
農
家
・
農
地
情
報

パ
ン
ク
制
度
』
を
知
っ
て
、
岐
阜
県
か
ら
家
族
連
れ
で
新

規
就
農
し
た
若
き
起
業
家
に
よ
る
農
家
カ
フ
ェ
が
創
業
開

始
し
、
入
村
し
て
か
ら
子
供
が
誕
生
し
た
。
現
在
、
人
家

族
二
十
五
人
が
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
入
居
し
て
い
る
。

「
携
帯
電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
過
疎
の
村
に
、
客
が
来
る

は
ず
が
な
い
」
と
言
い
切
っ
た
庖
舗
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

言
葉
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
農
家
に
は

一
日
平
均
八
十
人
ほ

ど
が
来
客
し
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識
か
ら
全

て
の
物
事
を
判
断
す
る
。
で
き
な
い
と
迷
っ
た
時
、
相
手
も

で
き
な
い
と
判
断
す
る
。
否
定
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
。

弱
点
に
利
点
を
見
つ
け
出
し
、
最
大
に
活
か
す
こ
と
に
よ

っ
て
初
め
て
動
き
だ
す
。
農
家
に
本
当
に
必
要
な
の
は
時

間
と
お
金
を
か
け
た
印
刷
物
で
は
な
く
、
経
営
形
態
を
変

化
さ
せ
、
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
力
が
求
め

ら
れ
る
。
「
可
能
性
の
無
視
は
最
大
の
悪
策
で
あ
る
」
と

い
う
信
条
を
、
私
た
ち
は
常
に
持
ち
続
け
て
い
る
。

菅池ひな人形

通域電~i!)2007・8月号13 
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集

生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

盆
園
初
の

京
都
府
綾
部
市

回・『

高水
路源
量の
蓄皇
軍秦
~ø目
指』

すを
制
定

綾
部
市
は
、
京
都
府
の
ほ
ぼ
中
央
。
近
畿
圏
で
最
長
の

由
良
川
が
市
街
地
を
貫
流
し
て
い
る
。
人
口
は
約
三
万
八

千
人
。
面
積
は
三
百
四
十
七
平
方
キ
ロ
、
市
域
の
七
七
%

を
山
林
が
占
め
る
山
紫
水
明
の
地
で
あ
る
。
J
R
山
陰
本

線
と
舞
鶴
線
の
結
節
点
、
ま
た
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
と
京

都
縦
貫
自
動
車
道
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
で
も
あ
る
。

一
九
五
O
年
(
昭
和
二
十
五
年
)
八
月

一
日
に
市
制
を

施
行
。
何
鹿
郡

一
町
・
十
二
村
が
合
併
し
、
現
在
の
市
域

に
な
っ
た
。
同
年
十
月
十
四
日
に
は
、
日
本
で
初
め
て
世

界
連
邦
都
市
宣
言
を
行
い
、
世
界
平
和
を
市
是
に
掲
げ
、

市
民
と
共
に
世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
て
い
る
。

(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
存
続
が
困
難
な
水
源
の
里

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
の
影
響

で
、
全
国
の
農
山
村
か
ら
都
市
に
向
け
て
、
若
者
を
中
心

に
人
口
が
流
出
し
た
。
ま
た
近
年
は
、
女
性
の
社
会
進
出

な
ど
の
影
響
で
少
子
化
が
進
み
、
農
山
村
の
過
疎
・
高
齢

化
が
著
し
く
進
行
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
存
続
が
困

難
な
水
源
の
里
(
い
わ
ゆ
る
限
界
集
落
)
が
三
千
以
上
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
は

一
向
に
進
ん
で
い
な

市
民
環
境
部
市
民
協
働
課

地
域
振
興
担
当

・

大
槻
康
彦

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

当
市
も
例
外
で
は
な
く
、

一
九
五
五
年
(
昭
和
三
十
年
)

の
国
勢
調
査
で
五
万
三
千
二
百
三
十
五
人
の
人
口
が
、

二

O

O
五
年
(
平
成
十
七
年
)
に
は
三
万
七
千
七
百
五
十
五

人
に
ま
で
減
少
。
半
世
紀
の
聞
に
約
三
割
の
人
が
本
市
を

去
っ
た
計
算
に
な
る
。

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
指
し
、
京
都
府
と
綾
部
市
営
に
よ
る
工
業
団
地
の
整
備

と
企
業
誘
致
に
よ
る
就
労
の
場
の
確
保
、
住
宅
団
地
の
分

譲
に
よ
る
住
ま
い
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一

方

で
、
中
心
市
街
地
か
ら
離
れ
た
中
山
間
地
域
の
水
源
の
里

で
は
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進
み
、
人
々
の
暮
ら
し
ゃ
集
落

の
存
続
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
地
域
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
て
く
れ
る
大
切
な
水
源
の
里
で
も
あ
る
。
加
え
て
美
し

い
水
や
森
林
な
ど
、
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
で
あ
り
、
ま
た
、

水
源
か
ん
養
や
国
土
の
保
全
、
心
を
癒
す
安
ら
ぎ
の
場
な

ど
、
多
く
の
重
要
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
近
年
は
、
心

の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
の
空
間
を
求
め
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
l

リ
ズ
ム
や

U
・
ー
タ

l
ン
の
場
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て

い
る
。

14 

高
齢
化
や
過
疎
の
現
状
か
ら
、
集
落
に
残
さ
れ
た
時
間

は
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
い
る
聞
に
も
集
落
の
危
機

的
状
況
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
集
落
の
存
続
に
つ
い

て
考
え
、
水
源
の
里
の
持
つ
機
能
や
資
源
を
活
用
し
た
活

性
化
策
に
つ
い
て
、
行
政
と
地
域
住
民
が
ひ
ざ
を
交
え
、

課
題
の
把
握
や
解
決
策
を
話
し
合
う
機
会
が
必
要
で
あ
っ

た
。

2007・8月号泌総~

r、
条
例
制
定
で
集
落
再
生
を
支
援

こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
当
市
で
は
①
市
役
所
か
ら
お

お
む
ね
二
十
五
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
②
高
齢
者
比
率
が

六
O
%
以
上
の
地
域
③
世
帯
数
が
二
十
戸
未
満
の
地
域
④

自
治
会
が
水
源
地
域
に
位
置
し
て
い
る
ー
ー
な
ど
の
条
件

を
満
た
す
地
域
を
水
源
の
里
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

集
落
の
再
生
を
話
し
合
う
組
織
と
し
て
「
水
源
の
里
を
考

え
る
会
」
を
設
置
。
各
集
落
の
現
状
と
課
題
の
把
握
、
そ

の
対
策
や
解
決
策
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
。

考
え
る
会
は
、
水
源
の
里
に
居
住
す
る
住
民
や
有
識
者

な
ど
十
人
で
構
成
。

O
六
年
(
同
十
八
年
)
四
月
か
ら
八

月
ま
で
の
約
半
年
問
、
視
察
・
研
修
や
意
識
調
査
な
ど
、

合
計
六
回
の
検
討
を
重
ね
、
同
年
九
月
に
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
た
。

報
告
書
を
受
け
、
市
は
条
例
づ
く
り
に
着
手
。
同
年
十

二
月
議
会
に
綾
部
市
水
源
の
里
条
例
案
を
上
程
、
全
会

一

致
で
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
条
例
は
、

O
七
年
(
同
十
九

年
)
四
月

一
日
に
施
行
し
た
。
こ
の
条
例
は
五
年
間
の
期

限
付
き
。
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
上
流
は
下
流
を
思
い
、

下
流
は
上
流
に
感
謝
す
る
」
で
あ
る
。
水
源
の
里
を
守
る

こ
と
は
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は

本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
理
念
の
下
、
住
民
と
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行
政
が
協
働
し
、
水
源
の
里

を
再
生
さ
せ
る
活
動
が
産
声

を
上
げ
た
。

条
例
で
対
象
と
な
る
の

と
ち

お

が

ら

ち

い

ち

が

や

は
、
栃
、
大
唐
内
、
市
茅
野
、

こ

ゃ

い

ち

し

古
屋
、
市
志
の
五
集
落
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
、
水
源
の

里
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
集

落
が
市
内
に
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

今
回
の
五
集
落
の
取
り
組
み

は
、
先
例
と
し
て
の
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。

本
条
例
が
掲
げ
る
振
興
目
標
は
、

①
空
き
家
の
有
効
活

用
な
ど
に
よ
る
定
住
対
策
の
促
進
②
農
林
業
体
験
事
業
の

開
催
な
ど
に
よ
る
都
市
と
の
交
流
の
推
進
③
特
産
品
の
開

発
な
ど
に
よ
る
地
域
産
業
の
開
発
と
育
成
④
水
洗
化
や
情

報
網
整
備
な
ど
地
域
の
暮
ら
し
の
向
上
ー
ー
の
四
つ
。
ま

た
、
住
民
自
ら
の
活
動
を
支
え
る
組
織
と
し
て
「
水
源
の

里
連
絡
協
議
会
」
の
設
置
の
ほ
か
、
山
菜
な
ど
の
野
生
植

物
の
採
取
の
制
限
を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
種
事
業

の
推
進
を
目
的
と
し
た
基
金
の
創
設
な
ど
も
盛
り
込
ん
で

い
る
。

水海??管a議会

(
条
例
制
定
を
機
に
高
ま
る
交
流
の
気
運

条
例
制
定
後
、
集
落
側
の
取
り
組
み
も
活
発
化
し
て
き

た
。
水
源
の
里
の
活
性
化
を
目
標
に
、

五
つ
の
集
落
の
住

民
が
活
動
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
「
水
源
の
里
連
絡
協

議
会
」
が
O
七
年

(同
十
九
年
)
四
月
に
発
足
し
た
。
本

年
三
月
と
六
月
に
は
、
市
志
集
落
に
お
い
て
地
域
の
特
産

物
で
あ
る
フ
キ
ノ
ト
ウ
と
フ
キ
を
活
用
し
た
収
穫
体
験
ツ

ア
ー
を
旅
行
業
者
と
連
携
し
て
開
催
、
百
二
十
人
を
超
え

る
都
市
住
民
が
参
加
し
た
。
他
の
地
域
で
は
体
験
で
き
な

い
珍
し
い
ツ
ア
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
大
好
評
だ
っ
た
。

来
年
以
降
も
同
様
の
体
験

ツ
ア

l
の
開
催
に
向
け

て
、
集
落
は
意
欲
的
で
あ

る
。残
る
四
つ
の
水
源
の
里

の
集
落
に
お
い
て
も
、
地

域
の
資
源
を
生
か
し
た
都

市
農
村
交
流
に
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。
耕
作
放
棄

地
を
再
生
さ
せ
、
特
産
物

栽
培
の
ほ
場
を
確
保
す
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

意
欲
的
な
取
り
組
み
が
始

全国水源の里シンポジウム

(下)フキ収穫体験ツアー

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
住
希
望
の
相
談
な
ど
も
数
多
く

寄
せ
ら
れ
、
現
在
、
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
の
委
員
な
ど

が
中
心
と
な
り
、
集
落
内
の
空
き
家
な
ど
を
調
査
中
。
定

住
希
望
者
の
相
談
窓
口
は
、
行
政
(
綾
部
市
役
所
市
民
協

働
課
地
域
振
興
担
当

「
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」)
が

行
い
、
集
落
と
の
仲
介
を
行
っ
て
い
る
。

(上)水源の里連絡協議会発足式

、
全
国
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

f
国
民
的
世
論
の
醸
成
を
目
指
す

綾
部
市
は
今
年
十
月
十
八
、
十
九
の
両
日
、
共
通
の
課

題
を
持
つ
全
国
の
地
方
公
共
団
体
や
限
界
集
落
の
住
民
に

呼
び
掛
け
、
水
源
の
里
の
再
生
と
活
性
化
を
目
的
に

「全

国
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
水
源
の

里
の
存
続
と
再
生
は
全
国
の
自
治
体
共
通
の
課
題
。
地
方

か
ら
国
民
的
な
世
論
を
醸
成
し
、
大
き
な
う
ね
り
と
し
て

全
国
に
発
信
す
る
取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
(
詳
細
は
左

記
の
通
り
)
。

<シンポジウムに関するお問い合わせ>

干623-1122京都府綾部市人津合前J上荒木5番地

全国水源の里シンポジウム実行委員会事務局

上林いきいきセンター (担当:西川、大槻まで)

TEL . FAX 0773 (54)∞95 
E.mail ya-otsuki@city.ayabe.kyoto.jp 
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- 日l時:平成19年10月18日(木)午後1時から

19日(金)午後2時ごろまで

.場所:京都府綾部市盟問I久田21-20

「京都府中丹文化会館」

[10月18日1
.基調講淡 く講師=長野大学 大野晃教授〉

i寅題 :いまなぜ限界集落なのか
~明日の日本をみつめるために~

・現状報告 :水源の里連絡協議会

・パネルデイスカッション

テーマ:いま考えよう水源の里ーおみやげは元気

進行:アミタ持続可能経済研究所顧問

嘉岡良平氏

パネラー:舞鶴市西方寺平地区 泉i青毅氏
上越市議会議員 矢野学氏

元宮崎県諸塚村長 甲斐重勝氏

綾部市企画部長 上原直人

・大会アピール

・交流会 :地元グループによる岡舎料理での接待

[10月19日]
・水i原の里視察 :散策・意見交換など

泊域~1!)2007・8月号



特

集

生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

5 

N
P
O新
田
む
ら
づ
く
り
運
営
委
員
会
(
鳥
取
県
智
頭
町
)

盆
一
戸
加
入
N
P
O
に
よ
る

『
小
さ
恕
自
治
体
』
の
取
り
組
み

|
|
「
文
化
と
交
流
の
里
」
づ
く
り
で
過
疎
に
歯
止
め
を

私
た
ち
の
む
ら
「
新
聞
」
は
鳥
取
県
の
山
村
で
、
智
頭

杉
で
知
ら
れ
た
林
業
地
の
中
に
あ
り
、
昔
か
ら
住
民
は
何

ら
か
の
形
で
林
業
に
か
か
わ
っ
て
生
計
を
立
て
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
の
財
政
効
率
最
優
先
の
世
の
風
潮
は
こ
う

し
た
山
間
地
域
の
集
落
を
、
お
荷
物
扱
い
に
し
て
き
た
が
、

村
で
も
後
継
者
た
ち
は
町
に
出
て
行
き
、
高
齢
者
の
多
い

限
界
集
落
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
何
と
か

子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
来
る
よ
う
、
今
住
ん
で
い
る
者
が

も
う

一
回
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
、
全
世
帯
加
入
N
P
Oを

設
立
し
て
始
め
た
の
が
こ
の
活
性
化
事
業
で
あ
る
。

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
人
が
住
み
人
口
が
増
加
し
、

産
業
基
盤
の
充
実
と
就
労
の
場
の
創
出
・
確
保
、
そ
し
て

生
涯
を
新
田
で
家
族
と
と
も
に
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
の
実

現
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
ま
ず
五
カ
年
間

の
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

、
交
流
拡
大
と
文
化
振
興
を
目
指
し

f
2
施
設
を
整
備
・
建
設

老
若
男
女
、
村
人
全
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
そ
し
て
、
第

一
次
計
画
は
ハ

l
ド
面
の
充
実
と
交

理
事

.

岡
田

流
・
文
化
を
軸
と
し
た
計
画
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補

助
金
を
利
用
し
て
拠
点
施
設
と
な
る
「
新
田
人
形
浄
瑠
璃

の
館
」
が
完
成
し
、
新
田
の
郷
土
芸
能
人
形
浄
瑠
璃
、
芝

居
の
上
演
も
で
き
る
施
設
が
完
成
し
た
。
一

九
九

一
年

(
平
成
三
年
)
に
始
ま
っ
た
農
林
業
体
験
の
大
阪
い
ず
み

市
民
生
協
と
の
交
流
も

一
層
盛
ん
に
な
っ
た
。

九
人
年
(
同
十
年
)
度
か
ら
は
第
二
次
五
カ
年
計
画
と

し
て
、
第

一
次
計
画
の
反
省
や
ハ

l
ド
面
の
積
み
残
し

(
喫
茶
「
清
流
の
里
新
田
」
、
ロ
ッ
ジ
「
ト
ン
ボ
の
見
え

る
家
」
の
建
設
な
ど
)
が
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
こ
れ

か
ら
の
方
向
性
と
し
て
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
重
き
を
置

く
計
画
と
し
た
。

、
行
政
を
当
て
に
せ
ず
始
め
た

f
集
落
の
運
営
事
業

二
O
O三
年
(
同
十
五
年
)
度
か
ら
の
第
三
次
五
カ
年

計
画
は
、
「
小
さ
な
自
治
体
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
。

国
は
市
町
村
合
併
を
強
力
に
進
め
、
大
き
な
自
治
体
を
つ

く
ろ
う
と
し
て
い
る
。
中
心
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
周
辺
地

区
の
む
ら
は
、
た
だ
で
さ
え
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
き

16 

た
の
に
、
大
き
な
自
治
体
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ
れ
が
顕

著
に
な
り
、
や
が
て
は
そ
こ
に
住
む
こ
と
さ
え
難
し
い
生

活
環
境
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
「
行
政
を
あ
ま
り
当
て
に
せ
ず
、

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
よ
う
、
財
政
基

盤
の
充
実
や
意
識
改
革
を
や
っ
て
い
こ
う
」
と
、
簡
単
な

福
利
厚
生
や
小
さ
な
公
共
事
業
な
ど
を
集
落
で
や
る
こ
と

に
し
た
。
O
八
年
(
同
二
十
年
)
度
か
ら
の
第
四
次
五
カ

年
計
画
は
、
い
よ
い
よ
高
齢
化
が
進
み
、
活
性
化
事
業
の

ス
タ
ッ
フ
不
足
が
深
刻
に
な
る
。
根
本
的
対
策
を
立
て
る

べ
く
今
、
検
討
中
で
あ
る
。

2007・8月号辿泊三B也

(
活
性
化
事
業
の
内
容

現
在
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は

①

都
市
、
他
地
区
と
の
交
流
事
業
H

大
阪
い
ず
み
市

民
生
活
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
他
地
区
と
の
農
林

業
体
験
を
主
体
と
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
年
間
数

回
実
施
。

②

「
新
田
た
ん
ぼ
の
学
校
」

H
都
市
の
子
ど
も
た
ち
と

地
元
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が

一
泊
二
日
で
水
生

生
物
や
星
空
の
観
察
、
作
文
や
早
朝
登
山
、
そ
の

他
勉
強
会
な
ど

一
回
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は

八
回
と
な
る
。

③

宿
泊
研
修
施
設
の
運
営
H

「
新
田
人
形
浄
瑠
璃
の

館
」
、
喫
茶
「
清
流
の
里
新
田
」
、
ロ
ッ
ジ
「
ト

ン
ボ
の
見
え
る
家
」
な
ど
の
管
理
運
営
。

④

人
形
浄
瑠
璃
芝
居
の
上
演
・
伝
承
H

幕
末
か
ら
明

治
初
期
に
か
け
て
始
ま
っ
た
文
楽
「
新
田
人
形
浄

瑠
璃
芝
居
」
を
年
十
数
回
上
演
。

⑤

「
新
聞
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
」
の
開
催
日
山
村
住
民
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特
有
の
内
へ
の
こ
も
り
が
ち
の
視
野
拡
大
と
教
養

向
上
を
目
的
に
、
講
演
会
を
主
体
と
し
た
さ
さ
や

か
な
勉
強
会
を
月

一
回
開
催
。
各
分
野
の
著
名
な

講
師
を
招
へ
い
し
、
六
月
に
は
八
十
六
回
目
に
な

る
。

⑥

高
齢
者
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
H

年
数
回
の
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

⑦

地
方
か
ら
の
情
報
発
信
H

地
方
の
発
展
は
中
央
の

理
解
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
り
、
中
央
の
発
展
は
地
方

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
う
。
相
互
理
解
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ホ

1
ム
ベ

l
ジ

な
ど
で
地
方
の
実
情
、
情
報
を
全
国
へ
発
信
し
て

い
る
。

⑧

小
さ
な
公
共
事
業
H

集
落
内
用
水
路
や
農
道
の
修

理
な
ど
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
除
雪
機
に
よ
る
集

落
内
生
活
道
路
の
除
雪
作
業
な
ど
も
や
っ
て
い
る

(
も
っ
と
も
、
除
雪
な
ど
昔
は
当
然
自
分
た
ち
で
や

っ
て
い
た
)
。

⑨

そ
の
他
集
落
全
体
の
運
営

集
落
内
行
事
な
ど
集
落
全
体
の
経
営
・
運
営
を

や
っ
て
い
る
。

成
果
と
し
て
、
ま
ず
ハ

l
ド
面
の
充
実
は
、
活
動
の
拠

点
と
な
る
施
設

(前
掲
の
ほ
か
ジ
ゲ
の
川
整
備
、
水
辺
親

水
公
園
整
備
な
ど
周
辺
整
備
事
業
)
が
完
成
し
た
。
ソ
フ

ト
面
の
充
実
と
し
て
は
、
村
の
活
気
、
人
形
浄
瑠
璃
芝
居

の
盛
況
、
小
さ
な
就
労
の
場
創
出
、
さ
さ
や
か
な
経
済
効

果
、
村
人
の
意
識
改
革
、
そ
の
他
小
さ
な
自
治
体
と
し
て

「
集
落
活
性
化
基
金
」
の
積
み
立
て
な
ど
が
で
き
た
。

農林業体験 (収穫)

、
後
継
者
確
保
対
策
と

f
隣
集
落
と
の
提
携
な
ど
が
課
題
に

今
後
の
進
め
方
と
諜
題
は
、
ま
ず
各
施
設
の
効
果
的
運

営
や
健
全
経
営
、
後
継
者
・
ス
タ

ッ
フ
の
不
足
を
ど
う
す

る
か
な
ど
、
過
疎
化
の
進
む
中
で
難
し
い
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
本
来
行
政
に
お
願
い
す
る
事
業
実
施
は
、

今
後
ま

す
ま
す
高
齢
者
が
多
く
な
る
の
で
、
集
落
内
で
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
実
施
、
そ
し
て
将
来
は
福
祉
施
設
の
設
置
な

ど
も
計
画
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
小
さ
な
建
設
公
共
事
業
(
農
道
、
町
道
な
ど

道
路
、
用
水
路
、
集
落
内
放
送
施
設
の
簡
単
な
修
理
な
ど
)

は
今
後
も
積
極
的
に
進
め
た
い
と
思
う
。
そ
の
ほ
か
に
も

新田田んぼの学校終了式

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
の
拡
大
や
、
田
ん
ぼ
の
学
校
の
十
日
間

程
度
の
延
長
、
新
田
集
落
だ
け
で
な
く
、
隣
集
落
を
含
め

た
も
っ
と
広
い
交
流
と
協
働
、
提
携
の
必
要
な
ど
、
多
く

の
人
た
ち
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
思
っ
て

い
る
。

辿域電B也

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
申
す
ま
で
も
な

い
が
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
住
民
が
み
ん
な
で
協
力
す

る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
「
私
が
す
る
の
は
い
や
だ
が
、

あ
な
た
は
し
て
く
だ
さ
い
」
で
は
社
会
が
成
り
立
た
な
い
。

こ
れ
こ
そ
す
べ
て
の
基
本
だ
と
思
う
。

2007・8月号17 



特

集

生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

『
も
う
-

6 

N
P
O
法
人
ひ
ろ
し
ま
ね
(
広
島
県
三
次
市
)

つ
の
舘
場
』
に
よ
る

独
自
の
公
共
ザ
l
ピ
ス
提
供

ー
ー
広
島
・
島
根
の
県
境
を
超
え
た
地
域
づ
く
り
支
援

(

「
3
8豪
雪
」
後
に
急
速
に
進
ん
だ
過
疎
化

広
島
市
か
ら
北
東
へ
中
国
自
動
車
道
を
走
る
パ
ス
で

一
時
間
半
、
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
六

万
人
の
三
次
市
。
広
島
県
の
北
部
に
降
っ
た
雨
の
多
く
は

江
の
川
と
な
っ
て
、
島
根
県
と
の
境
界
を
流
れ
、
や
が
て

日
本
海
へ
と
注
ぐ
。
流
域
は
か
つ
て
、
た
た
ら
に
よ
る
和

鉄
の
生
産
で
栄
え
、
そ
の
後
製
炭
業
な
ど
山
の
仕
事
が
む

ら
を
支
え
た
。
稲
作
、
黒
毛
和
牛
、
果
樹
栽
培
と
い
っ
た

第

一
次
産
業
が
主
産
業
な
が
ら
も
、
実
態
は
公
共
事
業
の

占
め
る
割
合
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
中

国
自
動
車
道
に
も
三
十
分
で
利
用
で
き
る
地
域
が
多
い
。

広
島
市
を
は
じ
め
山
陰
の
街
へ
、
一
時
間
圏
域
は
拡
大
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
陸
の
孤
島
で
は
な
い
流
域
に
、
高

齢
化
率
が
四
O
%
を
超
す
町
村
が
点
在
す
る
。
超
高
齢
化

し
、
子
ど
も
が

一
人
も
い
な
い
地
域
も
出
現
し
た
。
幼
稚

園
や
保
育
所
、
小
学
校
や
中
学
校
の
統
廃
合
が
進
み
、
公

共
交
通
の
廃
止
が
続
く
。
大
字
単
位
の
戸
別
地
図
を

二
戸

• 安
藤
周
治

理
事
長

ご
と
に
平
均
寿
命
(
男
七
十
九
歳
、
女
八
十
六
歳
)
で
色

分
け
し
た
「
高
齢
者
い
ろ
分
け
地
図
」
を
見
る
と
、
十
年

り
つ
ぜ
ん

先
に
消
滅
す
る
集
落
の
多
さ
に
傑
然
と
し
た
。「
限
界
集

落
」
が
、
時
計
の
針
ご
と
に
進
ん
で
い
る
。

一
九
六
三
年
(
昭
和
三
十
八
年
)

一
月
に
未
曾
有
の
大

雪
が
あ
り
、
俗
に
「
3
8
豪
雪
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
年
を

機
に
山
か
ら
人
々
が
街
へ
流
れ
、
過
疎
化
が
進
ん
だ
。

「
お
天
気
と
農
業
は
西
か
ら
変
わ
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、

農
村
社
会
も
西
か
ら
変
わ
る
。
東
北
地
方
の
「
出
稼
ぎ
型
」

と
は
違
い
、

一
家
を
挙
げ
て
離
村
し
た
中
国
山
地
は
「
挙

か

り

そ

ん

家
離
村
型
」
で
あ
り
、

一
家
が
ご
っ
そ
り
移
る
こ
と
で
、

地
域
の
変
化
は
急
だ
っ
た
。
「
く
し
の
歯
が
抜
け
る
よ
う

に
」
と
も
表
現
さ
れ
た
。

そ
の
過
疎
の
形
が
変
わ
っ
て
き
た
。
二
O
O
五
年
(
平

成
十
七
年
)
十
二
月
か
ら

一
月
に
か
け
、
中
国
山
地
は
3

8
豪
雪
以
上
の
積
雪
が
あ
っ
た
。
除
雪
の
機
械
化
で
、
孤

立
す
る
地
区
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

「
再
度
街

へ
人
が
流

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
「
そ
う
で
な
く
と
も
雪
の
恐
怖
や

不
安
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
翌
年
、

18 

「豪
雪
に
関
す
る
調
査
」
を
三
次
市
作
木
町
下
地
区
で
、
地

元
の
住
民
組
織
や
新
聞
社
に
提
案
し
、
協
働
で
行
っ
た
。

そ
の
結
果
は
、
人
割
が
「
こ
の
ま
ま
住
み
続
け
る
」
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。
面
接
を
す
る
と
「
知
ら
ぬ
土
地
で
は

暮
ら
し
に
く
い
」
「
街
の
暮
ら
し
は
も
う
で
き
な
い
」
と

い
う
、
高
齢
者
ゆ
え
の
内
容
だ
っ
た
。
街
へ
出
れ
ば
な
ん

と
か
な
る
時
代
と
は
背
景
が
全
く
違
う
。
困
っ
た
こ
と
は
、

屋
根
の
雪
か
き
が
平
均
年
齢
七
十
歳
を
超
す
地
域
で
は
危

険
極
ま
り
な
い
作
業
と
な
っ
た
。
ま
た
病
院
や
買
い
物
に

行
け
な
か
っ
た
不
安
・
不
便
は
大
変
だ
っ
た
。
こ
の
地
域

の
大
字
単
位
で
高
齢
化
率
を
見
る
と
、
作
木
町
が
四
六
%
、

下
地
区
で
最
高
は
七
五
%
。
平
均
年
齢
が
八
十
歳
近
い
所

も
あ
る
。

(
地
域
づ
く
り
仲
間
に
よ
る
N
P
O
の
発
足

2007・8月号描政~i!)

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
ひ
ろ
し
ま
ね
」
の
前
身
は
、

一
九
八
六
年
(
昭
和
六
十

一
年
)
に
発
足
し
た
「
江
の
川

流
域
会
議
」
に
始
ま
る
。
流
域
全
体
が
過
疎
地
域
な
が
ら
、

地
域
づ
く
り
に
汗
す
る
人
は
多
く
、
そ
の
仲
間
が
集
ま
っ

た
。
流
域
文
化
を
学
び
と
称
し
た
「
美
食
と
歓
談
の
会
」

が
発
足
、
続
い
て
江
の
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
集
会
と
な
っ
た
。一

年
に

一
本
集
約
す
る

会
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
資
源
の
調
査
を
続
け
て
C
D
版

「
江
の
川
博
物
誌
」
も
完
成
し
た
。

そ
の
問
、
行
政
も
住
民
も
地
域
の
元
気
を
目
指
し
た
が
、

行
財
政
改
革
が
進
み
、
市
町
村
合
併
で
揺
れ
る
地
域
は
、

3
8
豪
雪
後
の
変
化
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
「
む
ら
じ
ま
い
」

「
む
ら
お
さ
め
」
「
む
ら
だ
た
み
」
と
、
む
ら
の
歴
史
が
終

わ
る
で
あ
ろ
う
状
況
と
な
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
山
里
に

暮
ら
し
た
い
と
願
う
人
が
い
る
。
そ
の
人
の
暮
ら
し
を
支
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、
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
向
け
た

f
交
流
事
業
の
取
り
組
み

「
も
う

一
つ
の
役
場
」
に
場
所
が
欲
し
い
。
個
人
宅
で

も
い
い
が
、
集
会
所
、

J
A
の
倉
庫
で
い
い
。
い
つ
行
っ

て
も
誰
か
い
る
。
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

・
サ
ロ
ン
で

あ
り
た
い
。
有
能
な
専
従
職
員
が
欲
し
い
。
団
塊
の
世
代

が
年
金
を
も
ら
い
始
め
る
こ
ろ
、
第
二
の
勤
め
に
出
て
も

ら
え
な
い
か
。
月
十
万
円
で
。
収
益
事
業
も
当
然
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

地
域
全
員
が
会
員
と
い
う
仕
組
み
で
の
財
政
基
盤
づ
く

り
は
難
し
い
。
稼
ぐ
し
か
な
い
。
収
議
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ

園
圃
集
ム
化
と
し
て
「
体
験
型
ツ
ア
l
」
を
実
験
中

E
E
界

だ

て

圃

鴎

限

だ

。
高
齢
者
は
伊
達
に
年
を
取
っ
て
い
な
い
。

盟

封

「

高

齢

者

一
人
の
死
は
、
図
書
館

一
つ
を
失

E
ほ
う
に
等
し
い
」
と
言
う
体
験
は
、
じ
い
ち
ゃ

園
田
弘
ん
や
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
す
時
、
い
つ
も
思
う
0

.
，

ト
「
見
る
、
聞
く
、
話
す
、
学
ぶ
、
作
る
、
食

・
E

U

べ
る
」
な
ど
を
進
め
る
た
め
の
高
齢
者
は
、

圃
し
-
え

哩

一
考
資
源
と
し
て
の
価
値
は
最
高
だ
。

哩

-
を

F

一
利
こ
れ
ま
で
、
単
発
的
な
地
域
支
援
で
し
か

w
一
ι

試
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
も
う

一
つ

E
E
出
の
役
場
」
も
、
や
っ
と
今
年
、
国
土
交
通
省

.

.

.
 の

間
!一
械
や
島
根
県
な
ど
に
よ
る
創
発
事
業
に
リ
ン
ク

.

嘘
し
て
、
ひ
ろ
し
ま
ね
事
務
所
を
拠
点
に
展
開

園
圃

伸
酌
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
高
齢
者
の
生

活
支
援
を
柱
に
、
体
験
型
ツ
ア
ー
を
拡
大
し
、
内
容
の
向

上
に
よ
っ
て
通
年
型
に
改
善
す
る
。

限
界
集
落
へ
の
対
応
は
難
し
い
。
こ
の
時
期
は
少
量
の

雨
で
も
夏
草
は
伸
び
る
。
高
齢
者
ば
か
り
で
草
刈
り
の
で

き
な
い
地
域
の
生
活
道
が
、
除
草
剤
の
使
用
に
よ
る
枯
れ

た
草
で
埋
ま
る
。
集
落
へ
は
牛
や
羊
の
放
牧
実
験
例
が
あ

る
。
家
周
り
の
草
は
小
型
の
家
畜
、
ヤ
ギ
の
導
入
も
あ
る
。

、
各
地
の
住
民
自
治
組
織
の

f
活
動
支
援
を
本
格
化

市
町
村
合
併
で
各
地
に
住
民
自
治
組
織
が
で
き
た
。
し

か
し
、
多
く
は
地
縁
組
織
の
最
大
行
事
「
合
意
形
成
の
手

続
き
」
段
階
で
疲
れ
果
て
、
肝
心
の
成
果
が
出
せ
な
い
で

い
る
。
そ
う
い
っ
た
団
体
の
支
援
が
「
ひ
ろ
し
ま
ね
」
の

活
動
目
的
で
あ
り
、
「
中
間
支
援
組
織
」
と
位
置
付
け
て

き
た
が
、
今
年
は
当
事
者
、
現
場
で
多
く
の
人
と
行
き
交

う
こ
と
に
な
る
。

石
見
銀
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
「
ひ
ろ
し
ま

ね
」
の
活
動
エ
リ
ア
内
に
あ
る
。
産
出
し
た
銀
は
中
国
山

地
を
越
え
、
尾
道
や
岡
山
県
笠
岡
か
ら
船
積
み
さ
れ
、
欧

州
へ
と
運
ば
れ
た
。
「
銀
山
街
道
マ
ッ
プ
」
も
作
成
し
た
。

ガ
イ
ド
の
発
掘
、
モ
デ
ル
ツ
ア
l
の
実
施
、
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
や
B
&
B
(簡
易
宿
泊
施
設
)
な
ど
旅
の
形
が

変
わ
る
。
そ
の
状
況
を
共
有
し
よ
う
と
「
し
ん
・
旅
物
語
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
国
や
中
国
五
県
、
市
町
に
加
え
、

地
域
の
お
ば
ち
ゃ
ん
や
お
じ
ち
ゃ
ん
な
ど
百
五
十
人
が
参

加
し
た
。

予
算
ゼ
ロ
円
の
会
を
産
・
官
・
学
・
野
の
分
野
を
超
え

て
開
催
で
き
た
。
十
人
ま
で
の
ツ
ア

l
客
を
相
手
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
を
「
コ
ン
ビ
ニ
商
法
」
と
言
い
、
在
野
で

の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
組
織
づ
く
り
を
願
う
。
「
し
ん
・
旅
物

語
」
が
地
域
に
新
し
い
経
済
効
果
を
生
み
、
人
や
情
報
、

喜
び
の
循
環
を
つ
く
る
と
の
期
待
が
広
が
る
。

こ
れ
か
ら
も
島
根
、
広
島
両
県
境
域
を
エ
リ
ア
に
、
行

政
で
は
で
き
な
い
テ
l
マ
や
視
点
で
、
独
自
の
地
域
の
支

援
活
動
を
末
長
く
展
開
し
て
い
き
た
い
。

j誠減也2007・8月号19 
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生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

苓
北
地
域
は
、
四
国
の
真
ん
中
「
四
国
の
へ
そ
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
西
日
本
で
貯
水
量
が

一
番
大
き
い
早
明
浦
ダ
ム

が
あ
り
、
そ
の
用
水
は
、
香
川
、
徳
島
両
県
の
農
業
、
工
業
、

生
活
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
吉
野
川
の
源
流
域
で

あ
る
当
地
域
と
下
流
域
の
徳
島
・
香
川
両
県
の
住
民
と
の
交

流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
知
県
大
豊
町
、
本
山
町
、
土
佐
町
、
大
川
村
の
四
町
村
を

苓
北
地
域
と
呼
ぶ
が
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、

う
ち
大
豊
町
で
は
今
年
五
月
現
在
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
が
二
千
七
百
九
十
人
と
な
り
、
町
人
口
の
五

一
・
一
%
を

占
め
た
。

当
地
域
は
農
業
が
主
産
業
だ
が
、
農
家
高
齢
化
と
と
も
に
、

小
規
模
経
営
が
諜
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
情
か
ら

二
O
O
一
年
(
平
成
十
三
年
)
の
苓
北
地
域
農
村
活
性
化
大

会
に
お
い
て
、
生
産
者
・
行
政
・

J
A
が

一
体
と
な
っ
て
「
地

域
資
源
の
循
環
と
環
境
の
保
全
」
を
宣
言
し
た
。
環
境
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
し
た
農
業
振
興
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
が
意
識
付
け
さ
れ
た
。
「
れ
い
ほ
く
環
境
農
業
宣
言
」
を

踏
ま
え
、
当
地
域
は
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
を
看
板

に
掲
げ
て
い
る
。

、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目
指
し
た

一

f
「
れ
い
ほ
く
八
O
構
想
」

「
れ
い
ほ
く
八

O
構
想
」
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、

育
て
て
い
く
た
め
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
を
進
め
、
さ

ら
に

H

魅
力
あ
る
れ
い
ほ
く
μ

を
目
指
そ
う
と
す
る
構
想
で

土
佐
れ
い
ほ
く
農
業
協
同
組
合

(
高
知
県
)

の• 長
野

営
農
経
済
部
部
長

あ
る
。
「
環
境
保
全
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

(
中
心
)
に
、
野
菜
以

外
の
農
産
物
も
含
め
た
「
丸
ご
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」

を
目
的
に
、
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

「
誕
生
年
度
と
作
目
名
」

平
成
十
三
年
八
菜
・
八
草
、
同
十
四
年
八
恵
・
八
花
、

同
十
五
年
八
稲
、
同
十
六
年
八
里
、
同
十
七
年
八
直

高
知
県
で
も
険
し
い
地
形
の
当
地
域
は
、
標
高
が
三
百
か

ら
五
百
メ
ー
ト
ル
に
棚
田
が
広
が
る
。
条
件
が
不
利
な
地
を

活
か
し
て
、
高
知
県
で
は

一
番
お
い
し
い
米
が
作
ら
れ
て
お

り
、
近
年
は
棚
田
の
ほ
場
整
備
が
進
ん
で
き
た
。

畜
産
で
は
、
酪
農
や
肉
用
牛
経
営
が
行
わ
れ
、
若
い
担
い

手
を
中
心
に
規
模
拡
大
や
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、
行

政
と

一
体
に
な
っ
た
畜
産
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
米
や

畜
産
だ
け
で
は
農
業
所
得
を
増
や
し
に
く
い
た
め
、
県
の
レ

ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
事
業
を
利
用
し
、
雨
避
け
施
設
を
導
入
し
た

園
芸
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
園
芸
作
物
も
四
月
か
ら

十

一
月
に
出
荷
す
る
米
ナ
ス
、
シ
シ
ト
ウ
を
中
心
に
推
進
し

て
い
る
。

れ
い
ほ
く
地
域
宣
言
の
内
容
は
、
減
農
薬
栽
培
の
拡
大
・

牛
糞
堆
肥
の
利
用
拡
大
、
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
し
て
お
り
、
生
産
者
、

J
A
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
宣
言
を
行
っ
た
。
生
産
者
が
「
今
あ
る
れ
い
ほ
く

の
自
然
を
残
し
て
い
く
」
、

J
A
は
「
安
心
な
食
べ
物
の
生
産

と
販
売
に
結
び
付
け
た
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
」
、
行
政
は
「
地

域
循
環
型
社
会
の
構
築
」
で
あ
る
。

進

20 

、lS
O取
得
と
減
農
薬
野
菜

f
「
れ
い
ほ
く
八
菜
」

次
に
当
農
協
は
、
国
際
標
準
化
機
構

(
I
S
O
)
1
4
0

0
1
(環
境
分
野
)
の
認
証
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
た
。
園
芸
部
で
は
七
つ
の
項
目
を
決
め
、
み
ん
な
で
実
行

す
る
こ
と
で

I
S
O
の
認
証
取
得
を
目
指
し
た
。
そ
れ
は
、

「
生
産
資
材
は
正
し
く
処
分
す
る
」
「
ゴ
ミ
を
少
な
く
す
る
」

「
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
」
「
化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
を
少
な

く
す
る
」
「
記
帳
す
る
」
「
学
習
会
を
す
る
」
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
翌
年
十

一
月
、
園
芸
部
I
S
O
部
会
は
認
証
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

I
S
O
認
証
取
得
後
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
展
開
す

る
上
で
、
栽
培
し
た
も
の
が
ど
の
よ
う
に
販
売
さ
れ
て
い
く

の
か
、
所
得
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
が
、
大
き

な
課
題
で
も
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
減
農
薬
の
野
菜
は
「
れ
い

ほ
く
人
菜
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
た
。
れ
い
ほ
く
八
菜
は
県

の
認
証
制
度
を
取
り
入
れ
た
減
農
薬
野
菜
か
ら
の
出
発
だ
が
、

今
で
は
独
自
の
基
準
を
つ
く
り
、
九
品
目
の
野
菜
を
総
称
し

て
「
八
菜
」
で
販
売
し
て
い
る
。

八
菜
を
販
売
す
る
に
当
り
、
認
知
度
を
高
め
て
い
く
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
。
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
る
、
消
費
者
と

の
交
流
会
・
出
前
授
業
で
は
地
域
の
小
中
学
校
、
県
外
の
学

校
に
出
向
き
、
八
菜
の
栽
培
や
環
境
の
取
り
組
み
を

P
R
し

た
。
ま
た
、

生
産
者
が
出
向
き
、
八
菜
を
使
っ
た
料
理
「
米

ナ
ス
の
お
好
み
焼
き
・
シ
シ
ト
ウ
の
ベ
ー
コ
ン
巻
き
」
な
ど
、

簡
単
な
料
理
の
実
演
も
好
評
だ
っ
た
。
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
も
八
菜
の

P
R
に
努
め
た
。

h
(

環
境
保
全
型
農
作
物
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

J
A
土
佐
れ
い
ほ
く
園
芸
部
は
、

O
六
年
(
同
十
八
年
)

三
月
に
日
本
農
業
貨
の
集
団
の
部
で
大
賞
を
受
賞
し
た
。
こ

れ
は
、
地
域
の
生
産
者
、
関
係
機
関
な
ど
が

一
緒
に
な
っ
て

環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
あ
る
。
園
芸

2007・8月号迫法~匂
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部
で
は
、
受
賞
を
追
い
風
に
生
産
や
販
売
に
さ
ら
に
力
を
入
っ
て
い
る
。
生
産
か
ら
加
工

・
販
売
ま
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

れ
、
経
営
の
安
定
と
所
得
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
し
新
た
に
十
人
の
雇
用
を
創
出
で
き
た
。

て
い
る

。

「

れ
い
ほ
く
入
直
」
は
昨
年
誕
生
し
た
。
大
阪
千
里
に
サ
テ

「れ
い
ほ
く
八
花
」
に
つ
い
て
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
資
材
、
ラ
イ
ト
直
販
庖
「
と
さ
千
里
庖
」
が
あ
り
、

地
元
に
も
大
型

土
壌
消
毒
を
蒸
気
消
毒

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
a
-
-
J
1
1
1
1
1
1

直
販
庖
「
さ
く
ら
市
」
が
で
き
、
直
販
野
菜

に
切
り
換
え
る
試
み
、

一

'a雪
地
域

J
B完

玄

室

を

「

八

直

」
と
し
て
販
売
し
て
い
る
。
八
直

減
農
薬
に
よ
る
栽
培
な

一

周

晦

に

や

さ

し

い

鴎

眠

、

の
マ
l
ク
で
販
売
す
る
野
菜
は
、
安
心
マ
l

、
環
境
に
や
さ
し
い

一

1
1
1
1
1
・a
a
-
-
4
1・

ク
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い

一

か

ん

ば

っ

τま
烹

専

大
阪
千
里
N
P
O
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な

る
も
の
は
販
売
し
て
い

一

a崎
川
剖

μ

A

F

っ
た
。
農
業
体
験
や
収
穫
祭
な
ど
年
間
数
回

る
。
こ
の
ほ
か
地
域
オ

一

上

許
可
院
照
一

い

町

埠

」

伊

の
交
流
が
あ
る
。
生
産
者
が
出
掛
け
て
の
も

リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
l
ブ
ル

一

2
1i
t
aE
命
陪
盟

F

明
日
ち
つ
き
、
野
菜
の
販
売
、
田
植

・
収
獲
の
農

リ
リ
l
、
ス
タ
l
ビ
ュ

て
圏
域
盟

主

.

，

h
a
a
同

ゆ
業
体
験
な
ど
、
年
々
地
域
全
体
に
広
が
っ
て

ω
噛
陸
曹

4
l
E
-

圃・・・

』恥漏れ
V

ー
テ
!
と
い
っ
た
花
も

鵬
畑
幽

R
h
h

屯・圃・・
1
H

Z

い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
「
れ
い
ほ
く
八

民

ia
a
a揖
N
墜

Ru--圃・同
a也
R
H
M

生
産
し
て
い
る
。

訓

寸

品

絞

圃

園

田

F
凶
岩
園

会
机
草
・
人
里
」
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
環
境
に

「
れ
い
ほ
く
八
稲
」

ra法
b
g

・u-錫m
m
や
さ
し
い
栽
培
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
、
ま

は
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が

d

恒
習
謹

握

、

.
『
、

ia齢
た
そ
れ
ら
を
使
っ
た
加
工
品
な
ど
で
あ
る
。

一
m
d幽
『
、
}

l
F
f

・--
k-h
也

h

二
O
O
O年
(
同
十
二

閉
山
鋪
配

4

・aN2
鵬

、
第
二
次
環
境
宣
言
と

嶋

i
a
i
J
U
回
国
宝

興

門
-

年
)
に
完
成
し
、
堆
肥

細
川

i

A
a
d
a
命
既
日
到

-

a

f
新
し
い
販
売
戦
略
の
展
開

を
地
域
で
循
環
さ
せ
る

一

九

雌

監

白

E川
町

昨

ド
八
月
十
二
日
、
新
た
な
飛
躍
を
目
指

一
e

t

M
幽
守
団

t
i
』

崎

方
法
と
し
て
、
堆
肥
を

一
ザ

主

主

aa

sm
し
て
第
二
次
環
境
宣
言
を
行
っ
た
。
同
宣
言

水

田

に

散

布

す

る

特

別

で

は

、

J
A
の
I
S
O
認
証
取
得
も
宣
言
さ

栽
培
米
の
取
り
組
み
か
ら
「
八
稲
」
誕
生
と
な
っ
た
。
堆

肥

れ

、

J
A
は
環
境
方
針
を
策
定
し
て
実
践
活
動
を
始
め
、

J

を
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
ト
ン
散
布
し
て
栽
培
し
た
米
を
「
土

A
と
と
も
に
水
稲
特
別
栽
培
米
部
会
、
園
芸
部
花
井
部
会
、

佐
の
棚
田
米
」
、
減
化
学
肥
料
・
農
薬
で
栽
培
し
た
も
の
を
柚
子
部
会
の
環
境
農
家
も
環
境
目
的
・
目
標
を
定
め
、
今
年

「こ
だ
わ
り
米
」
と
し
て
販
売
。
現
在
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
四
月
に
同
時
取
得
し
た
。
J
A
、
各
部
会
の

I
S
O
認
証
取

培
し
て
い
る
。

得
で

「生
産
農
家

1
J
A
1市
場

1
消
費
者
」
へ
と
安
心

「
れ
い
ほ
く
八
恵
」
に
つ
い
て
は
、
当
地
域
で
は
ユ
ズ
栽
培
(
チ
ェ
ー
ン
)
で
つ
な
が
り
、
農
産
物
の
新
し
い
販
売
戦
略
の

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ユ
ズ
展
開
が
期
待
で
き
る
。

園
の
う
ち
、
無
農
薬
栽
培
園
は
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
る
。

昨
年
四
月
、
地
域
に
有
機
農
業
研
修
施
設
「
土
佐
自
然
塾
」

こ
れ
ま
で
は
搾
汁
し
、
酢
の
販
売
だ
っ
た
が
、
昨
年
度
に
国
が
開
校
し
た
。一

年
間

「自
習
と
講
義
」
で
有
機
農
業
を
学

の
事
業
を
取
り
入
れ
て
搾
汁
と
充
填
装
置
を
持
っ
た
加
工
場
び
、
有
機
農
業
を
実
践
す
る
た
め
に
N
P
O
と
県
の
共
同
事

を
建
設
し
た
。
加
工
場
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
ジ
ュ
ー
ス
、
業
と
し
て
で
き
た
。
昨
年
は
十
四
人
入
塾
し
、
六
人
が
苓
北

ユ
ズ
茶
、
ユ
ズ
味
噌
な
ど
、
関
連
商
品
の
製
造
・
販
売
を
行
地
域
に
残
っ
て
農
業
に
就
農
し
た
。
有
機
農
業
の
知
識
や
技

術
を
持
っ
た
意
欲
の
あ
る
卒
業
生
が
集
落
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

地
区
民
と
の
交
流
な
ど
集
落
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
二
期
生
は
女
性
二
人
が
加
わ
り
、
来
年
の
就
農
に
向

け
新
た
に
決
意
を
述
べ
た
。
二
期
生
の
中
に
は
、
当
地
域
に

就
農
希
望
者
が
七
人
い
る
。
行
政
や
集
落
で
は
、
受
け
入
れ

条
件
や
受
け
入
れ
先
に
空
き
家

・
農
地
情
報
の
提
供
な
ど
協

議
を
進
め
て
い
る
。

園
、
生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
を

-
f
結
ぶ
チ
ェ
ー
ン
構
想
へ
の
期
待

最
後
に
、
高
知
県
が
進
め
る
生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
I

S
O
で
結
ぶ

「チ
ェ
ー
ン
構
想
」
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い

る
。
生
産
者
、

J
A
、
園
芸
連
、
輸
送
会
社
、
卸
売
市
場
、

量
販
庖
を
I
S
O
で
結
ぶ
販
売
戦
略
や
、
れ
い
ほ
く
農
協
が

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
、
人

O
構
想
を
進
め
、

消
費
者
に
選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

農
業
の
国
際
化
が
進
み
、
価
格
が
上
が
れ
ば
す
ぐ
輸
入
が

増
え
る
。
販
売
の
安
定
性
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
当
地

域
で
は
、
こ
れ
か
ら
何
を
ど
の
よ
う
に
売
っ
て
い
く
の
か
、

直
接
販
売
や
付
加
価
値
を
付
け
た
加
工
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
を
確
保
し
た
い
と
思
う
。

販
売
も
、
今
ま
で
の
委
託
販
売
か
ら
契
約
・
消
費
者
に
直

接
販
売
す
る
仕
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
豊
富
な
資
源
の

木
材
を
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
利
用
で
き
な
い
か
、
ま
た
米
を

使
っ
た
製
粉
施
設
・
米
粉
パ
ン
の
製
造

「八
菜
の
パ
ン

・
柚

子
パ
ン
」
な
ど
、
米
の
消
費
拡
大
に
合
わ
せ
、
地
域
の
雇
用

を
創
出
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

農
業
は
就
農
者
の
確
保
、
担
い
手
の
育
成
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
新
規
就
農
者
は
少
な
い
が
、
就
農
者
を
確
保
で
き

な
け
れ
ば
、
地
域
の
元
気
が
な
く
な
る
。
地
域
、
集
落
の
力

も
試
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
苓
北
地
域
は
、
環
境

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
農
業
を
振
興
し
て
い
く
。
消
費
者
に
選
ば

れ
る
地
域
づ
く
り
、
買
っ
て
も
ら
う
物
作
り
や
売
り
方
を
き

ち
っ
と
し
て
い
く
。
生
産
者
、

J
A
、
行
政
が
連
携
し
、
元

気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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首長の想い

北
見
市
は
平
成
十
八
年
三
月
五
日
、
北

見
市
、
端
野
町
、
常
呂
町
、
留
辺
薬
町
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
人
口
約
十
三
万
人
、
面
積

約
千
四
百
二
十
七
平
方
キ
ロ
、
北
海
道
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
最
大
の
中
核
都
市
で
あ
る
。

北
海
道
の
中
央
に
そ
び
え
る
大
雪
山
系

か
ら
北
見
盆
地
を
経
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
ま

で
、
広
さ
は
北
海
道
で

一
番
大
き
く
、
全

国
で
も
第
四
位
で
あ
り
、
東
西
に
延
び
る

道
路
の
距
離
は
約
百
十
キ
ロ
で
日
本

一
で

あ
る
。
道
東
の
中
央
に
位
置
し
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
知
床
・
阿
寒

・
大
雪
山

・
釧
路

湿
原
因
立
公
園
は
日
帰
り
圏
に
あ
り
、
原

始
の
姿
を
残
す
森
や
田
園
風
景
な
ど
、
広

大
で
肥
沃
な
大
地
や
社
大
な
大
自
然
に
恵

ま
れ
た
環
境
は
、
四
季
折
々
の
鮮
や
か
な

自
然
に
あ
ふ
れ
、
年
間
を
通
し
て
日
照
率

が
高
く
、
澄
み
切
っ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ル

ー
の
青
空
が
自
慢
の
ま
ち
で
あ
る
。

新
し
い
北
見
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
に
当
た
り
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
な
が
ら
継
続
性
の
あ
る
発
展
に
向
け
、

新
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
策
定
し
た
。

真
の
地
方
分
権
社
会
の
実
現
に
向
け
、

将
来
想
定
さ
れ
る
道
州
制
を
視
野
に
入
れ

た
地
方
分
権
の
モ
デ
ル
と
な
る
自
治
体
を

目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
、

特
性
な
ど
を
尊
重
し
、
地
域
全
体
の
均
衡

あ
る
発
展
に
責
任
と
役
割
を
担
う
、
地
域

自
治
の
確
立
を
目
指
す
ま
ち
、
つ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま

ち

自

然

き
ら
め
く
き
た
み

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、
各
地
域
の
自

治
区
に
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置

し
、
地
域
自
ら
の
責
任
で
住
民
と
行
政
が

密
接
に
連
携
で
き
る
体
制
の
構
築
を
図

り
、
市
民
参
画
の
下
に
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
を

目
指
し
、
地
域
力
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と

ひ
と
• 

北
海
道
北
見
市
長

• 神
田
孝
次

も
に
、
防
災
・
除
雪

・
防
犯
活
動
や
児
童

生
徒
の
健
全
育
成
、
地
域
の
安
全
確
保
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
社
会
に

お
け
る
市
民
生
活
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

る
と
、
将
来
に
向
け
て
継
続
的
に
維
持
で

き
る
都
市
基
盤
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
と

一
体
と
な
っ
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
効

果
的
、
効
率
的
な
都
市
再
生
整
備
計
画
を

策
定
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
拠
点
都
市
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

次
に
、
合
併
に
よ
っ
て
、
各
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
宝
(
資
源
)
が
集
合
し
た
。
今

• 
後
は
こ
れ
ら
を
再
発
見
し
、
地
域
の
魅
力

を
幅
広
く
発
信
す
る
な
ど
、
合
併
の
メ
リ

ッ
ト
を
最
大
限
活
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
特
に
海
、
山
、
湖
、
森
林
、
温
泉
な

ど
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
加
え
、

全
国

一
の
生
産
量
を
誇
る
タ
マ
ネ
ギ
、
白

ハ
ナ
マ
メ

花
豆
の
ほ
か
メ
ロ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど

の
安
心
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
や
、
北
海

道
最
大
の
湖
「
サ
ロ
マ
湖
」
と
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
か
ら
は
ホ
タ
テ
、
毛
ガ
ニ
、
北
海
エ

ビ
、
カ
キ
な
ど
の
新
鮮
な
魚
介
類
が
水
揚

げ
さ
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
豊
富
な
地
域
資
源
を
最
大

限
活
用
し
、
地
方
経
済
の
自
立
に
向
け
意

欲
的
に
取
り
組
む
た
め
、
産
学
官
連
携
の

強
化
、
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
、
広
域
的

な
観
光
振
興
策
の
強
化
を
図
り
、
新
し
い

北
見
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
地
域
経
済
全

体
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
市
内
に
は
太
古
か
ら
ア
イ
ヌ

時
代
へ
と
続
く
考
古
遺
跡
の
宝
庫
「
史
跡

常
呂
遺
跡
」
や
北
海
道
遺
産
で
国
内
最
大

の
海
岸
草
原
「
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
」
、
原

始
の
姿
を
残
す
国
有
林
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

森
」
で
は
森
林
浴
や
野
鳥
観
測
、
東
洋

一

の
パ
ノ
ラ
マ
花
園
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
豊
富
で
あ
る
。
体
験

型
観
光
な
ど
新
し
い
北
見
型
観
光
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
強
力
に
展
開
し
、
環
境
や

立
地
条
件
の
良
さ
を
活
か
し
た
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
誘
致
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
広

め
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
は
、
新
市
発
展
の

基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
保
全
・

活
用
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
こ
そ

観
光
、
農
業
、
水
産
業
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ

る
面
に
お
い
て
幅
広
く
施
策
を
展
開
し
、

「
北
海
道
に
キ
ラ
リ
と
光
る
北
見
が
あ
る
」

と
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
を

築
い
て
い
き
た
い
。
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隠岐牛の経営支援に「海士ファン・パンクJ設立
農業や漁業が担L、手不足などにより衰退しつつある中、海士町にはこ

こ数年で、多数のU.1ターン者が定住するなど、新たな移住の動きが

見られるようになった。2006年 (平成18年)度末にも、大阪から 2人の

青年が、今話題の「島生まれ島育ち隠岐牛Jの繁殖経営を手がけるため
定住した。

しかし、事業を始めるためには多額の初期投資が必要であり、また収

入を得るまで相当の年数を要する。資金を調達しようにも、個人事業で

あるため民聞からの調達が難しく 、町も厳しい財政状況の中、補助事業

や融資事業を実施し、支援することが困難である。

隠岐牛の繁殖経営に取り組む大阪からのIターン者

隠岐牛放牧地

一方、地域で頑張ろうとする人材に資金面で支援しようという、都市

部住民の機運が高まりつつあり、町と交流のある都市居住者からも支援

したいとの声をいただき、隠岐牛の繁殖経営に取り組む Iターンの初期

投資資金を募る「海士ファン・パンクjを立ち上げることになった。
海士ファン・バンクは、都市住民の貸し出し者と借り受ける Iターン

者との聞で、金銭消費貸借契約を結び、町が損失保証する仕組みを取っ

ている。また、資金を借り受けた Iターン者は、利息の代わりに町の四

季折々の特産品を貸し出し者に送り、資金を活用して購入した牛から生

まれた子牛の命名をお願いするなど、都市住民と農村の青年との交流も

深まってきている。

生き残りを目指す集落 E孟j正適正副且
都市との新しい交流を模索する rAMAワコンJ
町を挙げて、持続可能な循環型の島づくりを目指す海士町。そのまちづくりの中核を

なす「人間力推進プロジェクト」の一環として、一橋大学関満博ゼミ+海士町役場+若

者グループAMA-netとの連携により、都市と離島農村の交流事業の新しい形を模索す

るため、rAMAワゴン」を2006年にスター卜した。

日本の最先端で活躍する講師と参加者で、離島の学校で出前授業をし、また海士の最

先端の取り組みや課題を知り、参加者にも海士のまちづくりにかかわるプロジェク卜を

実施してもらう。海士という絶好のフィールドで共に教え、学び、出逢い、小さな島で

大きな感動と成長、一生の想い出と新たな仲間を得るために、AMAワコンは走る。



彩パックのシール貼り作業

生き残りを目指す集落

山村の自然を活かした「妻物Jづくり
一地域の高齢者に元気と生きがいを与える一

人口が2，000人。徳島県の山あいにある上勝町は、全国の料理庖、ホテルなどに

出される料理の名脇役と言われる、木の葉などの萎輔の生産に取り組んでいる。

町は総面積の86%が山林で、高齢者比率は48%と典型的な山村だが、恵まれた自

然を活かした個性あふれる商品づくりが盛んである。

この「彩 事業jは1986年 (昭和61年)の秋にスター卜し、現在190人の生産者がモミジや南

天、ササなど320種類の妻物を生産している。

万葉集にも伝えられたように、料理の下敷きにする「砦最」はもともと器がない時代に葉を皿

代わりに使ったことが始まりとされており、料理の新鮮さや季節感を生き生きと表現することが

できる。その演出には、自然に恵まれた当町が宣言高の商品を提供できることに気が付き、「自然

の恵みに真心添えて」を合い言葉に、地域の女性たちが日々商品化に取り組んでいる。

なんといっても頼りになるのが、地域独自のシステムを開発したことで、急ぎの注文は役場

の防災無線を使ってファクスで瞬時に対応。全体的な流れは、個々のパソコンで明日何が必要

とされているかを見ることができる。この独自の仕組みが妻物を使用する料理人に安心して届

けることカずできるE里由である。

また、地域活動としてごみゼロ運動を展開し、町から出されるゴミを34種類に分別。現在、

80%のリサイクルを行い、2020年までに町のごみをゼ口にする目標を立てている。

環境面にも力を入れており、ごみを焼却する施設

もない、ごみ収集車も走らないすばらしい環境で育

てた「葉っぱなんですよJというのが、町を挙げて
の取り組みである。「世界中探したってこんな楽しい

仕事ないでよj、満面の笑みで語るおばあちゃんの表

情は、まさに自分の居場所を見つけた幸せを実感し

ている。

上勝町風景



のれん

草間蒲生「赤かぼちゃJ2006年直島・宮浦港緑地

生き残りを目指す集落

瀬戸内海に浮かぶ現代アートの島づくり

古民家を活かしたカフェがオープン、“直島ファン"移住も

直島町は、民間事業者が美術館やホテルなどを建設したり、地域に残る古民家

を現代美術の展示に活用したり 、町内に古いものと新しいものが融合した芸術 ・

文化が入り込んできたことが端緒となり 、行政による地域づくりへの取り組みが、

始まった。

瀬戸内海の美しい自然と世界に通用する芸術・文化の拠点として、民間事業者

のベネ ッセコーポレーションによる安藤忠雄氏設計の現代アートと出会える美術

館とホテルの複合施設「ベネ ッセハウス」、古い街並みが残る本村地区の古民家

を改修し、アートの作品空間として再生する「家プロジェクトJ、 (財)直島福武
美術館財団がクロード ・モネの「箆蓮jを所蔵する「地中美術館」の開館など、
現代アートを軸にしたさまざまな取り組みが展開されている。

町もまちづくり景観条例を制定し、まち資源の発掘のために屋号のある家に「屋

号表札プレートJの設置、経費の一部を補助して古い街並みの軒先に個性あふれる
オリジ‘ナルの最瀧を掛けるなど、歴史と文化が感じられるまちづくりを進めている。

今では、昔ながらの街並みや島の自然の中に洗練された世界レベ・ルの現代アー

トがある点などが注目され、大勢の観光客が訪れるようになった。また、昨年10

クロード ・モネ・スペース 。藤塚光政

月には、SANAAの設計による直島の玄関口に

ふさわしいターミナル施設海の駅「なおしまj

が完成し、住民と来島者の交流の場と食事・土

産物の提供の場が整備され、観光客などの受け

入れ体制の充実を図った。さらに、昨年より町

民による古民家を活かしたカフェや民宿など

が次々オープンし、直島ファンとなった女性

が島へ移住し喫茶底をオープンするなど、地域

活性化にもつながiっている。

今後も活き活きとした地域づくりを推進す

るため、町民総参加で、また官民が一体となっ

て瀬戸内海に直島ありと 、存在感のある魅力

いっぱいのまちづくりに積極的に取り組んで

いきたいと考えている。小さい島でも頑張れば

やれるのだと言うことを示すことができれば

最高である。皆様のお越しをお待ちしています。

地中美術館 。藤塚光政

議王神社 @杉本博司



生き残りをかけた

「小丸川源流ルネッサンスJの闘い
宮崎県椎葉村は県の西北部、九州中央山地の

ど真ん中にあって、民謡ひえっき節のふるさと、

平家落人の村として有名な山村 (人口3300人)

である。県には五大河川があり、そのうち三大

河川|が当村を源にしており 、その つの小丸川

源流一帯が栂尾地区である。かつて91世帯523

人もいた人口は27世帯47人まで激減した。地区

の生業と言えば椎茸栽培と和牛生産、それと猫

の額ほどの田畑があるだけで、現金収入は年金

や農業の合間の土木工事や山林労務であり 、過

疎化の猛威にさらされ、集落を維持するのも困

難な状況にある。高齢化率は68%と村の平均の

倍近くも上回り一人暮らし老人は8世帯を占め
て、過疎・高齢化の進行は極限に達している。

この様な厳しい環境の中、さらに追い打ちを掛

けたのが小学校の閉校である。生き残りをかけ

た地区民の話し合いが幾度も持たれた o Iピン
チはチャンスjとして、小学校開校を地区の再

出発の日にしようと、それまでの行政に依存し

てきた姿勢を改め、「自分たちにできることは

自分たちで実践しようjとの方針が確認された。

地域の自立は地域の宝物探しから始まり 、風

土の耕し直しから手掛けた o 地域の宝として普

段気にとめていなかった小丸川は、九州ーの折

り紙付きの清流であり、ヤマメの宝庫でもある。

ホタルも戻ってきた。それに国指定の無形民俗

文化財の栂尾神楽が、ある。山菜は山ほどある。

お繕立てはそろった。

栂尾公民館主催の小丸川|源流祭りが活動の出

発である。地区民総出の河川流域の清掃、魚つ

かみ取り大会の池が急ごしらえで完成、ネムの

花が満開の河川敷に晴れ舞台ができ上がった。

祭り当日は、地区民の10倍を超える800人が参

集。魚釣り大会、魚つかみ取り 、舞台では神楽

の舞い、源流太鼓、民謡などが披露され、祭り

は最高潮に達した。後半はバーベキュー。焼き

肉の臭いの立ち込める中、心ゆくまで交流が深

まった。用意された地場特産品は飛ぶように売

れ、売り切れ御免が出るほどだった。

特筆されるのは、この運動を通じて村内初の

ミニコミ紙「絹尾ルネ ッサンス-0三Jが発行
された。心のよりどころであった学校の開校、

これに代わるものとして「ふるさとを守り抜こ

うJI地区民の心を一つにする何かが欲しいj
ーーその結果、生まれたのが情報誌である。「今

どん底の103人ふるさとの復興を目指して前進

しよう」との願いを込めて名付けられた。極限

状態にある区民の聞き直りの第一歩であった。

以来、126号の現在まで途切れることなく、地

域の情報を地域の言葉でつないできた。もう一

つの元気印は、地元女性の太鼓グループ出現で

ある。平均年齢59歳だが、村唯一の太鼓グルー

プは各地から引っ張りだこである。

学校はなくなったが、「栂尾の館Jとして老
人の共同住宅に生まれ変わった。悪路はトンネ

ルが開通して陸の孤島は返上できた。しかし超

高齢・過疎化は、深刻の度合いを深めているこ

とに変わりはなし、。限界集落のために私たちは、

命ある限り、希望を失わずルネ ッサンスを目指

して勇猛果敢に、生き残りをかけた闘いは続く

だろう。

生き残りを目指す集落

女性だけの源流太鼓

ヤマメのつかみ取り



生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

=
ァ
ィ
再
一
一
で

限
界
集
簿
Z
リ
ア
の

コミュ-

資
源
枯
渇
時
代
の
到
来
を
前
に
し
た

限
界
集
落
の
再
評
価

世
界
の
人
口
は
依
然
と
し
て
増
え
続
け
、
地
球
温
暖
化

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
へ
の
意
識
も
急
速
に
高
ま
っ

て
き
た
。
さ
ら
に
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
な
ど
の
不

足
が
現
実
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
で
お
り
、
わ
れ
わ
れ

の
社
会
が
現
在
の
ベ

1
ス
で
成
長
を
続
け
る
と
、
近
い
将

来
に
資
源
枯
渇
時
代
を
迎
え
る
こ
と
は
必
歪
で
あ
る
。
そ

の
時
、
資
源
自
給
率
の
低
い
日
本
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
日
本
は
本
来
、
決
し
て
資
源
が
乏
し
い
国
で

は
な
い
。
多
雨
地
帯
で
水
源
を
多
く
抱
え
、
そ
の
恵
み
で

山
野
が
つ
く
ら
れ
、
農
林
業
が
成
立
し
て
い
る
。
里
地
・

里
山
の
営
み
は
資
源
を
使
い
な
が
ら
資
源
を
守
る
と
い
う

仕
組
み
を
維
持
し
、
地
域
の
文
化
の
中
に
は
そ
の
た
め
の

知
恵
が
数
多
く
溶
け
込
ん
で
い
る
。
自
然
環
境
か
ら
人
々

自

を

の
暮
ら
し
ぶ
り
に
至
る
ま
で
、
自
給
的
要
素
が
多
く
蓄
積

し
て
い
る
固
な
の
で
あ
る
。

昨
今
は
、
従
来
の
活
動
が
維
持
で
き
な
い
限
界
集
落
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
発
生
し
た
根
本
原
因
は
、

戦
後
の
日
本
が
経
済
大
国
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
た
こ
と
に

あ
る
。
資
源
の
生
産
と
循
環
を
担
う
場
所
で
あ
っ
た
里

地
・
里
山
は
、
他
国
の
資
源
に
依
拠
し
た
消
費
社
会
が
形

成
さ
れ
る
過
程
で
、

一
変
し
て
利
用
価
値
の
低
い
所
と
な

っ
た
。
限
界
集
落
の
発
生
も
、
そ
の
結
果
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
。

資
源
自
給
率
の
低
い
国
で
資
源
枯
渇
時
代
を
迎
え
つ
つ

あ
る
今
、
里
地
・
里
山
の
役
割
を
見
直
す
こ
と
は
大
い
に

意
義
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
資
源
の
確
保
だ
け
で
は
な

く
、
豊
か
さ
や
安
心
の
創
造
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
限

界
集
落
の
発
生
と
今
後
の
対
応
も
、
こ
の
よ
う
な
目
的
設

定
の
中
で
考
え
て
い
く
方
が
有
効
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
課
題
は
国
を
挙
げ
て
対
処
す
る
意
義
が
あ
り
、
今
は
そ

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員

・

笠

松

浩

樹

の
た
め
の
政
策
決
定
を
積
極
的
に
進
め
、
社
会
的
投
資
を

集
中
さ
せ
る
時
期
で
あ
る
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。

限
界
集
落
発
生
の
背
景
と
メ
カ
ニ
ズ
ム

里
地
・
里
山
と
そ
こ
に
存
在
す
る
限
界
集
落
に
つ
い
て

考
え
る
に
当
た
り
、
ま
ず
は
限
界
集
落
が
ど
の
よ
う
に
発

生
し
た
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
中
山
間
地
域
で
は
、
昭

和
二
十

1
三
十
年
代
に
世
帯
・
人
口
が
最
多
と
な
っ
た

後
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
人
口
流
出
が
始
ま
る

(図
1
の
①
)
。

こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
限
界
集
落
の
世
帯
・
人
口
の
減

少
プ
ロ
セ
ス
は
お
お
む
ね
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
、

世
帯
・
人
口
の
規
模
が
元
々
小
さ
か
っ
た
集
落
は
、

高
度

経
済
成
長
期
に
在
住
者
の
流
出
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
よ
り

小
規
模
と
な
る
(
図
1
の
②
)。

ま
た
、
薪
炭
生
産
や
木
材
伐
採
な
ど
山
林
労
務
を
主
業

地域也2007・8月号27 



特集生き残りを目指す集落

と
し
て
い
た
集
落
で
は
、
燃
料
の
転
換
に
よ
っ
て
産
業
基

盤
を
失
い
、
急
激
な
世
帯
・
人
口
の
減
少
が
発
生
し
た
場

合
も
あ
る
(
図
1
の
③
)
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
高
度
経
済
成
長
期
の
後
は
、
学
校
や
病

院
、
生
活
諸
機
能
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
な
ど
を
要
因
と

し
て
、
世
帯
・
人
口
の
減
少
が

一
層
進
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

集
落
の
限
界
化
に
は
世
帯
・
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の

進
行
に
伴
っ
て
、
い
く
つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
。
図
2

の
①

1
③
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
段
階
的
状
況
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。

①

限
界
化
初
期

ぜ
い
じ
ゃ
く

集
落
機
能
は

一
部
脆
弱
化
す
る
が
、
全
体
と
し
て
は

あ
る
程
度
維
持
で
き
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
道
普
請

や
水
路
掃
除
な
ど
農
業
機
能

が
後
退
す
る
こ
と
が
多
い
。

②

限
界
化
中
期

(
限
界
化

の
臨
界
点
を
超
え
る
時
)

世
帯
数
が
活
動
に
必
要
な

数
を
下
回
る
時
(
臨
界
点
を

超
え
る
時
)
、
集
落
機
能
全

体
の
脆
弱
化
が
急
激
に
進
行

す
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
祭

り
、
道
路
掃
除
、
環
境
美
化

な
ど
の
生
活
機
能
が
後
退
す

る
こ
と
が
多
い
。

③

限
界
化
末
期

集
落
人
口
は
数
人
程
度
と

な
り
、
寄
り
合
い
な
ど
も
開

催
さ
れ
な
く
な
る
。
人
は
住

ん
で
い
る
が
、
集
落
は
機
能

的
に
消
滅
し
た
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

複
層
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
に
よ
る
対
応

1960年代
エネルギー転換(木艇の衰退)

現金収入の必要性が増大
高度経済成長期に第二次産業への税労が崎大

園中山間地減からの人口流出が始まる

他出者は.おおむね団塊世代以下

11 

団塊世代とそれ以上の世代との間
には、価値観や生活線式などにお

いて差がある

限
界
集
落
の
増
加
を
防
ご
う
と
す
る
動
き
も
出
て
き
て

い
る
。
そ
の
場
合
、
限
界
化
中
期
に
至
る
前
に
対
処
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
集
落
と
い
う
枠
組
み
が

限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
だ
け
に

一
層
の

頑
張
り
を
求
め
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

集
落
と
は
異
な
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
が
必

要
で
あ
る
。

①

地
域
自
治
組
織
に
よ
る
機
能
補
完

近
年
、
地
域
自
治
組
織
や
地
域
振
興
協
議
会
な
ど
が
設

立
さ
れ
て
い
る
。
地
域
自
治
組
織
で
は
、

住
民
の
自
発
性
に
基
づ
き
、
安
全
・
安

年

中山間地域集落の人口増減パターン

図2

年

集落限界化の模式図

人口のピークは1950-1960年代

{終戦後，

-ow--
べ~-

甜

①
¥

落

句
集
/

/ん

図 1

① 

人

口

集

落

活

動

I
li
--裳

世
帯
数
・
人
口

|

|

|
4

少

28 

心
な
暮
ら
し
の
確
立
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
る
楽

し
み
の
創
造
、
継
続
的
な
事
業
展
開
の
た
め
の
収
益
確
保

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
市
町
村
や
県
が
こ

の
よ
う
な
動
き
を
誘
引
・
支
援
し
て
い
る
事
例
も
多
い
。

地
域
自
治
組
織
は
、
大
字
や
小
学
校
区
程
度
の
複
数
集

落
を
包
含
す
る
エ
リ
ア
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
効
果
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
地
区
で
は
、
世
帯
、
人
口
、
面
積

な
ど
の
量
的
な
集
積
以
上
に
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
を
必
要

に
応
じ
て
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
例
え
ば

集
落
で
は
、
世
帯
主
で
あ
る
男
性
の
年
配
者
に
よ
る
意
思

決
定
、
代
表
者
の
輪
番
制
、
全
戸

一
致
の
原
則
な
ど
の
仕

組
み
を
有
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
地
域
自
治
組
織
で
は
、
老
若
男
女
の

参
加
機
会
の
保
障
、
複
数
の
人
材
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
群
の

形
成
、
部
会
制
に
よ
る
目
的
実
現
組
織
の
形
成
な
ど
が
重

要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
地
域
自
治
組
織
は
、
住
民
が
持
つ

多
様
な
力
の
発
揮
に
よ
っ
て
効
果
が
上
が
る
組
織
で
あ
る

と
一言
尽
え
る
。

2007・8月号辿法~~

地
域
自
治
組
織
が
集
落
単
位
で
は
で
き
な
く
な
っ
た
活

動
を
補
完
し
て
い
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
十
三

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
織
化
と
活
動
が
進
ん

で
い
る
島
根
県
出
雲
市
佐
田
町
で
は
、
い
く
つ
か
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
葬
式
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
葬
儀
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
集
落
が
あ
れ
ば
、
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ブ
ロ

ッ
ク
に
あ
る
他
集
落
か
ら
応
援
に
行
く
こ
と
を
取
り
決
め

た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
夏
場
の
草
刈
り
は
集
落
単
位
で
路
線
が
決
ま
っ

て
い
た
が
、
過
疎

・
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
集
落
で
は
、

自
前
の
割
り
当
て
分
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ



生き残り を目指す集落特集

で、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で

一
斉
草
刈
り
を

行
い
、
限
界
化
し
た
集
落
の
割
り
当
て
分
を
み
ん
な
で
カ

バ
ー
す
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。

②

目
的
縁
に
よ
る
も
う
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

現
在
は
情
報
技
術
が
進
展
し、

移
動
に
か
か
る
時
間
も

短
縮
さ
れ
、
生
活
や
就
業
の
多
様
化
も
進
ん
で
い
る
。
そ

の
た
め
、
年
齢
層
に
よ
っ
て
考
え
方
や
価
値
観
が
異
な
り
、

仕
事
面
で
の
人
間
関
係
や
交
友
関
係
が
重
視
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
従
っ
て
、
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
集
落
や

地
域
自
治
組
織
な
ど
が
、
暮
ら
し
、
産
業
、
資
源
管
理
な
ど

の
諸
機
能
を

一
手
に
担
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
加
え
て
新
た
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
レ
ベ
ル
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
に
、
特

定
の
目
的
を
実
現
す
る
目
的
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
地
縁
組
織
が
取
り
組
み
に
く
い
分
野
に

対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
目
的
設
定
と
効
果
検
証

が
行
い
や
す
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
収
益
を
得
る
た
め
の
活
動
は
、
地
縁
に
基
づ

い
て
多
様
な
住
民
が
参
加
す
る
と
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
も

あ
る
。
一

方
で
、
収
益
確
保
と
い
う
共
通
の
目
的
を
持
つ

実
働
可
能
な
人
材
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
活
動
が
進
展

す
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
農
林
地
の
維
持
管
理
は
、
高
齢
化
と
担
い
手
不

足
が
進
ん
だ
地
域
の
内
部
で
解
決
を
試
み
て
も
困
難
で
あ

る
が
、
都
市
農
村
交
流
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
農
林

地
を
使
い
た
い
意
向
を
持
つ
者
が
地
域
外
か
ら
か
か
わ
る

こ
と
で
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

資
源
自
給
時
代
に
向
け
た
里
地
・
里
山
の
再
利
用

官
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
囲
内
資
源
の
利
用
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
里
地

・
里
山
を
再
評
価
す
る
時
期
が
訪
れ
つ

つ
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
人
口
流
出
の
原
因
は
、
里
地

・
里

山
資
源
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
た
め
、
利

用
の
必
然
性
を
見
い
だ
す
こ
と
で
、
暮
ら
し
ゃ
産
業
が
再

生
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
仕
組
み
と
範
囲
を
再
構
築
し
、
こ
れ
に
目
的
縁
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重
ね
た
地
域
構
造
が
成
立
し
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

例
え
ば
、
資
源
の
再
評
価
と
所
有
者
の
管
理
意
向
の
明

確
化
に
つ
い
て
、
農
林
地
を
公
共
財
と
す
る
観
点
か
ら
、

住
民
総
参
加
方
式
に
よ
っ
て
地
域
自
治
組
織
が
担
う
。
さ

ら
に
、
目
的
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
都
市
住
民
と
の

連
携
を
進
め
、
農
林
地
の
粗
放
的
管
理
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
生

産
な
ど
の
新
た
な
利
用
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
そ
し
て
、

限
界
集
落
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の

一
環
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
る
。

中
山
間
地
域
や
過
疎
地
域
、
さ
ら
に
は
限
界
集
落
の
問

題
を
考
え
る
時
、
格
差
を
埋

め
る
だ
け
の
発
想
か
ら
は
脱

却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
代
の
格
差
と
は
、
消
費
社

会
の
も
の
さ
し
に
よ
っ
て
生

じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
価

値
観
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
い

て
も
将
来
性
は
な
い
。

資
源
の
自
給
・
循
環
と
い

う
目
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

限
界
集
落
エ
リ
ア
は
こ
れ
か

ら
最
も
可
能
性
の
あ
る
場
所

だ
と
い
う
認
識
を
持
つ
必
要

が
あ
る
。

森林組合に勤める lターン者が
山の手入れ教室を実施

写真3

迎~'Ø2007・8月号29 
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生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

集

校
利
用
の

床
鍋
と
こ
と
ん
会
(
高
知
県
津
野
町
)

柑
交
漏
施
設
が

も
た
S
す
地
燭
の
活
気

ー
ー
住
民
の
挑
戦
で
よ
み
が
え
っ
た
過
疎
地
の
集
落

、
閉
ざ
さ
れ
た
集
落
に
広
が
っ
た

f
危
機
感
と
絶
望
感

か
つ
て
は
、
私
た
ち
の
集
落
は
陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ
、

外
部
と
の
交
流
は
な
か
っ
た
が
、
子
供
が
多
く
学
校
も
あ

「
森
の
巣
箱
」
施
設
長

.

大
崎

登

り
、
子
供
な
が
ら
に
当
時
の
記
憶
で
は
平
和
で
元
気
な
集

落
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
は
い
つ
し
か
地
域

を
見
捨
て
て
い
っ
た
。

閉
ざ
さ
れ
た
地
域
、
閉
鎖
さ
れ
た
心
を
癒
す
も
の
は
何

地域住民の懇談会

伝統文化発表会

30 

も
無
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
高
齢
化
と
過
疎
化
の

一
途
を
た

ど
り
、
や
が
て
は
集
落
が
消
滅
す
る
危
機
感
と
地
域
に
未

来
は
な
い
と
の
絶
望
感
が
漂
っ
た
。
若
者
の
存
在
感
さ
え

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
せ
め
て
こ
こ
で
暮
ら
す
者
同
志
だ
け
で
も
、

一
体
感
を
持
ち
、
何
か
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
地
区
集
会

に
提
案
。
小
さ
な
廃
校
の
校
庭
に
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
付
け

て
も
ら
い
、
地
域
青
年
た
ち
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
サ

ー
ク
ル
活
動
か
ら
始
め
た
。

、
交
流
で
芽
生
え
た

f
地
域
住
民
の
自
信
と
誇
り

2007・8月号辿域~i!)

地
区
外
で
の
新
た
な
交
流
や
活
動
に
よ
り
、
私
た
ち
の

存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
少
し
ず
つ
、
や
れ
ば
で
き
る

こ
と
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
挑
戦
す
る
楽
し
き
ゃ

自
信
と
誇
り
を
感
じ
始
め
た
。

き
す
な

閉
鎖
的
な
集
落
の
若
者
た
ち
と
の
地
域
の
紳
は
深
ま

り
、
住
民
で
組
織
す
る
H

愛
校
会
μ

が
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
の
原
動
力
に
な
る
と
信
じ
た
。
地
域
は
草
木
が
覆

い
し
げ
り
、
暗
く
寂
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
交
流
を

す
る
上
で
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
感
じ
、
地
域

を
明
る
く
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

地
権
者
な
ど
に
説
明
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
何
日
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
地
域
住
民
の
全
員
参
画
で
汗
を

流
し
た
。
こ
の
よ
う
な
住
民
に
よ
る
地
域
活
動
が
、
他
の

集
落
単
位
に
も
波
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
づ
く
り

は
自
分
た
ち
の
手
で
取
り
組
む
こ
と
が
定
着
し
始
め
た
。

交
流
入
口
の
拡
大
を
目
指
し
た
集
落
独
自
の
夏
祭
り

は
、
今
で
は
地
区
外
か
ら
の
お
客
で
大
変
な
人
気
と
な
り
、

家
族
的
な
交
流
感
覚
が
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

夢
や
希
望
を
捨
て
ず
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
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ジ
し
て
き
た
。

、
廃
校
を
利
用
し
た

f
集
落
生
協
と
居
酒
屋
を
開
設

二
O
O
O年
(
平
成
十
二
年
)
、
私
た
ち
の
活
動
や
地

域
を
愛
す
る
人
々
の
願
い
に
、
廃
校
に
な
っ
て
二
十
年
余

り
の
校
舎
再
利
用
計
画
と
し
て
、
県
の
集
落
再
生
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
に
よ
る
新
た
な
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
、
そ
の
推
進
の
た
め
に
住
民
に
よ
る
「
床
鍋
と

こ
と
ん
会
」
が
発
足
し
た
。
過
疎
の
集
落
に
何
が
で
き
る

の
か
、
ま
る
で
想
像
が
つ
か
な
い
住
民
(
会
員
)
の
本
音

は
、
不
安
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

九
死
に

一
生
を
得
た
チ
ャ
ン
ス
に
、
わ
ず
か
な
夢
を
重

ね
な
が
ら
、
私
た
ち
の
地
域
を
見
捨
て
な
か
っ
た
行
政
の

期
待
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
正
念
場
で
も

あ
っ
た
。
集
落
の
人
口
は
百
人
余
り
で
、
み
ん
な
が
利
用

で
き
、
楽
し
む
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思
い
が
強

く
、
ま
ず
は
集
落
生
協
と
交
流
の
居
酒
屋
を
つ
く
ろ
う

と
な
っ
た
。

校
舎
に
は
い
く
つ
も
の
教
室
が
あ
り
、
有
効
利
用
が
難

し
い
宿
泊
施
設
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
部
の
人
が
滞

在
で
き
、
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
の
で
は
と
の
期
待
が

膨
ら
む
。
だ
が
、
「
こ
ん
な
所
へ
泊
ま
り
に
来
る
人
な
ん

か
い
な
い
し
、
お
風
呂
を
設
置
し
て
も
、
地
域
の
利
用

者
は
ま
ず
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
の
消
極
的
な
意
見
が
多
か

っ
た
。

、
過
疎
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が

f
住
民
の
意
識
を
改
革

い
ろ
い
ろ
な
創
造
や
テ
l
マ
を
考
え
な
が
ら
、
改
修
費

(~たる祭りのイ ベン 卜

ウナギのつかみ取り (夏祭り)

は
約
九
千
万
円
に
上
り
、
大
変
な
工
事
と
な
っ
た
。
着
手

か
ら
半
年
余
り
で
完
成
し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
木
造
校
舎

そ
の
も
の
が

「観
光
」
と
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
マ
ス
コ

ミ
、
旅
行
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
廃
校
に
な
っ
た
校
舎

の
再
活
用
:
:
:
農
村
交
流
施
設

『森
の
巣
箱
』
と
し
て

大
々
的
に
取
り
上
げ
た
。

宿
泊
の
予
約
や
食
事
、
日
帰
り
客
の
対
応
な
ど
、
ま
る

で
過
疎
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
的
な
感
覚
だ
ろ
う
か
、
予
期
せ

ぬ
来
客
に
驚
き
と
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
。
地
域
が

一

丸
と
な
っ
て
新
た
な
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
人
々
の
生
き
様
も
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
切

な
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
み
ん
な
が
明
る
く
、
元
気
に
、

仲
良
く
暮
ら
す
こ
と
の
意
識
改
革
だ
っ
た
。

特
に
、
高
齢
者
に
も
施
設
の

一
部
を
開
放
し
、

J
A
と

連
携
し
て
協
同
作
業
所
を
開
設
し
た
。
毎
日
仕
事
に
出
勤

す
る
目
標
も
で
き
、
お
年
寄
り
の
元
気
な
笑
い
声
が
作
業

所
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
で
あ
り
、

私
た
ち
が
地
域
活
動
に
取
り
組
む
大
き
な
目
的
で
も
あ
る
。

地
域
全
員
の
意
思
決
定
で
、
廃
校
校
舎
を
再
利
用
し
た

農
村
交
流
施
設
が
誕
生
し
て
五
年
が
た
つ
た
。
人
知
れ
ず

生
き
て
き
た
こ
の
集
落
が
、
今
は
全
国
の
人
々
の
心
の
拠

り
所
と
し
て
愛
さ
れ
る
地
域
に
変
身
し
た
。

閉
鎖
さ
れ
た
山
村
に
も
、
現
代
社
会
の
風
が
吹
き
込
み

始
め
、
活
気
が
見
え
て
く
る
。
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
た

地
域
の
文
化
と
農
村
交
流
施
設

(
学
校
)
は
、
人
々
の
交

流
か
ら
始
ま
っ
た
。

小
さ
な
集
落
に
新
た
な
時
代
の
光
景
を
映
し
な
が
ら
、

自
然
と
文
化
そ
し
て
夢
と
希
望
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に

向
け
、
私
た
ち
は
大
き
な
自
信
と
新
た
な
挑
戦
を
続
け

て
い
く
。

2007・8月号 辿域~i!)31 
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集

生
き
残
り
を
目
指
す
集
落

宮
崎
県
綾
町

自
然
生
麗
系
を
活
か
し
た

『
綾
フ
ラ
ン
ド
』
の
確
立

l

l

消
費
者
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
に
よ
る
農
業
の
活
性
化

綾
町
は
、
宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
宮
崎
市
の
西
約
二

十
キ
ロ
に
位
置
し
、
人
口
七
千
四
百
人
の
農
業
を
基
幹
産

業
と
す
る
緑
豊
か
な
農
山
村
の
町
で
あ
る
。
総
面
積
九
千

五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
森
林
が
七
千
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

(人
O
%
)
を
占
め
、
耕
地
は
七
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
八
%
)
に
過
ぎ
な
い
。
高
齢
化
は
進
ん
で
お
り
、
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
五
O
%
を
占
め
る
地
域
は
、
町
の

二
十
二
地
区
の
う
ち
五
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
北
西
部
に
は
、

三
千
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
囲

内
最
大
規
模
の
照
葉
樹
(
カ
シ
、
シ
イ
、
ツ
バ
キ
な
ど
の

常
緑
広
葉
樹
)
の
自
然
林
が
今
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
一
帯
は
、

一
九
八
二
年
(
昭
和
五
十
七
年
)
に
九
州
中

央
山
地
固
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
照
葉
樹
林
の
森
か
ら
の

湧
水
は
「
名
水
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
恵
ま
れ
た
自
然
を
背
景
に
、
「
照
葉
樹
林
都
市

・
綾」

を
基
調
と
し
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
「
自
然
生
態

系
農
業
の
町
・
綾
」
、
木
工
、
陶
芸
、
絹
織
物
な
ど
四
十

を
超
え
る
工
房
が
点
在
す
る
工
芸
で
は
「
手
づ
く
り
の

里
・
綾
」
を
掲
げ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

農
林
振
興
課

有
機
農
業
振
興
係
長

• 吉
川
直
毅

、
住
民
の
自
然
保
護
運
動
が

f
農
業
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

綾
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
的
な
背
景
と
し
て
、
囲
内

最
大
規
模
の
照
葉
樹
林
地
帯
の
伐
採
計
画
を
住
民
運
動
で

阻
止
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
自
然
保
護
は
固
定

公
園
へ
の
指
定
運
動
に
発
展
し
、
町
民
の
意
識
を
自
然
保

護
と
農
業
の
振
興
へ
と
大
き
く
変
え
、
そ
の
後
の
ま
ち
づ

く
り
は
照
葉
樹
林
の
豊
か
な
自
然
を
背
景
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
か
つ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
南
麓
部
か
ら
中
国
雲
南
省
を
経
て
西

日
本
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
照
葉
樹
の
森
に
は
、
漆
や
蚕
、

こ
う
じ
を
生
か
し
た
食
物
な
ど
共
通
の
文
化
的
特
色
が
見

ら
れ
、
日
本
文
化
の
起
源
の

一
っ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

祖
先
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
知
恵
や
生
活
文
化
を
大
事
に

し
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
を
つ
く
り
上
げ
、
自
然
の
豊

か
さ
に
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
こ
そ
が
、

綾
町
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

高
度
経
済
成
長
時
代
、
消
費
は
美
徳
と
い
う
考
え
方
の

下
で
、
非
生
産
的
な
手
づ
く
り
工
芸
品
は
認
め
て
も
ら
え

32 

ず
、
厳
し
い
時
期
が
あ
っ
た
が
、
使
う
人
の
身
に
な
っ
て

丹
念
に
作
ら
れ
る
工
芸
品
は
、
そ
の
後
少
し
ず
つ
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
五
年
(
同
六
十
年
)
に
ケ
ヤ
キ

な
ど
銘
木
を
使
っ
て
再
現
さ
れ
た
「
綾
城
」
や
工
芸
の
殿

堂
「
国
際
ク
ラ
フ
ト
の
城
」
の
完
成
で
、
綾
町
の
手
づ
く

り
工
芸
は
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在

は
綾
町
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
、
町
外
か
ら
多
く
の
工
芸
家

が
移
り
住
み
、
木
工
、
陶
芸
、
絹
織
物
な
ど
四
十
を
超
え

る
工
房
が
聞
か
れ
、

「手
づ
く
り
工
芸
の
里
」
と
し
て
綾

町
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

、
全
国
初
の

f
自
然
生
態
系
農
業
推
進
条
例
を
制
定

2007・8月号迫域~也

綾
町
の
自
然
生
態
系
農
業
は
、

一
九
七
三
年
(
昭
和
四クラフトの城



生き残りを目指す集落特集

十
八
年
)
に
「
健
康
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
の

一
環
と

し
て
、
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
に
よ
る
健
康
な
食
生
活
を
目

指
し
、
野
菜
の
種
子
の
無
料
配
布
と
一
坪
菜
園
を
奨
励
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

土
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
有
機
質
肥
料
の
確
保
の
た

め
、
し
尿
を
液
状
堆
肥
化
す
る
自
給
肥
料
供
給
施
設
、
豚

糞
を
堆
肥
化
す
る
家
畜
糞
尿
処
理
施
設
、
家
庭
の
生
ご
み

と
畜
産
廃
棄
物
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
有
効
活
用
す
る
生
活
雑

廃
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
施
設
な
ど
を
設
置
し
、
町
内
で
得
ら

れ
る
有
機
物
を
農
地
に
還
元
し
、
資
源
循
環
を
行
う
体
制

を
整
備
し
た
。

八
八
年
(
同
六
十
三
年
)
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
「
自

然
生
態
系
農
業
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
自

然
生
態
系
農
業
の
基
準
の
設
定
と
審
査
方
法
、
審
査
結
果

に
よ
る
認
証
方
法
な
ど
、
綾
町
が
責
任
を
持
っ
て
健
康
な

野
菜
を
提
供
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。

、
青
空
市
場
の
開
設
と

f
都
市
部
消
費
者
と
の
交
流

地元ケヤキを使用して再現した綾械

農
産
物
の
販
売
の
面
か
ら
は
、

一
坪
菜
園
で
作
ら
れ
た

野
菜
を
持
ち
寄
っ
て
販
売
す
る
青
空
市
場
を
開
設
し
、
町

外
消
費
者
の
高
い
評
価
を
得
て
今
日
の
「
綾
手
づ
く
り
本

物
セ
ン
タ
ー
」
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
販
売
高
約
四
億
円
の

う
ち
農
産
物
が
五

O
%
を
占
め
、
客
層
の
九

O
%
は
健
康

で
お
い
し
い
農
産
物
を
求
め
て
訪
れ
る
町
外
の
消
費
者
で

あ
り
、
「
綾
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

自
然
生
態
系
農
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
消
費
者

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
都
市
部
の
消
費
者

を
対
象
に
農
産
物
の
収
穫
を
直
接
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
、
宮
崎
市
内
の
四
百
人
を
対
象
に
「
ふ
れ
あ
い
収
穫
体

験
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

毎
年
十

一
月
に
は
「
有
機
農
業
推
進
大
会
」
を
開
催
し
、

生
産
者
・
消
費
者
約
七
百
人
が
集
い
、
農
家
の
事
例
報
告

や
講
演
な
ど
を
通
じ
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

食
文
化
の
集
い
と
し
て
開
催
す
る
「
町
と
村
を
結
ぶ
食
の

ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、
十
九
の
有
機
農
業
婦
人
部
が
地
域

の
農
畜
産
物
を
使
い
、
地
域
特
性
の
あ
る
手
づ
く
り
の
料

理
を
作
り
、
そ
の
料
理
を
囲
ん
で
消
費
者
と
生
産
者
が
交

流
を
深
め
、
故
郷
の
食
文
化
を
見
直
す
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。

、、
全
集
落
の
自
治
活
動
推
進
と

f
地
域
環
境
に
対
す
る
関
心

本物センタ

綾
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
組
織
と
し
て
、
町

内
二
十
二
の
全
集
落
に
自
治
公
民
館
組
織
が
あ
り
、
行
政

と
共
に
車
の
両
輪
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
制
度
は
、
自
ら
の
負
担
に
よ
り
自
ら
の
発
想
で

郷
土
愛
を
持
っ
て
生
活
文
化
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
活
動
は
生
涯
学
習
の
発
表
会
と
し
て
の
手
づ
く

り
文
化
祭
や
、
町
民
総
参
加
の
花
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
な

ど
、
産
業
の
振
興
か
ら
社
会
教
育
に
至
る
ま
で
広
範
に
及

ん
で
い
る
。

綾
町
の
自
然
生
態
系
農
業
の
取
り
組
み
は
、
長
い
歴
史

を
経
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
と
の
各

種
交
流
事
業
の
中
か
ら
、
生
産
者
も
「
安
心
・
安
全
な
農
産

物
を
消
費
者
に
提
供
し
た
い
」
と
の
意
識
が
高
く
、
地
域
の

環
境
に
つ
い
て
も
関
心
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
食
の
安
全
性
や

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
商
品

と
し
て
の
美
し
さ
よ
り
そ
の
産
物
の
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を

重
要
視
す
る
姿
勢
こ
そ
が
、
綾
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
基
本
で

あ
る
。
綾
町
の
農
産
物
な
ら
本
物
で
あ
る
と
い
う
、
生
産

者
と
消
費
者
と
の
信
頼
の
上
に
築
か
れ
た
H

顔
の
見
え
る

関
係
u

こ
そ
が
、
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

い
る
。
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過
疎
対
策
の
立
場
か
う

「
集
落
の
問
題
」

集
落
の
現
状
・
課
題
認
識

に
つ
い
て
考
え
る

集
落
機
能
の
維
持

・
再
構
築
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

集
落
再
編
成
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

集
落
は
、
地
域
住
民
同
士
の
生
活
を
支
え
合
い
、
森
林

な
ど
の
資
源
を
良
好
に
保
ち
、
国
土
を
健
全
に
保
つ
役
割

を
担
っ
て
お
り

(図
1
)
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の

た
め
、
集
落
の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
諜
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
国
土
交
通
省
と
総
務
省
に
お
い
て
実
施

し
た

「過
疎
地
域
等
に
お
け
る
集
落
の
状
況
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」

(平
成
十
九
年
二
月
)
で
は
、
六
万
二

千
余
の
集
落
の
う
ち
、
全
体
の
四
%
に
当
た
る
二
千
六
百

四
十

一
集
落
が
消
滅
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
、
う
ち
四
百
二

十
二
集
落
、
全
体
の

0
・
七
%
は

「十
年
以

内
に
消
滅
」
と
予
想
さ
れ
て
い
る
と
の
結
果

が
得
ら
れ
た

(図
2
)。
集
落
機
能
の
低
下
に

よ
る
具
体
的
影
響
は
、
図
3
を
御
参
照
い
た

だ
き
た
い
。
集
落
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
道

路
や
農
林
業
関
連
施
設
、
公
共
施
設
と
い
っ

た
社
会
基
盤
、
地
域
文
化
の
荒
廃
、
耕
作
放

棄
地
の
増
大
な
ど
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
跡
地
管
理
の
面
で
も
十

分
で
な
い
状
況
が
み
ら
れ
る
。

特
に
、
過
疎
地
域
に
多
く
み
ら
れ
る
小
規

模
か
つ
高
齢
化
し
た
地
域
社
会
に
お
い
て
も
、

住
民
の
生
活
が
健
全
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
、

集
落
の
機
能
維
持
・
強
化
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
、
ま
ず
集
落
再
編
成
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。

集
落
再
編
成
は
、
概
念
上
二
通
り
に
分
け
て
論
じ
ら
れ

て
き
た
。
集
落
の
空
間
的
移
転
を
伴
う

「集
落
移
転
」
と、

集
落
の
合
併
統
合
や
新
し
い
行
政
区
の
設
定
な
ど
の
移
転

を
伴
わ
な
い

「集
落
再
編
」
で
あ
る
。

前
者
の
集
落
移
転
に
関
し
て
は
、
補
助
金
や
過
疎
債
の

活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

集落機能のイメージ

:農林地や地域固有の景観、文 (

;化などの地域資源を維持・管

理する機能

ビア も
~~7B~ w ~~M~ 
農林漁業など地域の生産活動を 社会的統一性を持った共同体の中で :

地域住民が相互扶助によって補の生活 ・コミュニティが円滑に行わ ・

l 完し合いながら、生産活動の維れるために、地域住民間土が相互に :

:持 ・向上を図る機能 に 補完し合いながら生活の維持 ・向上 :

(例草刈り、道普請など を図る機能 (例 :冠婚葬祭など)

図1

過疎地減集落の機能維持の状況 ()内単位は%

今後の消滅の可能性集落数
全体

1tzz  いずれ消滅 存続
言十

北海道 22 (0.6) 186 (4.7) 3，367 (84.2) 423 (10.6) I 3，998 (100.0) 
東北圏 65 (05) 340 (2.7) 11，218 (88.1) 1，104 (8.7) 12，727 (100.0) 
首都圏 13 (0.5) 123 (4.9) 1，938 (77.2) 437 (17.4)1 2，511 (100.0) 
北陸圏 21 (1.3) 52 (3.1) 997 (59.6) 603 (36.0) 1，673 (1000) 
中部圏 59 (15) 213 (5.5) 2，715 (69.6) 1 916 (23.5) 3，903 (1000) 
近世直圏 26 (0.9) 155 (56) 2，355 (85.7) 213 (77) 2，749 (100.0) 
中国圏 73 (0.6) 425 (3.4) 10，249 (81.7) 1，803 (14.4) 12，550 (1000) 
四国圏 90 (1.4) 404 (61) 5，448 (82.6) 654 (99) 6，596 (1000) 
九州圏 53 (0.3) 319 (2.1) 13，630 (89.2) 1，271 (8.3) 15，273 (1000) 
沖縄県 口町 2 (0.7) 168 (引 )I 121 (41.6) 291 (100.0) 
全国 422 (0.7) 12，219 (3.6) 52，085 (83.6) 7，545 (12.1) 62，271 (100.0) 

図2

総
務
省
過
疎
対
策
室

課
長
補
佐

菊
地
健
太
郎
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〈
過
疎
地
域
集
落
再
編
整
備
事
業
〉

(趣
旨
)
基
幹
的
な
集
落
の
再
編
整
備
、

地
の
整
備
な
ど
を
行
う
も
の
。

(具
体
的
事
業
)

①

定
住
促
進
団
地
整
備
事
業

②

集
落
等
移
転
事
業

③

季
節
居
住
団
地
整
備
事
業

④

定
住
促
進
空
き
家
活
用
事
業

(補
助
率
)
1
/
2
以
内

定
住
団

2007・8月号迫局電~~

後
者
の
集
落
再
編
は
、
例
え
ば
維
持
が
困
難
な
集
落
と

周
辺
の
集
落
の
連
携
の
強
化
に
よ
り
、

単
体
で
は
維
持
が

難
し
く
な

っ
て
き
た
集
落
の
機
能
を
補
う
手
法
で
あ
る
。

例
え
ば
島
根
県
美
郷
町
で
は
市
町
村
合
併
を
契
機
に
集

落
の
再
編
を
行
い
、

合
併
前
の
連
合
自
治
体
の
統

一
に
つ

い
て
も
、

合
併
協
議
中
か
ら
検
討
し
、
調
整
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
広
島
県
三
次
市

(旧
作
木
村
)
で
は
、

11¥典:r過疎地域等における集部の状況に閲するアンケート調査j
(平成19{1'2月国土交通省・総務省)

集落機能の維持が困難な集落における
社会基盤などの荒廃状況

伝統的祭事の衰退
伝統芸能の。

神社・仏閣などの荒廃

耕
一
飢
か

の
の
量

林
系
水

森
態
ど
生
な
ど
水
な
下
物
地
酬
蜘河

獣曹の発生
土砂災害の。
洪水の。

撤回・段々畑などの景観の荒廃
その他集落景観の。

耕作放棄地の増大
管理放棄林の。。

住宅の荒廃
集落内道路・農道の。
集会所・公民館などの o

IJ~校などの 。
共同墓3也などの。

周排水路・ため池などの荒廃
倉庫・貯蔵庫などの。
共同作業場などの。

図3

10 20 30 40 50 60 70日

出典: r集務の哀辺による地域の社会基盤等への影轡に附する調資報告"I~" J
(、F成13年3月間上交通省)
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地方行財政関連施策解説l

集
落
単
位
で
は
実
施
困
難
と
な
っ
て
き
た
葬
儀
な
ど
に
つ

い
て
、
行
政
区
単
位
の
協
力
体
制
を
構
築
し
、

実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

集
落
の
維
持
・
機
能
強
化
の
ア
プ
ロ
ー
チ

川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
強
化

近
年
、

一
部
の
議
論
に
お
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的

・
経
済
的
に

提
供
す
る
た
め
に
は
、

集
落
を
物
理
的

・
空
間
的
に
可
能

な
限
り
集
約
す
べ
き
と
の
見
解
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
在
の
集
落
の
維
持
・
強
化
を
図
る
の
か
、

集
落

の
移
転
ま
た
は
再
編
を
図
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

集
落
住

民
の
意
思

・
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

っ
て、

単

に
効
率
性
・

経
済
性
の
観
点
か
ら
結
論
を
導
く
こ
と
は
妥

当
で
な
い
。
従

っ
て、

2
に
掲
載
し
た
集
落
の
移
転
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、

上
か
ら
の
押
し
付
け
に
よ

っ
て
行
う
べ
き

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、

第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
の
強
化
や
、

N
P
O
と
の
協
働
と
い
っ
た
取
り
組

み
が
考
え
ら
れ
る
。

京
都
府
綾
部
市
に
お
い
て
は
、

「
綾
部
市
水
源
の
里
条

例
」
を
制
定
し、

存
続
が
危
機
的
状
況
に
あ
る
集
落
を
水

源
の
里
と
し
て
位
置
付
け
、
水
源
の
里
基
金
や
補
助
金
な

ど
に
よ
る
定
住
対
策
、
都
市
と
の
交
流
、
地
域
産
業
の
育

成、

生
活
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

総
務
省
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
中
間
と
り
ま
と
め
」

(平
成
十
九
年
六
月

)(
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に
お
い
て
は
、
集
落
の
崩
壊
の

根
底
に
は
、
住
民
自
身
が
そ
の
地
域
へ
の
愛
着
な
ど
を
喪

失
す
る

「誇
り
の
空
洞
化
」
が
あ
り
、
対
症
療
法
的
な
対

策
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
地
域
を
学
び、

誇

交流居住の推進施策について

i総務省では、過疎地域の活性化を図るとともに、 田舎暮らしを求める団塊の !
:世代などの都市住民のニーズに応えるため、交流居住(交流を主たる目的とし :

; て都会と田舎を行き来するライ フス空イル)を推進している。

O交流の取組の紹介・普及ー----， ，一一一一O受入体制の整備
「過耐雌自立活性化優良事例表彰JI I r都市から地方への移住・交流の促進
過疎対策の先進的 ・モテル的な制リ|川こ関する調査J(平成19年度新規)
としてふさわしい団体を表影し、全
国過疎開題シンポジウムなどを通じ

広く紹介

意欲のある地方をモデJレ地域とし、
移住 ・交流の希望者ニーズ(例えば、
①団塊世代移住型②子育て世代移住
型③二地域往来型など)を踏まえ、受
け入れ側(地方)、都市住民側およひ両
者の橋渡し役の三者で梅成する移
住・交流の'N:け入れシステムについて
の調査研究を実施
0平成19年度予算 61，300千円

「定住促進団地量産備事業」

定住を促進するため、基幹的な集落
などに住宅団地を造成するために必
要な経費への国庫補助 (ハード)
平成19年度より空吉家を活用する事
業をメニューに追加
。平成19年度予算 178，147千円

O情報発信
「交流居住サポー ト事業」

交流居住を求める都市住民に対し
て、交流居住に関する情報をポー空
ルサイ トにより提供。また、交流居住
サポートセン宮ーにより相談を受付
また、都市住民が直接市町村担当者

に棺談できる出会いの場を都市部に
おいて開催

図4り
を
持
つ
と
い
う
運
動
が

一
方
で
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
若
干
オ
ー
プ
ン
ク
ェ
ス
チ
ョ
ン
的
な
記
述
と
な
り
恐

縮
で
あ
る
が
、

「
自
ら
の
地
域
を
学
び
誇
り
を
持
つ
」
に

は
ど
う
す
べ
き
か
。
園
、
自
治
体
、
住
民
な
ど
当
事
者
す

べ
て
が
知
恵
を
出
し
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山

交
流
居
住
の
取
り
組
み

総
務
省
は
、

「
交
流
居
住
」
、
す
な
わ
ち
都
会
と
田
舎
を

行
き
来
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
唱
し
て
お
り
、
優
良

事
例
の
紹
介
、
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
自
治
体
情
報
の

都
市
住
民
へ
の
提
供
、

交
流
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る

(図
4
)
。

都
市
居
住
者
の

「
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
、
し
て
み
た

い
」
と
の
潜
在
的
願
望
は
、
相
当
大
き
い
。
意
外
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
団
塊
の
世
代
の
み
な
ら
ず
、

二

十
代
か
ら
三
十
代
で
も
交
流
居
住

へ
の
関
心
は

一
定
程
度

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

集
落
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

・
努

力
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
自
治
体
・

住
民
の

「学
び

・
気
付
き
」
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
「
集
落
の
再
編
」
に
せ
よ

「
N
P
0
、
外
部
人

材
の
活
用
」
に
せ
よ
、

受
け
止
め
方
に
よ

っ
て
は
、
従
来
の

日
常
に
何
ら
か
の
異
物
が
投
じ
ら
れ
る
も
の
と
も
な
る
。

こ
う
し
た

「
異
物
」
を
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
と
ら
え
る

の
か
、
そ
れ
と
も
厳
し
い
現
状
認
識
に
立
っ

て
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
進
む
た
め
の
必
要
不
可
欠
な
出
来
事
と
受
け
止
め

る
の
か
、
ま
さ
し
く
自
治
体
・

住
民
の
選
択
が
迫
ら
れ
る

と
思
う

(当
然
な
が
ら
、
現
状
を
可
能
な
限
り
維
持
・
保
存

す
る
選
択
が
あ

っ
て
も
し
か
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
)
。

自
治
体
・

住
民
の
選
択
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
り

支
援
で
き
る
よ
う
に
関
係
者
の
力
と
知
恵
を
結
集
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

(文
中
、

意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
)

「過疎地域等活性化推進モデル事業」

活性化のための対策の推進に資する
地域交流イベン トに要する経費への
補助 (ソフト)
O平成19年度予算 15，750千円

O交流拠点の笠備促進
「地域間交流施設墜備事業」

地域資源を活かした人 ・文化 ・情報

等の交流を図るための施設の整備へ

の補助 (ハード) など
0平成19年度予算 377，892干円

こ
う
し
た
都
市
住
民
の
願
望
に
応
え
る
と

と
も
に
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、
こ
れ
ら

外
部
の
人
材
が
、
こ
れ
ま
で
培

っ
た
専
門
知

識
や
経
験
な
ど
を
活
か
し
て
、
地
域
で
の
生

産
活
動
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
の

面
で
地
域
に
刺
激
を
与
え、

貢
献
す
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
。

例
え
ば
島
根
県
江
津
市
に
は
、

U
I
タ
ー

ン
者
に
よ
る
特
産
品
を
活
用
し
た
企
業
や
N

P
O
活
動
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
の
事
例
が

み
ら
れ
る
。
交
流
居
住
は
、
地
域
活
性
化
を

も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め
た
取
り
組
み
で
あ

る
。
積
極
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

お

わ

り

に

泊凪Sω2007・8月号35 



え
る
手
法
と
し
て
採
用
し
た
の
が
「
地
域
勉
強
会
」

向
い
て
行
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
地
域
の
中
小
企
業
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
が
行
う
自
主
的
な
集
ま
り
、
す
な
わ

ち
地
域
勉
強
会
に
県
職
員
が
直
接
参
加
し
、
中
小
企
業
者

の
現
状
と
課
題
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
企
業
独
自
の
取
り
組

み
ゃ
必
要
な
施
策
ニ

l
ズ
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見

交
換
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
方
式
の
採
用
に
よ
っ
て
、
各
地
域
に
お
け
る
多
種

多
様
な
中
小
企
業
者
と
十
分
な
意
見
交
換
を
効
果
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
地
域
勉
強
会
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
中
小

企
業
者
の
生
の
戸
と
し
て
の
意
見
は
H

キ
ラ
ッ
と
輝
く
シ

1
ズ
u

と
し
て
、
施
策
立
案
に
結
び
付
く
も
の
だ
け
で
も

約
四
百
件
に
上
っ
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
勉
強
会

で
議
論
さ
れ
た
現
状
や
課
題
、
今
後
の
施
策
ニ

l
ズ
な
ど

に
基
づ
い
て
、
戦
略
や
条
例
の
内
容

を
検
討
す
る
組
織
と
し
て
「
千
葉
県

中
小
企
業
振
興
に
向
け
た
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。

中

企

語
信轄
の穴
告と
女子
ら地

提授
をVJ

目
3旨

わ
が
国
経
済
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
に
わ
た
る
景

気
低
迷
を
脱
却
し
、
景
気
の
回
復
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、

多
く
の
中
小
企
業
者
に
と
っ
て
は
そ
の
回
復
感
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
昨
年
は
倒
産
件
数
が
五
年
ぶ
り
に
増

加
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
千
葉
県
経
済
が
持
続
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
県
内
全
企
業
の
九
九
・
八
%
を

占
め
、
県
経
済
の
基
盤
で
あ
り
、
県
民
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
役
割
を
担
っ
て
い
る
「
中
小
企
業
者
の
元
気
」

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
県
は
、
中
小
企
業
者
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
次

に
掲
げ
る
全
国
で
も
特
徴
的
な
「
ち
ば
中
小
企
業
元
気
戦

略
」
(
二
O
O
六
年

二
一
月
)
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

「
千
葉
県
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
」

(O
七
年
三

月
)
を
制
定
し
た
。

中
小
企
業
者
の
徹
底
討
論
に
よ
る
条
例
策
定

こ
の
条
例
の
特
徴
は
、
そ
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
中

小
企
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
ゼ

ロ
ベ
1
ス
か
ら
の
議
論
を

積
み
重
ね
、
つ
く
り
上
げ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

産
業
政
策
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る

場
合
、
各
種
施
策
に
係
る
ニ

l
ズ
を
把
握
し
、
行
政
サ
イ

ド
が
案
と
い
う
形
で
取
り
ま
と
め
た
も
の
を
、
専
門
家
に

よ
る
委
員
会
に
諮
っ
た
り
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
広
く
意
見
を

聞
き
、
策
定
し
て
い
く
と
い
う
方
法

が

一
般
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
条
例
の
検
討
作
業

に
お
い
て
は
、
真
に
中
小
企
業
者
の

も
の
と
す
る
た
め
、
当
事
者
で
あ
る

中
小
企
業
者
と
共
に
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
個
々
の
意

見
・
提
案
の
背
景
に
あ
る
状
況
や
対

応
方
法
を
深
く
掘
り
下
げ
る
た
め

に
、
当
事
者
で
あ
る
中
小
企
業
者
と

の
徹
底
し
た
話
し
合
い
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。

そ
こ
で
、
中
小
企
業
者
を
取
り
巻

く
多
様
な
現
状
や
課
題
を
的
確
に
捉

• 佐
藤
忠
信

経営革新の促進(支後体制の強化、経営革新の取組の個別的、継続的な支纏等)

創業汲ひ.再生支援(フアンドや融資による資金支慢セーフテイネyトの権第等)

事業承継の円滑化(相扱支媛ネットワーヲの充実 M&.Aの活用等)

中小企業の海外展開支援(専門寂による相蹴見本市への出展等)

地域づくり、まちづくりと連織した中小企業の活性化

{中心市街地活性化のための組織・体制づ〈りを支掻大塑庖との共生等)

6 経済発展とバランスをと った規制、規制緩和の取り組み
(特区・地織再生経済活性化推進会績規制緩和部会による規制改革の推進等)

7 技術力の向上、企業連携の促進(産鑑支織妓術研究所、東葛子ウノプラザによる支樋等)
8 中小企業の IT (情報通信技術)利活用の促進

(rT専門家を派遣、πによる経営謀姐の解決・経営改革を促進等)
9 資金調達の円滑化(利用しやすい融資制度の確立直接金融による賞金間違手法の鉱充等)
10 官公需施策の推進{技術力のある企業の参入鉱大、トライアル制度の導入等)
11 相荻 ・支援組韓関、繊能の充実(創業・経営革新セン舎一、商工会等の機能強化等)
12 人材確保・人材育成(ち11仕事プラザの充実ワーヲ・ライフ・バランスの推進等)

条例に基づく中小企業の活性化に向けた取組方向

1
2
3
4
5
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こ
の
研
究
会
に
は
、
も
ち
ろ
ん
地

域
勉
強
会
で
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
1

的
な
役
割
を
果
た
し
た
中
小
企
業
者

に
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
原
動

力
と
な
り
、
勉
強
会
で
の
意
見
が
検

討
材
料
と
し
て
活
か
さ
れ
、
着
実
に

成
果
と
し
て
の
条
例
の
血
と
な
り
骨

と
な
っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
勉

強
会
や
研
究
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
、
今
後
の
取
り
組
み
の
新
た
な

方
向
性
と
し
て
、
中
小
企
業
者
の
現



場
の
目
線
を
取
り
込
み
、
白
紙
の
状
態
か
ら
検
討
が
進
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
勉
強

会
(
四
十
二
回
、
延
べ
九
百
人
参
加
)
、
研
究
会
(
十
二
回
)

を
開
催
し
、
中
小
企
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
徹
底
し
た
議

論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
者
自
ら
が
つ
く
り
上
げ

た
戦
略
や
条
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

中
小
企
業
振
興
と
地
域
活
性
化
の
好
循
環
を

二
番
目
の
特
徴
は
、
条
例
の
理
念
と
し
て
、
「
中
小
企

業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
車
の
両
輪
と
し
て
と
ら

え
、
そ
の
好
循
環
を
目
指
す
」
こ
と
を
明
示
し
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
前
述
の
戦
略
や
条
例
の
内
容
を
検
討
す
る
研
究

会
の
メ
ン
バ

ー
の
意
見
と
し
て
、
特
に
「
な
ぜ
今
、
戦

略
・
条
例
を
つ
く
る
の
か
」
と
い
う
、

い
わ
ば
理
念
の
部
分
を
「
し
っ
か
り
記

述
し
て
欲
し
い
」
と
の
熱
い
思
い
が
多

く
を
占
め
た
。

具
体
的
に
は
、
①
中
小
企
業
が
地

域
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る
役
割
や

意
義
の
明
確
化
②
中
小
企
業
が
元
気

に
な
る
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
い
う
視
点
の
明
確
化
ー
ー

な
ど
の
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
小
企
業
者
の
生
の
声

を
踏
ま
え
、
条
例
で
は
「
地
域
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
第
三
条
に
「
中
小
企
業
の
振

興
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の
向
上
お

よ
び
改
善
と
地
域
づ
く
り
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
と
が
互
い
に
密
接
な
関

千葉県中小企業の振興に関する条例の基本理念

1時代の潮流に対応した新たな中小企業活性化の必要性

/-¥ 
経涜Gゲロ-1<11.化

係
を
有
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
が
相
乗
的
に
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
規
定
し
、
そ
の
基
本
理
念
を
明
確
に
示
し
た
。

中
小
企
業
を
県
施
策
の
ま
ん
中
に

三
番
目
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
「
県
が
施

策
を
実
施
す
る
上
で
の
配
慮
」
の
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
点

に
あ
る
。
条
例
で
は
、
「
県
の
各
分
野
に
お
け
る
施
策
の

立
案
・
実
施
に
際
し
て
、
中
小
企
業
の
経
営
へ
の
影
響
に

つ
い
て
配
慮
す
る
」
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

E
U
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
小
企
業
憲
章
の
「
小
企

業
を
第

一
に
考
え
る
」
と
い
う
考
え
方
に
共
通
す
る
か
世

界
標
準
H

の
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
経
済
に
大

制E造E焚.

地方分権

2中小企業の活性化と地域の活性化の好循環の実現
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開

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
中
小
企
業
の
活
性
化
と
い
う

行
政
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
県
の
す
べ
て
の
施
策
実
施

に
際
し
て
は
、
中
小
企
業
者
へ
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
る

こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
中
小
企
業
者
を

施
策
の
ま
ん
中
に
!
」
と
い
う
趣
旨
を
明
文
化
し
た
。

政
策
評
価
を
通
じ
常
に
施
策
の
見
直
し
を

戦
略
の
策
定
、
条
例
の
施
行
後
間
も
な
い
現
段
階
で
は
、

そ
の
評
価
も
基
本
的
に
は
、
今
後
の
普
及
啓
発
や
条
例
に

基
づ
い
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
待
つ
て
な
さ
れ
る
べ
き

も
の
だ
が
、
中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
は
、
今
年

三
月
十
五
日
付
け
の
会
報
「
中
小
企
業
家
し
ん
ぶ
ん
」
に

お
い
て
、
「
特
に
、
千
葉
県
の
振
興
条
例
は
、
先
行
す
る

条
例
を
研
究
参
照
し
た
優
れ
た
内
容
で
あ
り
、
モ
デ
ル
条

例
と
し
て
今
後
大
い
に
活
用
で
き
る
」
と
報
じ
、
賞
賛
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
こ
の
条
例
づ
く
り
に
参
画
し
た
中
小

企
業
者
や
職
員
の
励
み
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
条
例
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
本

年
度
は
予
算
総
額
十
四
億
円
、
融
資
枠
と
し
て
二
千
五
百

七
十
二
億
円
、
合
計
九
十
九
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
「
ち

ば
中
小
企
業
元
気
戦
略
事
業
計
画
書
」
を
策
定
し
、
そ
の

着
実
な
実
行
を
確
保
し
た
。
専
門
家
の
派
遣
や
利
子
補
給

制
度
の
創
設
、
人
材
確
保
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、

P

D
C
A
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
政
策
評
価
を
通
し
て
、
常
に
中

小
企
業
の
現
場
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
実
効
性
の
あ
る
施
策

の
実
施
に
努
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
「
元
気
な
中
小
企
業

は
豊
か
で
住
み
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
の
原
動
力
」
と
し

て
、
地
域
に
と
っ
て
代
え
が
た
い
存
在
と
な
る
も
の
と
確

信
し
て
い
る
。

地跡~2007・8月号37 



た
め
池
を

地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
活
か
す

い
な
み
野
た
め
池
ミ
ユ
|
ジ
ア
ム
運
営
協
議
会
事
務
局

・

米

津

良

純

(兵
庫
県
東
播
磨
県
民
局
企
画
調
整
部
)

兵
庫
県
に
あ
る
た
め
池
は
約
四
万
四
千

カ
所
。
全
国

一
の
数
で
あ
る
。
農
業
用
の

貯
水
池
と
し
て
、
水
田
稲
作
の
発
達
と
と

も
に
、
主
に
降
水
量
の
少
な
い
瀬
戸
内
地

域
に
数
多
く
築
造
さ
れ
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
東
播
磨
地
域
(
明
石
市
、

加
古
川
市
、
高
砂
市
、
稲
美
町
、
播
磨
町
)

に
は
県
下
で
最
も
古
く
(
西
暦
六
七
五
年
)

築
造
さ
れ
た
「
天
満
大
池
」
の
ほ
か
、
県

下
最
大
の
た
め
池
「
加
古
大
池
」
(
満
水

面
積
四
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
希
少
動
植

物
が
生
息
す
る
た
め
池
な
ど
、
個
性
豊
か

な
た
め
池
が
あ
る
。
多
く
が
江
戸
時
代
の

新
田
開
発
や
明
治
期
の
地
租
改
正
を
契
機

に
築
造
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
た
め
池
(
現
存

数
約
六
百
カ
所
)
は
、
農
業
者
の
不
断
の

努
力
に
よ
り
保
全
さ
れ
、
現
在
ま
で
そ
の

役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
る
。

東
播
磨
の
た
め
池
の
多
く
は
水
路
で
結

ば
れ
、
群
を
成
し
て
高
密
度
に
広
が
っ
て

い
る
。
こ
の
地
域
の
特
徴
あ
る
景
観
を
形

成
し
て
お
り
、
文
化
庁
の
「
文
化
的
景
観

百
八
十
カ
所
」
や
地
球
環
境
関
西
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
「
関
西
の
風
景
百
選
」
に
選
ば
れ

て
い
る
。
ま
た
、
長
年
の
人
々
の
営
み
と

の
か
か
わ
り
の
中
で
、
た
め
池
に
ま
つ
わ

る
伝
統
行
事
や
伝
説
、
水
利
慣
行
な
ど
、

固
有
の
ρ

た
め
池
文
化
u

を
育
ん
で
き
た
。

特
に
人
口
七
十
万
人
を
擁
し
、
大
阪

・

神
戸
へ
の
通
勤
圏
で
あ
り
、
住
・
工
・
商

が
混
在
す
る
当
地
域
の
「
た
め
池
群
や
水

路
網
」
の
存
在
意
義
は
、
農
村
地
帯
の
そ

れ
と
は
少
し
異
な
る
。
農
業
用
か
ん
が
い

施
設
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
、
水
害
時
の

調
整
池
の
役
割
や
災
害
時
の
用
水
供
給
、

希
少
動
植
物
の
生
息
空
間
の
提
供
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
提
供
、

地
域
交
流
の
拠
点
な
ど
、
多
様

な
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

し
か
し
、
農
業
競
争
力
の
相

対
的
低
下
や
農
業
従
事
者
の
減

少
、
高
齢
化
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
た
め
池
群
や
水
路
網
の
十

分
な
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
加
え
て
、
生
活
雑
排

水
の
流
入
に
よ
る
水
質
悪
化
、

腐
敗
臭
の
増
加
、
不
法
投
棄
ご

み
の
増
加
と
大
型
化
、
外
来
種

の
侵
入
に
よ
る
生
態
系
の
乱
れ
や
作
物
被

害
な
ど
、
管
理
の
負
担
が
拡
大
し
て
い
る
。

水
利
関
係
者
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
管
理
体

制
だ
け
で
は
、
こ
れ
ら
た
め
池
群
が
嫌
悪

施
設
と
な
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
の

歴
史
的
・
文
化
的
財
産
で
あ
る
た
め
池
群

を
地
域
挙
げ
て
守
り
、
活
か
し
、
次
代
に

継
承
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
、

二
O
O
二
年
(
平
成
十
四

年
)
か
ら
「
い
な
み
野
た
め
池
ミ
ュ

l
ジ

ア
ム
」
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。
仕
組
み

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
三
点
。

ま
ず
、
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
核
と

な
る
「
体
制
づ
く
り
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
た
め
池
ご
と
に
管
理
者
や
地
域
団

体
、
企
業
、
学
校
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
「
た
め
池
協
議
会
」
の
整
備
を
進
め
た
。

現
在
、
五
十
八
地
区
で
協
議
会
が
結
成
さ

れ
、
活
動
を
重
ね
て
い
る
。

(下)寺田池

第
二
は
、
協
議
会
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
大
学
や
在
野
の
研
究
者
、
実

践
活
動
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
を
進
め
、
併

せ
て
農
業
者
以
外
に
も
た
め
池
群
へ
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の
講
座
を
連
続

的
に
開
催
す
る
な
ど
、
人
材
発
掘
を
進
め

て
い
る
。

第
三
は
、
た
め
池
や
水
路
そ
の
も
の
の

H

魅
力
づ
く
り
u

で
あ
る
。
花
壇
や
散
策

あ
ず
ま
や

路
、
四
阿
、
案
内
表
示
板
の
整
備
、
た
め

池
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
(
観
桜
会
、
観

月
会
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
野
鳥
・
水
生

動
植
物
の
観
察
会
、
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
、
ウ

イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
な
ど
)
の
開
催

を
通
じ
、
多
く
の
人
に
た
め
池
に
近
付
き
、

親
し
み
、
考
え
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

O
五
年
(
同
十
七
年
)
五
月
二
十
八
日

か
ら
翌
年
三
月
十
九
日
の
問
、
東
播
磨
地

域
の
た
め
池
や
水
路
を
舞
台
に
「
い
な
み

野
た
め
池
博
覧
会
」
を
開
催
し
た
。
二
百

五
十
件
を
超
す
催
事
や
展
示
に
三
十
五
万

人
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
当
ミ

ュ
l
ジ
ア
ム
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
徐
々

に
浸
透
し
て
き
で
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
取
り
組
み
の

基
本
は
「
地
域
づ
く
り
」
で
あ
り
、
そ
こ

に
暮
ら
す
住
民
の
主
体
的
な
参
画
と
協
働

が
鍵
と
な
る
。
当
ミ
ユ

1
ジ
ア
ム
が
ス
タ

ー
ト
し
て
五
年
が
経
過
し
た
が
、
こ
の
取

り
組
み
を
持
続
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め

の
課
題
は
多
い
。

(上)ため池群
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-EヨEヨE寄覆粛軍ヨー- 移住・交流の推進・地域だより

「
移
住
交
流
促
進
の
た
め
の

全
国
的
な
推
進
組
織
」
の
概
要
固
ま
る

ー
企
業
お
よ
び
自
治
体
に
参
画
を
広
く
呼
び
掛
け

i

• 

「
移
住
・
交
流
促
進
の
た
め
の
全
国
的

な
推
進
組
織
」
(
推
進
組
織
)
に
つ
い
て

は
、
「
地
域
づ
く
り
」

二
O
O
七
年
四
月

号
お
よ
び
六
月
号
で
お
伝
え
し
て
い
る
通

り
、
移
住
・
交
流
推
進
準
備
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
の
設
立
に
向
け
検
討
を
続
け
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
び
、
「
推
進
組
織
」
の
概
要
が

ま
と
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
「
推
進
組
織
」
へ
の
企

業
お
よ
び
自
治
体
の
参
画
を
広
く
呼
び
掛

け
た
い
。推

進
組
織
の
概
要

川

会

員

推
進
組
織
の
会
員
お
よ
び
年
会
費
は
下

表
の
通
り
で
あ
る

ω事
業
内
容

推
進
組
織
の
事
業
は
、

ω情
報
発
信
事

業

ω移
住
・
交
流
受
入
体
制
構
築
支
援
事

業

ω新
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
・
交
流
事
業
ー
ー

な
ど
で
構
成
す
る
。

ω情
報
発
信
事
業

「
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
や
二
地

域
居
住
」
と
い
っ
た
新
た
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、

移
住
・
交
流
へ
の
潜
在
的
希
望
を
具
体

的
な
ニ

l
ズ
に
結
び
付
け
る
た
め
の
多

角
的
な
情
報
発
信
を
行
、
っ
。

具
体
的
に
は
、

①
自
治
体
お
よ
び
企

業
の
豊
富
な
情
報
を
集
約
し
、
提
供
す

る
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
②
個
人
会

員
向
け
メ

l
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
③
移

住
・
交
流
フ
ェ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

④
情
報
発
信
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

ー
ー
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

ω移
住
・交
流
受
入
体
制
構
築
支
援
事
業

移
住
交
流
希
望
者
の
ニ

l
ズ
に
即
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
の
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
す
る
地
域

の
取
り
組
み
に
対
し
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
自
治
体
な
ど
か
ら
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
の
依
頼
や
要

請
に
応
じ
、
会
員
企
業
な
ど
か
ら
成
る

専
門
家
の
紹
介
な
ど
を
行
う
。

ω新
ビ
ジ
ネ
ス
創
造

・
交
流
事
業

会
員
企
業
・
自
治
体
な
ど
が
交
流
、

研
究
す
る
場
を
確
保
し
、
新
た
な
移
住
・

交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
支
援
す
る
。

具
体
的
に
は
、

①
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
造

研
究
委
員
会
の
実
施
②
法
人
・
自
治
体

会
員
専
用
サ
イ
ト
の
開
設
③
交
流
会
の

開
催
ー
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
の
予
定

移
住
・
交
流
推
進
準
備
委
員
会
は

O
七

年
七
月
を
め
ど
に
、
推
進
組
織
の
ス
キ
ー

ム
の
検
討
を
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

(
移
住
・
交
流
推
進
準
備
委
員
会
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、

7
2同行
¥
¥
当
者
調

-nEF--

E
Eユ-Z白
W
E・
2
・
甘
¥
同日
l

苦ロ

¥zrM-

Z
自
に
情
報
を
随
時
更
新
し
て
い
る
の
で

参
照
願
い
た
い
)
。

推
進
組
織
は
、

O
七
年
八
月
下
旬
に
発

起
人
会
、
九
月
下
旬
に
設
立
総
会
を
行
い
、

本
格
的
に
活
動
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。

推
進
組
織
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

現
在
、
企
業
お
よ
び
自
治
体
に
参
画
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

以
下
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

移
住
・
交
流
推
進
準
備
委
員
会

(
僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
内
)

T
E
L
O
三
|
三
五
一
O
l六
五
八

一

F
A
X
O
三

三

五
一
O
l六
五
人
二

明
日
巴

E
P③
む
午
宮
司

εu

区 分 会員の条件など 年会費

一般会員
当該事業に関心を持ち、推進組織の提供する情報を活用する意思の

錘 車ヰ
ある個人 (推進組織設立後に募集開始予定)。

特別法人会員 組織活動の中心となる企業・民間団体。 200万円以上

法人会員 一般法人会員
組織の事業に参画し、移住・交流ビジネスの創造にかかわる企業・

50万円以上
民間団体。

地域法人会員 移住・交流受け入れ側 (地域)を主な活動範囲とする、地元企業など。 10万円以上

都道府県会員
市町村、企業などと連携しながら移住・交流事業を積極的に展開す

30万円以上
る都道府県。

自治体会員

市町村会員
都道府県、企業などと連携しながら移住・交流事業を積極的に展開す 10万円以上

る市町村。
ただし、都道府県
が会員の場合無料

~以泌物2007・8月号39 



平
成
旧
年
度

地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

8
月
に
静
岡
で
開
催

テ
ー
マ
は
「
新
し
い
ふ
る
さ
と
"つ
く
り

5
移
住
・
交
流
の
目
指
す
も
の

5
」

り
組
み
を
、
神
戸
市
で
活
動
し
て
い
る

N

P
O法
人
シ
ニ
ア
し
ご
と
創
造
塾
の
福
富

善
麿
理
事
長
か
ら
、
熟
年
・
シ
ニ
ア
の
起

業
の
促
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
造
な
ど
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
、

そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

第
二
部
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
村
松
真
貴

子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
に
、
事
例
発

表
者
の
二
人
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

の
久
田
恵
、
山
田
晴
義
県
立
宮
城
大
学
教

授
の
両
氏
に
よ
る
「
団
塊
の
世
代
を
活
か

し
た
地
域
戦
略
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
題

す
る
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
毎
年
、
全

国
の
各
地
域
で
地
域
活
性
化
に
関
す
る
時

流
に
即
し
た
テ
1
マ
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
基
調

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

る
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
ゃ
考

え
方
な
ど
、
活
動
の
参
考
に
な
る
情
報
を

発
信
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
団
塊
の
世

代
の
大
量
退
職
が
間
近
に
迫
る
中
、
「
団

塊
の
世
代
が
地
域
を
変
え
る
!
1
ゴ
ー
ル

デ
ン
エ
イ
ジ
に
よ
る
地
域
活
性
化
1
」
と

題
し
、
宮
城
県
に
お
い
て
開

催
し
た
。
そ
の
中
で
、
基
調

講
演
は
、
木
村
政
雄
元
吉
本

興
業
附
常
務
取
締
役
を
招
き
、

「
団
塊
の
世
代
の
自
分
輿
し
」

と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。次

い
で
事
例
発
表
で
は
、

菊
谷
秀
吉
北
海
道
伊
達
市
長

か
ら
岡
市
の
移
住
促
進
の
取

シ
ヨ
ン
を
行
っ
た
。

さ
て
、
今
年
度
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
移
住
・
交
流
を

テ
l
マ
に
、
「
新
し
い
ふ

る
さ
と
づ
く
り
1
移
住
・

交
流
の
目
指
す
も
の
1
」

と
題
し
、
静
岡
県
に
お
い

て
下
記
の
通
り
八
月
に
開

催
す
る
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
を
迎
え
、
都
市

か
ら
地
方
へ
の
移
住
や
二
地
域
居
住
の
気

運
が
高
ま
る
中
、
都
市
と
地
方
の
共
生
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
、
地
域
内
外

の
交
流
を
促
進
し
、
そ
の
地
域
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
住
民
が
自

分
の
ま
ち
に
愛
着
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ

う
な
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
こ

平
成
四
年
8
月
却
日
制

日
時
却
分
1
同
時
印
分

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
ざ
れ
あ
大
ホ
1
ル

(
静
岡
市
駿
河
区
馬
淵
I

口

ー

l
)

-
入
場
料

無
料

・
定

員

3
5
0
人
(
申
込
み
先
着
順
)

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

O
基
調
講
演

「住
ん
で
よ
し
!
訪
れ
て
よ
し
!
の
街

づ
く
り
」

白
石
真
澄

(関
西
大
学
政
策
創
造
学
部
教
授
)

O
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「新
し
い
ふ
る
さ
と
e

つ
く
り
1
移
住
・

交
流
の
目
指
す
も
の
1
」

(
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
)

津
木
久
雄

(静
岡
放
送
ラ
ジ
オ
局
次
長
)

(
パ
ネ
リ
ス
ト
)

小
桜
義
明

(静
岡
大
学
名
誉
教
授
)

加

藤

仁

(ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
)

• 日
時

-
会

場

れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
に
は
必
要
で
あ

る
。
今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
白
石
真

澄
関
西
大
学
政
策
創
造
学
部
教
授
を
は
じ

め
、
静
岡
県
内
外
の
有
識
者
と
地
域
に
根

差
し
た
実
践
者
を
招
き
、
移
住
・
交
流
と

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
て
い

く
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

渡
辺
法
子

(稲
取
温
泉
観
光
協
会
事
務
局
長
)

矢

野

勝

彦

(附
日
本
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
)

{
申
込
方
法
}

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
「
地
域
づ
く
り
百
科
」
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
F
A
X
、
は

が
き
ま
た
は
メ
1
ル
で
必
要
事
項
(
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
所
属
団
体
、
電
話

番
号
)
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
後
日
、
入
場
証
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

{
お
問
い
合
わ
せ
お
申
込
み
先
}

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

企
画
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

〒

1
0
3ー

0
0
0
2

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
2

3

4

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
ロ
F

F
A
X
0
3
1
5
2
0
2
1
0
7
5
5
 

T
E
L
0
3
5
2
0
2
6
1
3
5
 

E
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス

P
2
5誌
と
門
司
島
』
匂
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重|圏直j画l
園田園1ー
養成塾

寝
食
を
共
に
し
な
が
ら

地
域
づ
く
り
を
見
聞
・
論
議

- 全園地域リーダー養成塾/地域活性化フォーラム

州
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
第
十
九

期
生
の
第
三
回
目
研
修
が
、
七
月
三
日
か

ら
六
日
ま
で
の
四
日
間
、
側
海
外
技
術
者

研
修
協
会
の
東
京
研
修
セ
ン
タ
ー
(
東
京

都
足
立
区
)
で
全
国
か
ら
四
十
人
の
塾
生

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
研
修
は
年
に

一

度
、
合
宿
形
式
に
よ
り
行
わ
れ
、
寝
食
を

共
に
し
な
が
ら
塾
生
同
士
が
交
流
を
深
め

合
う
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

研
修
初
日
、
塾
生
は
合
宿
施
設
入
り
を

前
に
、
千
葉
県
流
山
市
で
活
動
す
る

N
P

O
法
人
流
山
ユ

l
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
の
取
り

組
み
を
視
察
し
た
。
同
N
P
O
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
気
軽
に
助
け
合
え
る
関
係

を
つ
く
り
、
助
け
合
い
の
輸
を
広
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
公
的
介
護
保
険
活
動

の
ほ
か
、
調
理
、
買
い
物
な
ど
の
公
的
介

護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

駅
前
商
庖
街
の

一
角
に
整
備
さ
れ
、
高

齢
者
か
ら
子
育
て
中
の
母
親
ま
で
、
さ
ま
さ

わ

ざ
ま
な
地
域
住
民
が
触
れ
合
え
る

「茶
話

や
か
広
間
」
、
か
尊
厳
を
支
え
る
介
護
u

を

モ
ッ
ト
ー
に
家
族
と
職
員
と
の
連
携
を
密

に
運
営
す
る
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
わ
た
し
の
家
」

を
視
察
し
た
後
、
米
山
孝
平
代
表
か
ら
話

を
伺
っ
た
。

米
山
代
表
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に

仲
間
十
人
と
万
本
業
に
迷
惑
を
か
け
な
い
H

N

利
潤
を
求
め
な
い
u

な
ど
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
週
末
だ
け
活
動
す
る
有
限
会
社
を

設
立
。
そ
の
後
、
培
っ
た
人
脈
を
活
か
し

て
流
山
ユ

l
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
を
設
立
し
た
。

塾
生
は
、
同

N
P
O
が
構
築
し
た
地
域

内
助
け
合
い
シ
ス
テ
ム
の
充
実
ぶ
り
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
米
山
代
表
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
熱
意
を
肌
で
感
じ
取
っ
て

い
た
。

視
察
後
の
研
修
は
、
「
実
践
的
地
域
経

営
論
」
を
テ

I
マ
に
リ
ー
ダ
ー
塾
主
任
講

師
の
山
下
茂
明
治
大
学
大
学
院
教
授
、
田

中
正
博
田
中
危
機
管
理

・
広
報
事
務
所

長
、
城
繁
幸
J
o
p
S
L
a
b
o代
表
取
締

役
、
小
西
砂
千
夫
関
西
学
院
大
学
大
学
院

教
授
、
川
内
美
彦
ア
ク
セ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
代
表
が
講
義
し
、
各
塾
生
は
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
た
。

リ
ー
ダ
ー
塾
の
特
徴
の

一
つ
で
も
あ
る

グ
ル
ー
プ
演
習
は
、

N
&
S
ラ
l
ニ
ン
グ

の
左
口
絹
英
氏
の
指
導
の
下
、
デ
ィ
ベ

l

流山市視察 (中央:米山孝平代表)

ディベ 卜演習 (試合)の様子

ト
研
修
が
行
わ
れ
た
。
デ
ィ
ベ

l
ト
の
テ

ー
マ
は
「
日
本
の
救
急
車
の
利
用
を
有
料

化
す
べ
き
で
あ
る
」
に
対
す
る
是
か
非
か

の
論
議
で
あ
っ
た
。

こ
の
研
修
は
二
日
間
に
わ
た
る
も
の

で、

一
日
目
は
講
義
終
了
後
、
九
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
夜
遅
く
ま
で
論
理
構

築
や
そ
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
収
集
な
ど
を
行
っ
た
。
翌
日
の

か
試
合
d

で
は
、
論
理
的
思
考
と
そ
れ
を

人
前
で
表
現
す
る
訓
練
の
必
要
性
や
人
の

話
を
よ
く
聞
く
こ
と
、
さ
ら
に
聞
き
分
け

る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

ま
た
、
合
宿
初
日
の
夕
食
時
に
は
、
塾

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
か
ら
持
ち
寄
っ
た

地
酒
や
珍
味
な
ど
の
逸
品
を
、

一
言
P
R

と
と
も
に
仲
間
に
披
露
し
合
っ
た
。
地
域

産
品
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
に
つ
い
て

の
知
識
が
広
が
り
、
お
互
い
を
さ
ら
に
知

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

研
修
生
は
、
四
日
間
の
合
宿
研
修
で

一

つ
屋
根
の
下
、
講
義
や
演
習
以
外
の
長
い

時
間
を
共
に
過
ご
し
、
お
互
い
の
考
え
方

を
議
論
し
た
り
、
情
報
交
換
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
地
域
づ
く
り
に
活
か
せ
る
ヒ
ン

ト
と
な
る
交
流
を
深
め
合
っ
た
。

J証踏切

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

-

宮
本
明
人
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自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た

グ夕
日
の
里
u

と
し
て
知
ら
れ
る
宮
崎

県
五
ヶ
瀬
町
。
宮
崎
、
熊
本
、
大
分
の
県

境
に
固
ま
れ
、
四
億
三
千
万
年
前
に
九
州

で
最
初
に
海
面
に
顔
を
出
し
た
と
い
わ
れ

る
祇
園
山
を
望
む
、
人
口
四
千
八
百
人
ほ

ど
の
ま
ち
。
そ
の
小
さ
な
ま
ち
に
二
O
O

一
年
(
平
成
十
三
年
)
、
杉
田
英
治
さ
ん

(
当
時
三
十
四
歳
)
は
移
住
し
て
き
た
。

杉
田
さ
ん
は
五
ヶ
瀬
川
を
通
じ
て
自
然

環
境
の
大
切
さ
を
伝
え
、
地
域
活
性
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
る

N
P
O法
人
五
ヶ
瀬

自
然
学
校
の
理
事
長
で
あ
る
。
指
定
管
理

者
の
指
定
を
受
け
、
運
営
し
て
い
る
五
ヶ

瀬
の
里
キ
ャ
ン
プ
村
で
話
を
伺
っ
た
。

自
然
と
人
に
魅
せ
ら
れ
た
移
住

栃
木
県
出
身
の
杉
田
さ
ん
が
、
五
ヶ
瀬

町
鞍
岡
地
区
に
移
り
住
む
き
っ
か
け
は
幾

っ
か
あ
っ
た
。
杉
田
さ
ん
は
自
然
に
触
れ

合
う
生
活
を
好
み
、
東
京
で
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
夏
は
釧
路
湿
原

ま
ち
づ
く
り

で
カ
ヌ

l
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

も
活
躍
し
た
。
そ
ん
な
生
活
を
送
る
中
、

カ
ナ
ダ
で
出
会
っ
た
友
人
が
縁
で
、
五
ヶ

瀬
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
五
ヶ
瀬
を
訪

れ
た
杉
田
さ
ん
を
迎
え
た
の
が
、
豊
か
な

自
然
、
そ
し
て
魅
力
的
な
人
々
だ
っ
た
。

こ
の
印
象
が
よ
ほ
ど
強
く
焼
き
付
い
た

の
だ
ろ
う
。
子
育
て
の
時
期
を
迎
え
、
子

ど
も
を
育
て
る
環
境
に
つ
い
て
考
え
た
時

に
思
い
出
し
た
の
が
、
五
ヶ
瀬
町
だ
っ
た
。

奥
さ
ん
が
熊
本
出
身
な
こ
と
も
あ
り
、
家

族
と
も
に
移
住
し
て
き
た
。

団体プロフィール 女

設立年=平成17年3月

運営主体=NPO法人五ヶ瀬自然学校

センター長=杉田英治

会員数=24人

<事務局連絡先>

干882-1201 

宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町鞍岡6452

(電話)0982 -73 -6366 

(URL) h口p://www.gokase.org/

L一一 一一一一」

* 
/ 
/ 

住
み
始
め
る
と
、
町
に
は
か
達
人
H

が

い
る
こ
と
に
気
付
く
。
手
妙
り
釜
入
り
茶

を
作
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
世
界
的
に
有
名

な
ロ
グ
ビ
ル
ダ
l
の
元
で
修
行
し
た
お
じ

さ
ん
。
そ
し
て
、
川
の
達
人
で
あ
る
自
分
。

ま
だ
ま
だ
、
自
分
が
知
ら
な
い
達
人
た
ち

-
E
E費
d
J
d

が
地
域
に
埋
も

圃
圃
園
町
三
h
JJ
も

』

れ

て

い

る

は

)
 

司

a
d
k
c

，E事
l

s

回
右

F
告
は
怯

W
V

=
一
川

ず
。
そ
の
人
た

-
ょ
ρ
J
2
1椛

ι討
ち
が
仲
間
に
な

ι

F

h

h

-

可
色
白

砥

1
1
1
一二
曲
ι
'
B
b
と

っ

て

く

れ

れ

島
区
、
E

，d川
ば
、
面
白
い
こ

↑
￥
巳

4

日
と
が
で
き
る
ん

圃

J
-
a
E
E
E
E
--杉
じ
ゃ
な
い
か
O

F
--』
・
・
・
・
・
・
そ
の
思
い
が
、

五
ヶ
瀬
自
然
学
校
の
前
身
団
体
の
立
ち
上

げ
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
る

H

自
然
と
の
共
生
u

O
五
年
(
同
十
七
年
)
に

N
P
O法
人

化
し
て
、
ま
だ
三
年
目
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
手
掛
け
て
い
る
事
業
は
多
岐
に
及
ぶ
。

カ
ヌ
ー
だ
け
で
も
、
観
光
用
半
日
体
験
コ

ー
ス
か
ら
六
泊
七
日
の
子
ど
も
探
検
キ
ャ

ン
プ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

用
意
が
あ
る
。
単
な
る
カ
ヌ

l
操
作
だ
け

で
な
く
、
環
境
教
育
や
レ
ス
キ
ュ
ー
法
、

環
境
美
化
な
ど
、
川
と
共
生
で
き
る
メ
ニ

ュ
ー
も
あ
る
。

環
境
美
化
メ
ニ
ュ
ー
の
場
合
、
時
に
は

42 

不
法
投
棄
さ
れ
た
冷
蔵
庫
ま
で
拾
い
、

回
で
ト
ラ
ッ
ク

一
台
分
の
ゴ
ミ
を
回
収
す

る
と
い
う
。「
カ
ヌ

l
で
川
の
環
境
美
化

に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
今
度
は
ゴ

ミ
を
捨
て
る
大
人
た
ち
に
注
意
す
る
よ
う

に
な
る
」
と
、
杉
田
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

川
を
守
る
た
め
、
植
林
の
お
手
伝
い
や

雑
木
の
苗
作
り
に
も
活
動
を
広
げ
て
い

る
。
今
で
は
学
校
の
授
業
で
も
川
で
の
活

動
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

か自
然
と
の
共
生
u

や
ρ

今
あ
る
自
然
が
当
た
り
前
で
な
い
u

こ
と
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に

考
え
て
い
る
。

2007・8月号:j邸減匂

子
ど
も
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
学
校

五
ヶ
瀬
自
然
学
校
で
は
、
別
の
学
校
も

運
営
し
て
い
る
。
放
課
後
の
子
供
の
居
場

所
「
ご
か
せ
風
の
子
自
然
学
校
」
が
そ
れ

だ
。
田
ん
ぼ
や
畑
の
農
作
業
を
は
じ
め
、

竹
馬
、
コ
マ
ま
わ
し
、
ス
キ
l
、
パ
ソ
コ

ン
、
宿
題
げ
と
い
っ
た
、
多
様
な
メ
ニ

ュ
ー
を
学
年
間
わ
ず

一
緒
に
な
っ
て
楽
し

ん
で
い
る
。

塾
が
遠
く
隣
近
所
も
離
れ
て
い
る
子
ど

も
が
多
い
地
域
で
は
、
家
に
帰
っ
て
も
周

り
に
友
達
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
あ

る
。
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、

都
会
よ
り
む
し
ろ
田
舎
の
ほ
う
が
深
刻

だ
。
こ
の
現
状
を
変
え
て
い
き
た
い
と
考

え
た
杉
田
さ
ん
が
三
年
前
か
ら
旧
役
場
跡



地域づくり団体探訪• 
を
借
り
て
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
始
め
た
。

こ
の
学
校
は
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

工
夫
も
凝
ら
し
て
い
る
。
町
な
ど
か
ら
年

三
百
万
円
の
援
助
が
あ
る
と
は
い
え
、

一

回
百
円
、

一
カ
月
最
大
千
円
と
い
う
安
い

利
用
料
だ
。
ま
た
、
学
童
保
育
と
違
い
、

保
護
者
の
就
労
証
明
が
い
ら
な
い
こ
と

や
、
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
さ
も
人
気
を
集
め

る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

O
五
年
(
平
成
十
七
年
)
度
二
十
人
で
始

ま
っ
た
ご
か
せ
風
の
子
自
然
学
校
は
、
今

で
は
四
十
八
人
ま
で
増
え
、
鞍
岡
地
区
の

生
徒
の
う
ち
四
分
の
三
が
登
録
し
て
い

る
二

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

一
緒
に
遊
ば

せ
る
こ
と
で
学
校
の
主
旨
の

一
つ
で
あ
る

子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
興
し
た
。

要
望
は
あ
る
が
実
現
す
る
た
め
に
は
思

い
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
担
い
手
の
育
成

が
課
題
だ
ろ
う
。
年
間
二
百
七
十
日
を
開

校
す
る
杉
田
さ
ん
た
ち
は
「
ほ
か
の
地
域

も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
け
ど
、
大
変
さ
は

よ
く
分
か
る
か
ら
」
と
残
念
そ
う
に
話
し

て
く
れ
た
。

カヌー教室

杉
田
さ
ん
自
身
、
「
自
分
を
見
て
、
こ

そ
こ
そ
話
し
て
い
る
人
が
い
て
も
ほ
め
て

も
ら
っ
て
る
」
と
笑
い
飛
ば
す
ほ
ど
、
前

向
き
な
人
柄
だ
。
活
動
だ
け
で
な
く
、
そ

の
人
柄
か
ら
だ
ろ
う
。
N
P
O法
人
の
会

員
を
は
じ
め
、
周
囲
に
協
力
者
が
何
人
も

い
る
。
そ
の

一
人
が
、
長
崎
市
か
ら
脱
サ

ラ
し
て
き
た
砥
上
宏
志
さ
ん
だ
。

五
年
前
、
五
ヶ
瀬
の
ス
キ
l
場
で
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
杉
田
さ
ん
と

出
会
い
、
翌
夏
の
カ
ヌ

I
で
意
気
投
合
。

五
ヶ
瀬
町
に
移
住
し
五
ヶ
瀬
自
然
学
校
を

手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
「
収
入
は
五
分

の
一
に
な
っ
た
け
ど
、
何
を
大
事
に
生
き

る
か
を
考
え
た
ら
五
ヶ
瀬
に
来
る
こ
と
に

抵
抗
は
な
か
っ
た
」
と
、
砥
上
さ
ん
は
胸

を
張
る
。
今
で
は
、
常
勤
ス
タ
ッ
フ
四
人

の
中
の
大
事
な

一
人
だ
。

地
域
商
品
創
出
と

移
住
促
進
の
取
り
組
み

カ
ヌ

I
体
験
、
リ
バ

l
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
販
売
、
釜
入
り
茶
手
作
り
体

験
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
運
営
・
:
。
五
ヶ
瀬
自
然
学
校
は
、

単
な
る
環
境
型

N
P
O
と
い
う
枠
を
超

え
、
地
域
に
も
人
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
連
鎖

を
与
え
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。

今
後
、
五
ヶ
瀬
自
然
学
校
を
ど
う
し
て

い
き
た
い
の
か
を
再
び
杉
田
さ
ん
に
聞
い

た
。
杉
田
さ
ん
の
答
え
は
、
今
ど
の
地
方

で
も
共
通
の
課
題
だ
っ
た
。
「
自
然
豊
か
な

五
ヶ
瀬
に
住
み
た
い
と
思
っ
た
人
が
こ
こ

に
住
め
る
よ
う
、
雇
用
を
つ
く
り
た
い
。

田
舎
で
生
活
で
き
る
ぐ
ら
い
の
年
収
は
確

保
で
き
る
よ
う
な
仕
事
を
つ
く
り
た
い
」
。

そ
の
た
め
に
、
杉
田
さ
ん
は
、
す
で
に

先
の
こ
と
を
見
据
え
て
い
た
。
既
存
の
事

業
の
う
ち
、
カ
ヌ

l
部
門
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
制
度
を
活
用
し
、
四
十
艇
ま
で
カ

ヌ
ー
を
増
し
た
。
団
体
の
受
け
入
れ
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
学
校
な
ど
も
っ
と

積
極
的
に
受
け
入
れ
た
い
考
え
だ
。

ま
た
、
新
規
事
業
も
次
々
と
構
想
中
だ
。

例
え
ば
、
釜
入
り
茶
の
入
浴
剤
。
お
茶
の

商
品
価
値
は
長
く
て
も

一
年
で
、
売
れ
残

っ
た
お
茶
は
破
棄
し
て
き
た
。
そ
の
破
棄

し
て
き
た
お
茶
の
葉
を
入
浴
剤
と
し
て
再

活
用
し
て
い
く
。
釜
入
り
茶
の
特
性
か
ら

香
り
が
強
く
、
そ
の
特
性
を
う
ま
く
商
品

化
す
る
こ
と
で
鞍
岡
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
る
狙
い
だ
。

恵
ま
れ
た
水
系
か
ら
取
れ
た
米
も
地
域

ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
し
て
売
り
出
す
。
さ
ら

に
は
、
空
き
家
再
生
事
業
に
も
乗
り
出
し

て
い
る
。
空
き
家
を
修
繕
し
、
賃
貸
事
業

を
行
う
こ
と
で
、
五
ヶ
瀬
に
住
み
た
い
人

に
移
住
定
住
を
促
進
し
た
い
考
え
だ
。
自

然
の
恵
み
と
い
う
貴
重
な
地
域
資
源
を
最

大
限
活
用
し
な
が
ら
、
町
を
元
気
に
し
た

い
。
そ
う
願
っ
て
い
る
。

地
域
・
人
と
の
共
存
共
栄
を

前
述
の
通
り
、
杉
田
さ
ん
夫
婦
も
砥
上

さ
ん
も
五
ヶ
瀬
町
の
出
身
者
で
は
な
い
。

し
か
し
、
取
れ
た
て
の
野
菜
な
ど
を
も
ら

う
な
ど
、
今
で
は
す
っ
か
り
五
ヶ
瀬
の
人

だ
。
元
か
ら
い
る
町
民
と
の
関
係
は
ど
う

だ
ろ
う
か
?
町
役
場
も
、
当
初
こ
そ
い

ぶ
か
し
が
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
「
驚
く

ほ
ど
協
力
的
だ
」
そ
う
だ
。
杉
田
さ
ん
は

言
い
切
る
。
「
土
の
人
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
か
ら
、
風
の
人
も
活
き
る
」
と
。
お
互

い
を
認
め
合
う
思
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

空
き
家
再
生
事
業
に
取
り
組
む
時
、
よ
そ

者
で
あ
る
杉
田
さ
ん
に
空
き
家
を
紹
介
す

る
人
が
い
る
の
が
何
よ
り
そ
の
証
明
だ
。

「人
と
自
然
と
の
つ
な
が
り
を
知
り
、

人
と
人
を
つ
な
げ
た
い
」
五
ヶ
瀬
自
然
学

校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
さ
れ
た
言
葉
通

り
、
五
ヶ
瀬
の
人
の
輪
は
、
新
た
な
つ
な

が
り
へ
と
結
び
付
い
て
い
る
。

泊凪~i!ì2007・8月号
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タ
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・
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篭
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茅
古
耳
き
屋
根
を

地
域
の
資
源
に

「
筑
波
流
茅
手
」
の
ふ
る
さ
と

八
郷
地
区

か
つ
て
日
本
中
ど
こ
で
も
、
農
家
と
い

か
や
ぶ

え
ば
「
茅
葺
き
屋
根
」
で
あ
っ
た
。
昭
和

三
十
年
代
以
降
、
そ
の
数
は
減
少
を
続
け

る
半
面
、
現
存
し
て
い
る
茅
葺
き
屋
根
の

民
家
群
は
、
観
光
資
源
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
。

今
回
、
紹
介
す
る
「
や
さ
と
茅
葺
き
屋

根
保
存
会
」
の
活
動
拠
点
で
あ
る
茨
城
県

石
岡
市
八
郷
地
区
は
、
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、

筑
波
山
系
の
ふ
も
と
に
広
が
る
田
園
地
帯

で
あ
る
。
東
京
か
ら
七
十
五
キ
ロ
、
電

車

・
パ
ス
で
約

一
時
間
半
と
い
う
ア
ク
セ

ス
の
良
い
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
自
然
豊

か
な
地
域
で
あ
る
。

現
在
、
同
地
区
に
は
約
七
十
棟
の
茅
葺

き
屋
根
の
民
家
が
あ
り
、
地
区
全
体
に
散

在
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
築
百
年
か
ら

二
百
五
十
年
を
経
過
し
て
お
り
、
現
在
も

こ
の
地
域
で
農
林
業
を
営
む
住
居
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
屋
根
の
葺
き
方
は
「
筑

波
流
」
と
い
わ
れ
る
日
本
屈
指
の
技
巧
と

装
飾
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
特

徴
は
、

①
何
層
に
も
重
ね
ら
れ
た
軒
付
け

②
屋
根
の
「
ぐ
し
」
と
呼
ば
れ
る

一
番
上

の
仕
上
げ
③
そ
の
両
脇
の
「
き
り
と
ぴ
」

の
装
飾
ー
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
民
家
が
造
ら
れ
た
背
景
に

は
、
こ
の
地
域
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、

農
産
物
の
大
消
費
地
で
あ
る
江
戸
に
近
い

と
い
う
立
地
条
件
に
よ
り
、
古
く
か
ら
経

済
的
に
恵
ま
れ
た
農
家
が
多
か
っ
た
こ
と

o団体プー

に
起
因
す
る
。
そ
の
た
め
、
家
ご
と
に
競

い
合
っ
て
茅
葺
き
屋
根
を
造
り
上
げ
た
こ

と
が
、
こ
の
地
域
で
の
技
術
を
発
展
さ
せ
、

「
筑
波
流
茅
手
」
と
い
わ
れ
る
茅
葺
き
職

人
が
生
ま
れ
た
。

地
域
の
茅
葺
き
民
家
保
存
に

立
ち
上
が
る

保
存
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
鈴
木
俊
勝

事
務
局
長
に
話
を
伺
っ
た
。
鈴
木
さ
ん
は

保
存
会
設
立
以
前
か
ら
旅
行
や
観
光
に
興

味
を
持
ち
、
「
筑
波
山
麓
七
人
の
侍
の
会
」

や
「
八
郷
ふ
る
さ
と
の
史
跡
守
り
隊
」

「
や
さ
と
里
山
体
験
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
鈴
木
さ
ん
に
二
O
O
一二
年
(
平
成

十
五
年
)
、

当
時
の
八
郷
町
(
現
石
岡
市
)

商
工
観
光
課
長
か
ら
、
「
八
郷
の
た
め
に

何
か
残
せ
な
い
か
」
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
、
「
茅
葺
き
屋
根
の
民
家
」
以
外

な
い
と
考
え
た
と
い
う
。

当
時
、
八
郷
の
茅
葺
き
屋
根
の
民
家
は
、

一
般
の
人
た
ち
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在

が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
観
光
施
設
で

も
な
く
、
ト
タ
ン
に
覆
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
残
っ
て
い
る
の
は
、
農
林
業
を
営
み
な

が
ら
大
切
に
伝
統
的
生
活
文
化
を
守
り
続

け
て
き
た
地
域
住
民
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力

が
あ
っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
思

っ
た
。
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そ
こ
で
、
八
郷
地
区
の
茅
葺
き
屋
根
の

民
家
を
保
存
す
る
た
め
、
「
や
さ
と
茅
葺

き
屋
根
保
存
会
」
(
設
立
当
初
は
「
八
郷

町
茅
葺
屋
根
保
存
会
」
)
を
立
ち
上
げ
た
。

ま
ず
は
、
茅
葺
き
民
家
の
マ
ッ
プ
を
作

り、

一
般
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
動
き
始

め
た
。
仲
間
と
同
年
六
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
調
査
を
行
い
、
民
家
所
有
者
の
掲
載

了
解
が
得
ら
れ
た
三
十

一
棟
の
所
在
地
と

写
真
を
掲
載
し
た
「
や
さ
と
茅
葺
き
民
家

め
ぐ
り
」
が
完
成
し
た
。

マ
ッ
プ
作
成
の
功
罪
と

茅
の
確
保

事務局長の鈴木俊勝さん

と
こ
ろ
が
、
茅
葺
き
民
家
マ
ッ
プ
を
出

し
た
途
端
に
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。
東

京
近
郊
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
場

所
が
あ
る
と
知
れ
渡
っ
た
こ
と
で
、
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
だ
が
、
所
有
者
の
ほ
と
ん

ど
が
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
た
め
、
昼
間

は
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
休
憩
時
間

や
昼
食
で
家
に
戻
る
と
、
家
の
敷
地
内
で
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知
ら
な
い
人
と
ば
っ
た
り
会
う
こ
と
に
な

る
。
も
と
も
と
農
村
で
交
流
が
少
な
い
地

域
に
数
多
く
の
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に

な
り
、
い
ざ
こ
ざ
が
起
き
た
。

さ
ら
に
、
マ
ッ
プ
に
注
意
書
き
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
勝
手
に
家
の
中
に
立
ち
入

り
、
見
ら
れ
た
く
な
い
生
活
の

一
部
ま
で

写
真
撮
影
す
る
な
ど
、
マ
ナ
l
の
悪
い
人

も
現
れ
始
め
た
。
茅
葺
き
農
家
に
と
っ
て
、

マ
ッ
プ
が
で
き
た
こ
と
は
デ
メ
リ
ッ
ト
で

し
か
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
保
存
会
と
し
て
、
茅
葺
き
農
家

の
所
有
者
に
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
と
考
え
た
。
同
地
区
で
も
茅

葺
き
屋
根
は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
そ

の
原
因
と
し
て
茅
が
高
価
な
た
め
必
要
な

量
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
影
響

し
て
い
た
。

保
存
会
の
相
談
役
で
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
安
藤
邦
広
筑
波
大
学
教
授
か
ら
、

ば
市
に
あ
る
大
学
共

同
利
用
機
関
法
人
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

研
究
機
構

(
K
E
K
)

の
研
究
所
敷
地
内
に

良
質
の
茅
が
群
生
し

て
い
る
と
聞
き
、

K

E
K
に
対
し
て
刈
り

取
り
交
渉
を
行
っ
た
。
交
渉
は
安
藤
教
授

の
協
力
を
得
な
が
ら

一
年
を
要
し
た
が
、

O
四
年
(
同
十
六
年
)
か
ら
茅
の
確
保
に

着
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

初
回
の
同
年
に
は
、
四
日
間
で
延
べ
六

十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
約
百

駄

(
一
駄
は

一
広
の
縄

で
縛
っ
た
茅
の
束
が
六

束
)
の
茅
を
刈
り
取
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

茅
を
五
軒
の
茅
葺
き
屋

根
の
民
家
所
有
者
に
提

供
し
た
。一

年
目
は
茅

を
運
搬
費
程
度
で
提
供

し
た
。

-つ
く

iKEKJ敷地内での茅刈り

技巧が凝らされた装飾は茅手の腕の見せどころ

何層にも重ねられた「軒付け」

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
賄
い
や
機
材
の

借
り
上
げ
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
大
赤

字
に
な
っ
た
。
二
年
目
以
降
、

か
か
っ
た
経
費
分
を
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た
が
、
そ
れ
で
も
市

場
か
ら
購
入
す
る
よ
り
も
は
る

か
に
安
価
で
提
供
で
き
る
。
茅

の
入
手
が
容
易
に
な
る
こ
と
で
、

「
茅
葺
き
屋
根
を
や
め
よ
う
」
と

思
っ
て
い
た
農
家
が
、
「
も
う

一

世
代
は
直
し
て
み
ょ
う
か
」
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
。

こ
の
刈
り
取
り
作
業
は
毎
年

冬
に
行
わ
れ
、

O
六
年
(
同
十
八
年
)
に

は
延
べ
百
四
十
人
が
参
加
、
約
三
百
駄
を

確
保
し
、
提
供
し
た
家
も
十
二
軒
と
活
動

は
広
が
り
続
け
て
い
る
。

後
継
職
人
確
保
が
最
大
の
課
題

全
国
の
茅
葺
職
人
の
あ
こ
が
れ
の
的
で

あ
る
「
筑
波
流
茅
手
」
。
か
つ
て
は
、
筑

波
山
周
辺
に
五
、
六
人
の
職
人
集
団
が
十

数
組
あ
り
、
八
十
人
を
超
え
る
人
が
従
事

し
て
い
た
。
現
在
は
、
職
人
す
べ
て
が
七

十
五
歳
以
上
で
、
数
人
だ
け
に
な
っ
た
。

茅
葺
き
民
家
の
中
に
は
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
る
が
、
技

術
が
継
承
で
き
な
い
こ
と
に
は
保
存
も
難

し
く
な
る
。
職
人
の
後
継
者
を
育
成
す
る

た
め
、
石
岡
市
の
嘱
託
職
員

一
人
が
修
行

中
だ
が
、

一
人
前
に
な
っ
た
と
し
て
も
職

人
の
数
は
絶
対
的
に
足
り
な
い
。

「
茅
の
確
保
は
で
き
た
。
K
E
K
の
敷

地
内
だ
け
で
、
県
内
の
茅
葺
き
屋
根
を
維

持
す
る
だ
け
の
茅
が
あ
る
。
し
か
し
、
茅

手
の
後
継
者
が
い
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
最
終
目
標
は
後
継
者
育
成
だ
」

と
鈴
木
さ
ん
は
訴
え
る
。

日
本
の
農
家
の
く
ら
し
と
密
接
に
関
係

し
て
き
た
茅
葺
き
民
家
。
保
存
へ
の
取

り
組
み
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
る
。

迫凪重主制2007・8月号
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光
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一

センターホームページ

には、[地減活性化]

検索で

新
理
事
長
に
石
田
直
裕
氏

問
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
第
八

十
四
回
理
事
会
が
、
七
月
十
九
日
に

開
催
さ
れ
、
(
合
合
靖
夫
理
事
長
の
七

月
三
十
一
日
付
け
退
任
と
石
田
直
裕

前
総
務
省
行
政
管
理
局
長
の
八
月
一

日
付
け
理
事
長
就
任
を
決
め
た
。

石
田
新
理
事
長
は
、
「
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
総
人
口
の
減
少
な
ど
大
き

な
社
会
の
変
化
の
中
で
、
当
セ
ン
タ

ー
の
役
割
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。
私
と
し
て
は
こ

れ
ま
で
の
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
と
れ
ま
で

以
上
に
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
。

総務省地方行財政重点施策および

地域活性化施策説明会開催のご案内

(財)地域活性化センターは毎年、全国各地の地方公共団体

を対象として、総務省による来年度の重点施策の説明と併

せ、当センターが行う助成事業を中心とした各種業務の説

明会を開催しています。

今年度の説明会は、 9月18日(火)~ 10月 11 日 (木) の期

間に、 岩手・山形・茨城・神奈川・山梨・富山・三重・奈

良・和歌山・山口・香川・大分・熊本・沖縄 の14会場に

て開催します。ぜひご参加ください。各会場と開催日程芯

どは、当センターのホームページをご覧ください。

<申し込み方法>

各地方公共団体の地域振興担当課などにお配りした申し

込み用紙に必要事項をご

記入の上、 FAXIこてお申
込いただくか、当センタ

ーのホームページからお

申込みください。

※各会場の定員になり次

第締め切ります。 石田直裕新理事長

海外調査団のご案内ヨーロッパ地域づくり

当センターは現在、全国60の大会を
「スポーツ拠点づくり推進事業」として承

認しています。現在、 2008年からの大会
について、新規に承認を希望する市町村を

募集しています。締め切りは07年9月28
日(金)まで。審査はスポーツ拠点づくり推

進委員会が行い、承認されたものは同20
年より助成を受けることができます。

-詳しくは当センターホームページまた

は担当まで。

〈担当〉情報サービス課 渡井 ・高橋

〈電話>03-5202-6135 

当センターは毎年、先進的な地域づくりを調査-研究するための海外

調査団を派遣しており、参加者かう好評をいただいております。

2007年度(平成19年度)は、次のコースを企画しましたので、ぜ
ひご参加ください。

。住民参加による環境に配慮したまちづくり

アムステルフェーン市(オランダ)

行政と住民 -民間との協働による環境政策やまちづくりの取り

組みについて調査します。

。地域資源を活かしたまちづくり

北部アイフェル地区自然公園協会(ドイツ)

地域ブランド育成による「自然保護とツーリズム」をキーワード

とした、地域資源を活かしたまちづくりについて調査します。

。民間活力導入、官民協働によるまちづくり

バルセロナ旧市街振興公社(スペイン)

官民パートナーシッブの究極モデルとして構築した22@bcnブ
ロジ‘工ク卜など、官民協働による都市の再生について調査します。

。少子高齢社会におけるまちづくり

テビー市(スウェーテ"ン)

スウエーテ、ン特有の保育施設である公開児童センターなど、包

括的な子育て支援と育児環境整備の実際について調査します。

07年10月8日(月)~ 19日 (金)

618，000円
20人程度
企画調査課へ。

TEL 03-5202-6133 FAX 03-5202-0755 
E-mail IくikalくしJcyousa@jcrd.jp

-日程

・費用

。募集人員

.お申込み
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山
彩
る

司
・
昌
国
司

泊
」
の
産
出
地
・

・
』
咽
圃
明

久
慈
市
は
、
三

・

司

H
・a・

陸
と
い
う
名
称

で
お
な
じ
み
の
陸
中
海
岸
国
立

公
園
の
北
端
に
位
置
し
て
い
る
。

平
成
十
八
年
三
月
六
日
に
旧
山

形
村
と
合
併
し
、
人
口
約
四
万

人
、
東
西
三
十
五
・
八
キ
口
、

南
北
三
十
二
キ
口
、
面
積
六
百

二
十
三
平
方
キ
ロ
で
、
ほ
ぽ
東

京
二
十
三
区
と
同
じ
広
さ
を
持

つ
市
で
あ
る
。

市
の
東
部
は
太
平
洋
に
面
し
、

豪
壮
な
断
崖
と
岩
礁
が
連
な
り
、

西
部
は
北
上
山
系
に
属
し
て
い

る
。
険
し
い
山
々
に
固
ま
れ
、

日
本
一
の
白
樺
林
と
言
わ
れ
る

平
庭
高
原
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
高

山
植
物
や
ツ
ツ
ジ
が
群
生
し
、

清
流
に
そ
そ
り
立
つ
奇
岩
怪
石

久慈市は日本随ーの

琉泊の産出地岩
手
県

海
奏
で
る

の
多
い
久
慈
渓
流
と
相
ま
っ
て
、

心
を
奪
わ
れ
る
美
し

・

nM

さ
で
あ
り
、
県
立
自

圃

'Lr

然
公
園
に
指
定
さ
れ

・
・
圃

て
い
る
。

・
・
・
田

地
域
資
源
も
豊
富

.

.
 
.
 

で
、
国
内
最
大
の
「
琉

.

.

 
.
 

泊
」
の
産
出
地
で
あ

.

.

 
.
 

り
、
日
本

(東
洋
)
で

.

.

 
.
 

唯
一
の
琉
泊
専
門
博

|
|
|

物
館
「
久
慈
琉
泊
博
物
館
」
が

あ
る
。
久
慈
の
琉
泊
は
、
そ
の

暖
か
い
色
合
い
や
、
や
さ
し
い

肌
ざ
わ
り
が
特
徴
。
縄
文
時
代

中
期
に
採
掘
さ
れ
、
古
墳
時
代

に
は
既
に
奈
良
地
方
へ
運
ば
れ

て
い
た
こ
と
が
、
遺
跡
出
土
品

か
ら
分
か

っ
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
、
そ
の
自
然
が
生

み
出
す
四
季
折
々
の
「
山
の
幸
」

琉
泊
の
里

「やませ」によって
発生した霧

「
海
の
幸
」
と
と
も
に
、
こ
の
地

に
住
む
人
々
の
「
琉
泊
」

の
よ
う
に
温
か
く
や

さ
し
い
人
柄
が
こ
の

ま
ち
の
魅
力
で
あ
る
。

市民総参加の

久慈秋まつり
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CORNER EVENT 

女日本橋プラザビルイベントスペース・9月5日
近畿6府県首都圏観光連絡協議会

・9月6日~ 7日
田辺市(和歌山県)

・9月 12日~ 14日
群馬県

・9月20日~21 日
甲府市出晶協会

・9月 27日~28日
市川市(千葉県)

c*は仮題)
S月

.8月20日~22日

兵庫県

豊かな自然と昧覚を求めて~コウノトリ

舞う郷兵庫-但馬~

・8月27日~31 日
福井県

福井県

(*は仮題)

*日本橋プラザピル

イベントスペース

・8月 6日~8日
山梨県

・8月23日~24日
掛川市(静岡県)

・8月 28日~29日
徳島県

*ふるさと情報プラザ

・9月 3日~7日
長野県町村会

長野県観光物産展*・9月11 日~ 13日
枝幸町(北海道)

秋昧 j毎の幸物産展*

・9月 19日~21 日
北川辺町(埼玉県)

北川辺町産コシヒカリPR展*・9月25日
小田原市(神奈川県)

小田原ブランド、PR展*

・9月26日~28日
鏡野町(岡山県)

鏡野町観光物産展*

(写真)
3-近江上布~夏の装い (6/4-8)
4-窓を開けると緑の香り-r野反湖と六合村温泉郷
の旅J(6/18-22) 
5気軽に行ける自然体験の宝庫 (飯能市)-武蔵野の
奥座敷-(6/25-29) <以上ふるさと情報プラザ〉

夏の物産展*

*ふるさと情報プラザ

・8月7日~8日
一色町(愛知県)

一色町観光物産フェア

(写真)
司 “し、ばらきさとやま生活"フェア (6/7-8)
2中央区さ くらんぽ祭 (6/28)
く以上日本橋プラザピルイベントスペース〉

-
{
編
集
後
記
】

V
中
山
間
地
や
離
島
な
ど
で
は
、
過
疎
・
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
で
、
生
活
共
同
体
と
し
て
の
機
能
が
低
下
し
、
地
域
と

し
て
の
存
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
集
落
が
多
数
存
在
す

る
。
大
野
晃
長
野
大
学
教
授
(
高
知
大
学
名
誉
教
授
)
は
、
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
集
落
人
口
の
半
数
を
超
え
、
冠
婚

葬
祭
や
道
路
・
用
水
の
管
理
な
ど
、
社
会
的
共
同
生
活
の
維

持
が
困
難
に
な
っ
た
集
落
を
「
限
界
集
落
」
と
呼
ん
で
い
る
o

v国
土
交
通
省
の
調
査
で
も
、
過
疎
法
に
指
定
さ
れ
た
全
国

七
百
七
十
五
市
町
村
の
中
で
、
限
界
集
落
が
全
集
落
の
四
・

二
%
に
当
た
る
二
千
六
百
四
十

一
集
落
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
う
ち
四
百
二
十
二
集
落
が
十
年
以
内
に
消
滅
す
る
危
機

に
あ
る
。
都
市
化
と
と
も
に
急
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
社
会

が
抱
え
る
、
わ
が
国
社
会
の
構
造
問
題
で
も
あ
る
。

-v
限
界
集
落
の
多
く
で
は
、
農
林
地
の
管
理
が
放
棄
さ
れ
、

荒
れ
て
保
水
力
が
低
下
し
た
水
源
地
が
時
に
は
鉄
砲
水
を
発

生
さ
せ
、
下
流
域
の
都
市
住
民
に
新
た
な
災
害
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
自
治
体
の
中

に
は
、
京
都
府
綾
部
市
の
よ
う
に
全
国
初
の

「水
源
の
里
条

例
」
を
制
定
し
、
住
民
と
協
働
で
集
落
の
再
生
に
取
り
組
み

始
め
た
と
こ
ろ
も
出
始
め
た
。

V
し
か
し
、
多
く
の
都
市
住
民
は
ま
だ
、
こ
う
し
た
深
刻
な

事
態
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
。
二
十

一
世
紀
は
水
確
保

が
人
類
最
大
の
問
題
と
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
わ
が
国
で
は
ま

だ
、
下
流
域
と
上
流
域
の
両
住
民
が
共
同
で
水
を
管
理

・
確

保
し
て
い
く
考
え
は
定
着
し
て
い
な
い
。

V
限
界
集
落
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
農
林
地
の
維
持
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
か
ら
、
そ
の
地
域
で
の

解
決
は
困
難
で
あ
る
。
近
年
、
高
ま
っ
て
い
る
交
流
の
動
き

を
踏
ま
え
、
都
市
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
解
決
の
道

を
見
い
だ
す
し
か
な
い
。
続
い
て
、
下
流
部
も
含
め
た
流
域

全
体
の
住
民
が
ひ
ざ
を
交
え
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
活

性
化
策
を
検
討
・
立
案
す
る
広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が

必
要
に
な
り
そ
う
だ
。
そ
の
場
合
、
地
域
再
生
の
リ
ー
ダ
ー

的
人
材
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
養
成
が
急
務
と
な
る
。

(
沢
)

【

9
月
号
苓
告
}

特
集
日
花
の
ま
ち
づ
く
り

畑
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